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坂田　義勝（埼玉県私塾協同組合理事長）

春 爛 漫 　 桜 の 開 花

　2019 年の 12 月にコロナ感染拡大が伝えられ、

今年で 3 年目を迎えますが、まだ終息を迎えること

ができないなんて誰が想像したでしょうか。2022

年の年明けからオミクロン株の感染が急拡大を続

け、2 月 12 日にはまん延防止等重点措置が計 36 都

道府県に及びました。近隣の小・中・高でも学級閉

鎖や学年閉鎖が頻発し、とくに受験を控えた生徒た

ちへの対応には昨年以上に苦慮しました。幸い、ピー

クが過ぎて春休み前の 3 月 21 日にまん延防止が 2

か月半ぶりに全面解除され、ほっと胸をなで下ろし

ているところです。

　私が住む川越には、自宅から程よい距離に桜の名

所が点在します。まず一つ目は、川越大師喜多院で

す。徳川家光誕生の間や、春日の局化粧の間など多

くの文化財もあり、川越観光名所となっています。

広い境内には約 100 本のソメイヨシノが咲き誇り、

たくさんの露店が華やかさを添えてくれます。

　二つ目は、喜多院から車で 5 分ほどの距離に位置

する新河岸川沿いの桜です。両岸 500 メートルにも

及ぶ桜並木が水面に花びらを浮かべながら、咲き

誇っています。かつて江戸時代には、江戸と川越を

行き来する舟運が盛んで、様々な資材や物資が運ば

れていました。花見の時期には、花見舟が運行され、

川面から見上げる桜に感嘆の声が漏れ聞こえます。

　三つめは、同じく車で 5 分たらずのところにある

伊佐沼の桜です。埼玉県内最大級の自然沼「伊佐沼」

を中心に広がる自然公園で、その西側に桜並木が続

きます。伊佐沼の水を背景に桜のピンクがひときわ

映え、その絶景を堪能することができます。伊佐沼

に飛来する水鳥たちも歓迎してくれます。

　今年は、3 年ぶりに関東に在住する高校時代の友

を呼んで、4 人で川越の桜見を企画しました。コロ

ナの自粛ムードの中で、仲間と花を愛でることにも

水を差されたこの 2 年でしたが、その失われた年月

をなんとか取り戻そうとみんなの気持ちが一つにま

とまりました。

　残りの人生が垣間見える歳になると、口々に「元

気なうちにいっぱい想い出ばつくらんといかん

ちゃ !」と九州弁が飛び交います。持つべきは気の

置けない竹馬の友。きっと桜の木の下で、青春時代

の想い出話も満開になることでしょう。

　さて、話題はガラリと変わりますが、ご承知のよ

うに 2022 年度から高校の学習指導要領が大きく変

わります。この SSK Report をお届けする頃には、

既に新学期が始まっていますが、私学の先生におか

れましては、迎え入れた高校の新入生に対して新た

な指導体制の強化に尽力されていることと推察いた

します。学習塾においても 2025 年度の大学入試改

革を見据えた新たなカリキュラムの再編が必要で、

各先生方もその取り組みに余念がないことと思いま

す。

　新学習指導要領のキーワードは「探求」と言われ

ています。思考力・判断力・表現力に加え、子ども

たちが自ら調べ、学ぶ授業へと転換が図られていま

す。私たちも子ともたちへ様々なアプローチを試み

ながら、新たなステージへ導いていけるよう努力し

たいと思います。
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新型コロナウイルスの感染状況がまだまだ不安定で

すが、そんな中でも確実に学習を進められるよう、

弊社ではデジタルコンテンツを充実させています。

解説動画を気軽にご覧いただけるテキストをご紹介

いたします。

●教科書準拠ワーク「new ベーシック」

各単元の導入部分に無料の解説動画をご用意しまし

た。付属の QR コードからスマホ、タブレットで簡単

にアクセスしていただけます。

家庭での予習復習やテスト勉強など、生徒様の自習

にご活用ください。

●中学 3 年間のまとめ教材「ビルダー受験版」

テキストの中の発展的な問題、つまずきそうな難し

い問題に無料解説動画を付けています。

こちらも費用やお申し込みは一切不要です。

●有料映像授業コンテンツ「エデュプラス」

上記の解説動画をさらに多くご覧いただきたい場合

は、有料コンテンツ「エデュプラス」がございます。

高校生用教材から英検対策まで幅広い映像コンテン

ツをご用意しています。

教室・ご家庭でご利用いただけるので、万が一の一

斉休校時にもご活用いただけます。

 

内容：教科書準拠 i ワークの動画がとても便利

i ワーク英・数・理・社に「導入授業動画」を、国は読

解分野に演習問題ページの「問題解説動画」を用意し

ました！※英・国は準拠別に用意しています。

定期テスト対策も万全で、指導時間が不足しがちな

理・社については「問題解説動画」も用意しました！

定期テストで高得点を目指す為に理解しておくべき

i ワーク本文の標準問題・まとめ問題・i ワークプラス

第二部の全問題を解説します。単に問題の解き方を

示すだけではなく、「よく定期テストで宿題される問

題です」「この言葉を逆に説明させる問題もよく出ま

す」「関連する〇〇もよくテストに出るのでセットで

覚えましょう」など定期テスト対策に特化した情報を

盛り込んだ動画です。今後とも弊社を宜しくお願い

致します。

　

2022年　教材教具展　出展企業より一言PR

文理では昨年からの新サービス「らくプリ」が非常

にご好評いただいています。

「らくプリ」とは教科書準拠のプリント作成システ

ムで、毎日のチェックテストから定期テスト対策

までオールインワンで対応できます。例えば英語

であれば、教科書準拠の単語プリントや、「リスニ

ング」「単語・重要表現」「文法問題」「読解問題」か

ら構成される定期テスト対策プリントがご利用い

ただけます。教科書または『中学必修テキスト』か

ら範囲指定をするだけでプリントを作成できるた

め、時間と労力を大幅に削減できます。「らくプリ」

は『中学必修テキスト』でご採用いただいた教科・

学年は無料でご利用いただけますので、ぜひ存分

にご活用ください。

また今年は英単語教材が改訂します。書き込み式

で小学校の復習から公立高校入試まで対応できる

『英単語トレーニング 1800』、重要語から効率的に

覚えられ、私立高校入試まで対応できる『コンプリー

トセレクション 2800』の 2 種類のご用意がござい

ます。用途にあわせて、是非教材選定の一端にお加

えください。

株式会社文理

エデュケーショナルネットワークは、新しい時代

の教育に対応するテキスト、ICT 教材、そして情報

サービスをご提供することで、学習塾の皆様を強力

にサポートして参ります。

●「高校新演習」シリーズを大改訂！

　2022 年度の高１から新しい学習指導要領に基

　づいた指導が始まります。

　高校新演習シリーズでは、高１用ラインナップを

　改訂し、新課程の科目編成、学習内容に対応する

　のはもちろんのこと、３年間で入試に対応する力

　を養うために高１段階で必要な要素を追加致し

　ました。

 ●オプティマスタディ

　タブレットなどの端末で中学生が学習を計画的

　に進められるトータル学習支援システムです。

Educational Network

㈱育伸社
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「進研」は 1949 年の会社発足から 70 年以上に渡

り、高校受験を研究し続けている会社です。

会場模試「V もぎ」と塾内テスト「進研テスト」で

培ってきた、質の高い問題作成力と学力分析力を

もとに、これからも受験生・保護者・先生を全力

でサポートします。よろしくお願い申し上げます。

当社は、「お客様にとって存在価値の高い企業を」

という我が社の基本理念をもとに、埼玉県を中心

に地域に密着した営業展開をしております。

常にお客様の立場に立ち、複合機・パソコン・電

話機等の O A 機器及びオフィス家具など多彩な

ラインナップをご用意させて頂いております。ま

た、アフターメンテナンスにおいてもスピーディー

できめ細かなサービスを提供しております。

何かございましたらお気軽にお問合せください。

教育開発出版は、時代のニーズに敏感に応える教材

づくりを行ってまいります。

2022 年度に向けた改訂商品・リニューアル商品を

ご紹介します。

○中学のまとめ・要点と対策

昨年度の Key ワーク改訂に続き、今年度は中学 3 学

年分のまとめ教材である

中学のまとめと要点と対策 ( 旧 強化と対策 ) を改訂

しております。

中学のまとめは、季節講習や短期講座で使いやすい

よう各科目 32 単元にまとめた教材です。

要点と対策は、生徒が自宅学習で使いやすいよう、

解答解説をより丁寧にリニューアルをしております。

○高校リード問題集

高校の教科書改訂に合わせ、コミュニケーション英

語に対応した英語Ⅰ・Ⅱ、

高校 3 年間で学ぶ文法事項を網羅した英文法Ａ・Ｂ、

数学Ⅰ・Ａを改訂しております。

○My e トレ

プリント学習教材 eトレの機能を、My e トレとして

各生徒のデバイスで使用可能になります。

家庭学習への新たなアプローチの手段として、ぜひ

ご検討ください。

各教材についてのお問い合わせ、デモンストレーショ

ンなどのご依頼は埼玉北関東営業所までご連絡くだ

さい。

2022年　教材教具展　出展企業より一言PR

学研メソッドは、GDLS ( 学研デジタルラーニング

システム)で、「個別最適化学習」を推進して参ります。

◎一人ひとりに最適化した教材

生徒が取り組んだ問題の解答情報を人工知能 (AI)

が分析して、次に取り組む問題を出題します。また、

データの蓄積によって一人ひとりの「得意・不得意

問題の傾向」も分析し、合理的な学習が実現できます。

さらに、生徒は間違えた問題など小問ごとに対応し

た 1～ 2 分の解説動画を視聴することで、不得意

問題をその場で解決できます。

◎学習ポジションの見える化

GDLS での学習結果は、1 問も逃すことなく AI が

分析します。この学習情報から一人ひとりの理解

度とカリキュラム進度をリアルタイムに可視化し

成績向上への近道を実現できます。

◎コンテンツ・システム利用料

コンテンツは、小 4～ 6 年生 ( 算 )、中 1～ 3 年生

( 数・国・理・社・英 )、システム利用料は、2022 年

3 月までのキャンペーン期間は、小学生、中学生とも

１ID 月額 1,000 円 ( 税別 )  　

【お問い合わせ  学研メソッド 電話：03-6431-1335　

アドレス：gm-juku@gakken.co . jp】

株式会社  学研メソッド株式会社  進学研究会
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『塾ジャーナル』は学校と塾を結ぶ情報誌として、

塾長および学校の先生方や教育関係者の皆様に

ご愛読いただいております。

塾長のためのマンスリースケジュールや、広報・

宣伝戦略など、塾経営に関するヒントも満載。ま

た、豪華執筆陣が揃う塾長コラムに加え、各塾団

体の代表や作家、教育アドバイザーなど、多角的な

視点から教育業界の動向に迫る「特別寄稿」など、

読みごたえある誌面をお届けしています。

各号の特集は、全国の入試結果や中学受験、英語特

集など、時代の変化を反映したテーマを取り上げ

ています。2022 年 3 月号では、塾長自らおすすめ

の教材を紹介する新コーナー「塾長が選ぶ最強の

おすすめ教材！」や、全国の教材教具展の様子を

紹介しています。

今後も『塾ジャーナル』では、全国の私学と私塾の

発展、そしてこれから学んでいく子どもたちのた

めに、少しでも多くの情報を発信してまいります。

【Twitter（@juku_journal）でも情報発信中！】

株式会社ルックデータ出版
『塾ジャーナル』

2022年　教材教具展　出展企業より一言PR

創業 61 年、中学校技術科教育教材開発ノウハウを生

かし、この度小学校向けのプログラミング教材を開発

いたしました。2017 年以降保護者が「子供に学ばせた

い習い事」の上位にプログラム教室が入っております。

小学校での教育指導の変化によりプログラム教育が

行われ、世の中的にもプログラム教育に対して興味

と関心が高まっていると感じています。弊社提案の

プログラミング学習プロッチは、加盟金・ロイヤル

ティが必要ない教材販売なので、生徒 1 人からの授

業が可能となっております。また、こちらの教材はカ

リキュラムをステップアップ式で 48 項目用意して

おり、項目ごとに解説用動画と生徒用動画をご用意し

ておりますので、個別指導可能で子供の理解状況に

合わせた授業が出来ます。社会で求められるパソコン

スキルやプログラム的思考ができる人材育成がした

いという事業者に、負担の少ない充実した教材を提

供したいと思い開発いたしました。この機会にぜひ

ご検討ください。
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成績を上げるために「仕組み」が必要

昨今、多くの塾様で講師不足が深刻であるとの話を

よく耳にいたします。優秀な講師が採用できないこ

とから、教室全体の教務レベルが下がり、良質なサー

ビスが提供できないといった相談を多く頂戴します。

このような状況下だからこそ講師の指導力に一存す

る教務システムではなく、再生産が可能な教務の仕

組みが必要になってまいります。

フォレスタシリーズは、指導方法が確立されている

点から、講師の学力レベルがそれほど高くなくても、

授業が成立しますので、誰が教えても一定水準の指

導が可能です。

教材名：フォレスタ（通常授業・復習用）

フォレスタステップ（講習授業・復習用）

対象生徒層：小３～中３、高１、２

株式会社スプリックス

モノグサ株式会社は、記憶定着のための学習プラット

フォーム「Monoxer」の開発・提供をしております。

Monoxer は、塾や学校の先生が憶えて欲しい内容

を登録するだけで、その内容を定着させるために

必要な問題が自動で作成されます。

生徒は作成された問題をスマホやタブレットのア

プリで学習していきますが、一人ひとりの習熟度・
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七五三　和男（二松学舎大学附属柏中学校・高等学校  校長）

〜さわやかで活気ある進学校をめざして〜

（１）二松学舎の歴史

　本校の母体である、学校法人「二松学舎」は、明

治 10 年（1877 年）10 月 10 日、東京九段の地に

漢学塾二松学舎として創立され、本年 145 周年を迎

えます。創立者は三島中洲。昨年 NHK 大河ドラマ

で注目された渋沢栄一とは「論語」を通じて長く親

交があり、またお互いのゆるぎない思想に相通ずる

ことも多く、中洲没後、渋沢は二松学舎第３代舎長

（理事長）として大きく貢献しました。夏目漱石、

犬養毅、平塚雷鳥など多くの著名人を輩出していま

す。

（２）コロナ禍の２年間

　その論語に「歳寒くして、然る後に松柏の彫むに

後るるを知る」という一節があります。厳しい寒さ

の季節がやって来て、他の木はみな枯れたりしぼん

だりしてしまっている中で、松や柏だけ散ることな

く緑の葉をつけたまま立っている。平素は分からな

いが、何か事が起こった時にその人の本当の価値と

いうものが分かるというものです。本校は、いち早

くオンラインを有効に活用した授業等の対応「コロ

ナ禍でも学びを止めない確かな教育」を大切に、全

教職員が一丸となって取り組んできました。自宅に

いる生徒たちに心のケアと元気を届けたいと教職員

をはじめ学校全関係者参加による動画の配信も実施

しました。コロナ禍の経験から、我々は多くの財産

を得、仲間の素晴らしさを再確認することとなりま

した。コロナウイルスと共に歩んだこの２年間の本

校の取り組みが、少しでも「松」や「柏」になり得

たのではと思っています。

（3）教育の２本の柱

　さて本校では、学びの基本となる教育の２本の柱

を定めています。「人間力の向上」そして「学力の

向上」です。一つ目は「論語」を通しての「人間力

の向上」です。高校においては、2500 年前の中国

の思想家、孔子の言葉をまとめた論語の中から高校

学校紹介 生にぜひ触れてもらいたい章句 100 篇を本校教員が

選び、オリジナルのテキストを作成し週１回３年間

学んで行きます。またこのテキストには、論語の英

訳も掲載しています。この「論語」を通して、幅広

く様々な経験から得る知識・他者に対する思いやり・

自己の志を貫く力を習得していきます。

　二つ目は「様々な海外研修」を通じての「人間力

の向上」です。二松学舎の建学の精神は「己を修め

人を治め一世に有用なる人材を養成す」であります

が、この己は「自国」でもあり、人は「他国」でも

あるのです。日本をしっかり理解しそれと同時に他

国も理解するということです。

　2016（H28）年 3 月に 2013（H25）年度から７

年連続訪問している台湾・桃園市私立新興高級中学

（高校）と交流をより深めるため、交流協定を結び

ました。中学校を含めて相互の短期留学やホームス

テイの計画も検討中です。今年度はコロナ禍に伴い、

当該校から本校宛に励ましのメッセージカードとマ

スクが寄贈されるなど、親密な交流が続いています。

　2014（H26）年度からはオーストラリア英語研

修（ホームステイ）も実施していますが、2017

（H29）年 3 月にはクイーンズランド州のクリーブ

ランドハイスクールと交流協定を締結しました。今

後は、長期留学も含めたプログラムをオーストラリ

ア教育省と検討中です。また、2019 年度より高校

において、イギリスの名門ラグビースクールへの短

期留学も開始しました。中学校においては、多民族

国家であるシンガポール・マレーシアを修学旅行先

とし、3 年間のグローバルな学びの集大成として実

施しています。その他、カナダ、フィリピン（セブ島）

などでの研修が中高の学年やコースまたは希望者に

よって行なわれています。ただし、現在（2020~2021）

は新型コロナウイルス感染防止のため残念ながら見

送りになっています。

　次に、もう一つの柱、「学力の向上」です。

　高校では、生徒それぞれの個性や適性に応じて、

志望別・習熟度別に３つのコースを設置しています。

スーパー特進コースでは、さらなるハイレベルな学

びを求めて、国公立大学最難関私立大学を目指しま

す。特進コースでは、より高い進路目標のために、

難関私立大を目指します。進学コースでは自分らし

く生きるために、将来の夢につながる大学進学を

ざします。

　２つ目は学習サポートを通しての「学力の向上」

です。まずは「放課後学習センター」です。生徒は

通常授業の他に、放課後本校教員による講習・外部

講師による講習・自習形式の学習クラブ・タブレッ

トを利用した講座を受講できます。また年間を通し

て、各種の検定試験や模擬試験を実施し、実力養成

を図っています。春期講習、夏期講習、勉強合宿、

など長期休暇中の講習も学力の向上に大きな力と

なっています。そして、進路指導を通しての学力の

向上を目指しております。本校では「キャリアデザ

インプログラム」を用意し、将来社会で活躍する自

分をしっかりイメージできるよう様々な取り組みを

実施します。なぜ今学ばなければならないかという

ことを生徒一人一人が自覚し、より意欲をもって学

んでいくことにより飛躍的に学力の向上につながっ

ていきます。　

（4）中学新２コース制スタート

　さて本校では、中学において、今年度より、さら

なる「探究教育」を推進するために「グローバル探

究コース」「総合探究コース」の２コース制に生ま

れ変わりました。「探究力」は今後の時代において、

核心となる力になっていきます。

　21 世紀は「成長社会」から「成熟、多様化社会」

に変化し、新しい環境に適応し、またチャレンジし

ていくことが必要な時代となりました。画一的な「み

んな一緒」の社会から「それぞれ一人ひとりの社会」

に変わり、いわゆる「正解のない社会」で自分が納

得し、そして他人も納得させる正解を見つける力、

つまり求められる力が大きく変化したのです。そし

て、その力こそ「探究力」なのです。

　大学受験においても、「探究力」が求められてい

ます。その一つが「総合型選抜試験」です。今後、

この「総合型選抜試験」を採用する大学がますます

増えていきます。この試験の特徴は、学力試験と同

様に「志望理由書」「小論文」「口頭試問」「プレゼン」

などが重要視されるところです。これらに対応する

には、①自分の中に課題を見つける。②その課題が実

社会で解決したい課題とどのように関連しているか

を考える。③その課題を解決するために大学で何を

学ぶべきかを決定する。という各自が各自の進路を

実現するための「マイストーリー」を描くことが必

要なのです。この「マイストーリー」を描くことを

目的に「グローバル探究コース」「総合探究コース」

が誕生しました。生徒一人ひとりが自信をもって社

会に貢献できる人材になれるよう、生徒と共に取り

組んで行きます。

（５）身につけてほしい「レジリエンス力」

　生徒自身が進もうと選んだ道ならば迷うことなく

歩みを進めてほしい、そこに多少の障害があるなら、

それらを取り除く手伝いをしたい、いつもそう心が

けて生徒たちと接してきました。その結果、自分の

希望をかなえ、立派に人生を生きている卒業生たち

の成長した姿に触れることほど、教師冥利に尽きる

ことはありません。そして、今、校長として生徒に

望むことは、本校での学校生活を通じて「レジリエ

ンス力」を身につけてほしいということです。言い

換えるなら「しなやかさ」と言えばいいでしょうか。

これから社会に出れば、困難な問題、危機的状況に

直面することがあるでしょう。そのような時、この

力を身につけていれば必ず立ち直ることが出来ま

す。想定外の事に直面した時に , それを乗り越える、

しなやかさとたくましさをぜひ本校で身につけてほ

しいです。

　今後も、さわやかで活気ある進学校を目指してい

きたいと思います。

　
8

し　め



（１）二松学舎の歴史

　本校の母体である、学校法人「二松学舎」は、明

治 10 年（1877 年）10 月 10 日、東京九段の地に

漢学塾二松学舎として創立され、本年 145 周年を迎

えます。創立者は三島中洲。昨年 NHK 大河ドラマ

で注目された渋沢栄一とは「論語」を通じて長く親

交があり、またお互いのゆるぎない思想に相通ずる

ことも多く、中洲没後、渋沢は二松学舎第３代舎長

（理事長）として大きく貢献しました。夏目漱石、

犬養毅、平塚雷鳥など多くの著名人を輩出していま

す。

（２）コロナ禍の２年間

　その論語に「歳寒くして、然る後に松柏の彫むに

後るるを知る」という一節があります。厳しい寒さ

の季節がやって来て、他の木はみな枯れたりしぼん

だりしてしまっている中で、松や柏だけ散ることな

く緑の葉をつけたまま立っている。平素は分からな

いが、何か事が起こった時にその人の本当の価値と

いうものが分かるというものです。本校は、いち早

くオンラインを有効に活用した授業等の対応「コロ

ナ禍でも学びを止めない確かな教育」を大切に、全

教職員が一丸となって取り組んできました。自宅に

いる生徒たちに心のケアと元気を届けたいと教職員

をはじめ学校全関係者参加による動画の配信も実施

しました。コロナ禍の経験から、我々は多くの財産

を得、仲間の素晴らしさを再確認することとなりま

した。コロナウイルスと共に歩んだこの２年間の本

校の取り組みが、少しでも「松」や「柏」になり得

たのではと思っています。

（3）教育の２本の柱

　さて本校では、学びの基本となる教育の２本の柱

を定めています。「人間力の向上」そして「学力の

向上」です。一つ目は「論語」を通しての「人間力

の向上」です。高校においては、2500 年前の中国

の思想家、孔子の言葉をまとめた論語の中から高校

生にぜひ触れてもらいたい章句 100 篇を本校教員が

選び、オリジナルのテキストを作成し週１回３年間

学んで行きます。またこのテキストには、論語の英

訳も掲載しています。この「論語」を通して、幅広

く様々な経験から得る知識・他者に対する思いやり・

自己の志を貫く力を習得していきます。

　二つ目は「様々な海外研修」を通じての「人間力

の向上」です。二松学舎の建学の精神は「己を修め

人を治め一世に有用なる人材を養成す」であります

が、この己は「自国」でもあり、人は「他国」でも

あるのです。日本をしっかり理解しそれと同時に他

国も理解するということです。

　2016（H28）年 3 月に 2013（H25）年度から７

年連続訪問している台湾・桃園市私立新興高級中学

（高校）と交流をより深めるため、交流協定を結び

ました。中学校を含めて相互の短期留学やホームス

テイの計画も検討中です。今年度はコロナ禍に伴い、

当該校から本校宛に励ましのメッセージカードとマ

スクが寄贈されるなど、親密な交流が続いています。

　2014（H26）年度からはオーストラリア英語研

修（ホームステイ）も実施していますが、2017

（H29）年 3 月にはクイーンズランド州のクリーブ

ランドハイスクールと交流協定を締結しました。今

後は、長期留学も含めたプログラムをオーストラリ

ア教育省と検討中です。また、2019 年度より高校

において、イギリスの名門ラグビースクールへの短

期留学も開始しました。中学校においては、多民族

国家であるシンガポール・マレーシアを修学旅行先

とし、3 年間のグローバルな学びの集大成として実

施しています。その他、カナダ、フィリピン（セブ島）

などでの研修が中高の学年やコースまたは希望者に

よって行なわれています。ただし、現在（2020~2021）

は新型コロナウイルス感染防止のため残念ながら見

送りになっています。

　次に、もう一つの柱、「学力の向上」です。

　高校では、生徒それぞれの個性や適性に応じて、

志望別・習熟度別に３つのコースを設置しています。

スーパー特進コースでは、さらなるハイレベルな学

びを求めて、国公立大学最難関私立大学を目指しま

す。特進コースでは、より高い進路目標のために、

難関私立大を目指します。進学コースでは自分らし

く生きるために、将来の夢につながる大学進学を

ざします。

　２つ目は学習サポートを通しての「学力の向上」

です。まずは「放課後学習センター」です。生徒は

通常授業の他に、放課後本校教員による講習・外部

講師による講習・自習形式の学習クラブ・タブレッ

トを利用した講座を受講できます。また年間を通し

て、各種の検定試験や模擬試験を実施し、実力養成

を図っています。春期講習、夏期講習、勉強合宿、

など長期休暇中の講習も学力の向上に大きな力と

なっています。そして、進路指導を通しての学力の

向上を目指しております。本校では「キャリアデザ

インプログラム」を用意し、将来社会で活躍する自

分をしっかりイメージできるよう様々な取り組みを

実施します。なぜ今学ばなければならないかという

ことを生徒一人一人が自覚し、より意欲をもって学

んでいくことにより飛躍的に学力の向上につながっ

ていきます。　

（4）中学新２コース制スタート

　さて本校では、中学において、今年度より、さら

なる「探究教育」を推進するために「グローバル探

究コース」「総合探究コース」の２コース制に生ま

れ変わりました。「探究力」は今後の時代において、

核心となる力になっていきます。

　21 世紀は「成長社会」から「成熟、多様化社会」

に変化し、新しい環境に適応し、またチャレンジし

ていくことが必要な時代となりました。画一的な「み

んな一緒」の社会から「それぞれ一人ひとりの社会」

に変わり、いわゆる「正解のない社会」で自分が納

得し、そして他人も納得させる正解を見つける力、

つまり求められる力が大きく変化したのです。そし

て、その力こそ「探究力」なのです。

　大学受験においても、「探究力」が求められてい

ます。その一つが「総合型選抜試験」です。今後、

この「総合型選抜試験」を採用する大学がますます

増えていきます。この試験の特徴は、学力試験と同

様に「志望理由書」「小論文」「口頭試問」「プレゼン」

などが重要視されるところです。これらに対応する

には、①自分の中に課題を見つける。②その課題が実

社会で解決したい課題とどのように関連しているか

を考える。③その課題を解決するために大学で何を

学ぶべきかを決定する。という各自が各自の進路を

実現するための「マイストーリー」を描くことが必

要なのです。この「マイストーリー」を描くことを

目的に「グローバル探究コース」「総合探究コース」

が誕生しました。生徒一人ひとりが自信をもって社

会に貢献できる人材になれるよう、生徒と共に取り

組んで行きます。

（５）身につけてほしい「レジリエンス力」

　生徒自身が進もうと選んだ道ならば迷うことなく

歩みを進めてほしい、そこに多少の障害があるなら、

それらを取り除く手伝いをしたい、いつもそう心が

けて生徒たちと接してきました。その結果、自分の

希望をかなえ、立派に人生を生きている卒業生たち

の成長した姿に触れることほど、教師冥利に尽きる

ことはありません。そして、今、校長として生徒に

望むことは、本校での学校生活を通じて「レジリエ

ンス力」を身につけてほしいということです。言い

換えるなら「しなやかさ」と言えばいいでしょうか。

これから社会に出れば、困難な問題、危機的状況に

直面することがあるでしょう。そのような時、この

力を身につけていれば必ず立ち直ることが出来ま

す。想定外の事に直面した時に , それを乗り越える、

しなやかさとたくましさをぜひ本校で身につけてほ

しいです。

　今後も、さわやかで活気ある進学校を目指してい

きたいと思います。

　
9



（１）二松学舎の歴史

　本校の母体である、学校法人「二松学舎」は、明

治 10 年（1877 年）10 月 10 日、東京九段の地に

漢学塾二松学舎として創立され、本年 145 周年を迎

えます。創立者は三島中洲。昨年 NHK 大河ドラマ

で注目された渋沢栄一とは「論語」を通じて長く親

交があり、またお互いのゆるぎない思想に相通ずる

ことも多く、中洲没後、渋沢は二松学舎第３代舎長

（理事長）として大きく貢献しました。夏目漱石、

犬養毅、平塚雷鳥など多くの著名人を輩出していま

す。

（２）コロナ禍の２年間

　その論語に「歳寒くして、然る後に松柏の彫むに

後るるを知る」という一節があります。厳しい寒さ

の季節がやって来て、他の木はみな枯れたりしぼん

だりしてしまっている中で、松や柏だけ散ることな

く緑の葉をつけたまま立っている。平素は分からな

いが、何か事が起こった時にその人の本当の価値と

いうものが分かるというものです。本校は、いち早

くオンラインを有効に活用した授業等の対応「コロ

ナ禍でも学びを止めない確かな教育」を大切に、全

教職員が一丸となって取り組んできました。自宅に

いる生徒たちに心のケアと元気を届けたいと教職員

をはじめ学校全関係者参加による動画の配信も実施

しました。コロナ禍の経験から、我々は多くの財産

を得、仲間の素晴らしさを再確認することとなりま

した。コロナウイルスと共に歩んだこの２年間の本

校の取り組みが、少しでも「松」や「柏」になり得

たのではと思っています。

（3）教育の２本の柱

　さて本校では、学びの基本となる教育の２本の柱

を定めています。「人間力の向上」そして「学力の

向上」です。一つ目は「論語」を通しての「人間力

の向上」です。高校においては、2500 年前の中国

の思想家、孔子の言葉をまとめた論語の中から高校

生にぜひ触れてもらいたい章句 100 篇を本校教員が

選び、オリジナルのテキストを作成し週１回３年間

学んで行きます。またこのテキストには、論語の英

訳も掲載しています。この「論語」を通して、幅広

く様々な経験から得る知識・他者に対する思いやり・

自己の志を貫く力を習得していきます。

　二つ目は「様々な海外研修」を通じての「人間力

の向上」です。二松学舎の建学の精神は「己を修め

人を治め一世に有用なる人材を養成す」であります

が、この己は「自国」でもあり、人は「他国」でも

あるのです。日本をしっかり理解しそれと同時に他

国も理解するということです。

　2016（H28）年 3 月に 2013（H25）年度から７

年連続訪問している台湾・桃園市私立新興高級中学

（高校）と交流をより深めるため、交流協定を結び

ました。中学校を含めて相互の短期留学やホームス

テイの計画も検討中です。今年度はコロナ禍に伴い、

当該校から本校宛に励ましのメッセージカードとマ

スクが寄贈されるなど、親密な交流が続いています。

　2014（H26）年度からはオーストラリア英語研

修（ホームステイ）も実施していますが、2017

（H29）年 3 月にはクイーンズランド州のクリーブ

ランドハイスクールと交流協定を締結しました。今

後は、長期留学も含めたプログラムをオーストラリ

ア教育省と検討中です。また、2019 年度より高校

において、イギリスの名門ラグビースクールへの短

期留学も開始しました。中学校においては、多民族

国家であるシンガポール・マレーシアを修学旅行先

とし、3 年間のグローバルな学びの集大成として実

施しています。その他、カナダ、フィリピン（セブ島）

などでの研修が中高の学年やコースまたは希望者に

よって行なわれています。ただし、現在（2020~2021）

は新型コロナウイルス感染防止のため残念ながら見

送りになっています。

　次に、もう一つの柱、「学力の向上」です。

　高校では、生徒それぞれの個性や適性に応じて、

志望別・習熟度別に３つのコースを設置しています。

スーパー特進コースでは、さらなるハイレベルな学

びを求めて、国公立大学最難関私立大学を目指しま

す。特進コースでは、より高い進路目標のために、

難関私立大を目指します。進学コースでは自分らし

く生きるために、将来の夢につながる大学進学を

ざします。

　２つ目は学習サポートを通しての「学力の向上」

です。まずは「放課後学習センター」です。生徒は

通常授業の他に、放課後本校教員による講習・外部

講師による講習・自習形式の学習クラブ・タブレッ

トを利用した講座を受講できます。また年間を通し

て、各種の検定試験や模擬試験を実施し、実力養成

を図っています。春期講習、夏期講習、勉強合宿、

など長期休暇中の講習も学力の向上に大きな力と

なっています。そして、進路指導を通しての学力の

向上を目指しております。本校では「キャリアデザ

インプログラム」を用意し、将来社会で活躍する自

分をしっかりイメージできるよう様々な取り組みを

実施します。なぜ今学ばなければならないかという

ことを生徒一人一人が自覚し、より意欲をもって学

んでいくことにより飛躍的に学力の向上につながっ

ていきます。　

（4）中学新２コース制スタート

　さて本校では、中学において、今年度より、さら

なる「探究教育」を推進するために「グローバル探

究コース」「総合探究コース」の２コース制に生ま

れ変わりました。「探究力」は今後の時代において、

核心となる力になっていきます。

　21 世紀は「成長社会」から「成熟、多様化社会」

に変化し、新しい環境に適応し、またチャレンジし

ていくことが必要な時代となりました。画一的な「み

んな一緒」の社会から「それぞれ一人ひとりの社会」

に変わり、いわゆる「正解のない社会」で自分が納

得し、そして他人も納得させる正解を見つける力、

つまり求められる力が大きく変化したのです。そし

て、その力こそ「探究力」なのです。

　大学受験においても、「探究力」が求められてい

ます。その一つが「総合型選抜試験」です。今後、

この「総合型選抜試験」を採用する大学がますます

増えていきます。この試験の特徴は、学力試験と同

様に「志望理由書」「小論文」「口頭試問」「プレゼン」

などが重要視されるところです。これらに対応する

には、①自分の中に課題を見つける。②その課題が実

社会で解決したい課題とどのように関連しているか

を考える。③その課題を解決するために大学で何を

学ぶべきかを決定する。という各自が各自の進路を

実現するための「マイストーリー」を描くことが必

要なのです。この「マイストーリー」を描くことを

目的に「グローバル探究コース」「総合探究コース」

が誕生しました。生徒一人ひとりが自信をもって社

会に貢献できる人材になれるよう、生徒と共に取り

組んで行きます。

（５）身につけてほしい「レジリエンス力」

　生徒自身が進もうと選んだ道ならば迷うことなく

歩みを進めてほしい、そこに多少の障害があるなら、

それらを取り除く手伝いをしたい、いつもそう心が

けて生徒たちと接してきました。その結果、自分の

希望をかなえ、立派に人生を生きている卒業生たち

の成長した姿に触れることほど、教師冥利に尽きる

ことはありません。そして、今、校長として生徒に

望むことは、本校での学校生活を通じて「レジリエ

ンス力」を身につけてほしいということです。言い

換えるなら「しなやかさ」と言えばいいでしょうか。

これから社会に出れば、困難な問題、危機的状況に

直面することがあるでしょう。そのような時、この

力を身につけていれば必ず立ち直ることが出来ま

す。想定外の事に直面した時に , それを乗り越える、

しなやかさとたくましさをぜひ本校で身につけてほ

しいです。

　今後も、さわやかで活気ある進学校を目指してい

きたいと思います。
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（理事長）として大きく貢献しました。夏目漱石、
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（２）コロナ禍の２年間
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いる生徒たちに心のケアと元気を届けたいと教職員

をはじめ学校全関係者参加による動画の配信も実施

しました。コロナ禍の経験から、我々は多くの財産

を得、仲間の素晴らしさを再確認することとなりま

した。コロナウイルスと共に歩んだこの２年間の本

校の取り組みが、少しでも「松」や「柏」になり得

たのではと思っています。
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向上」です。一つ目は「論語」を通しての「人間力

の向上」です。高校においては、2500 年前の中国

の思想家、孔子の言葉をまとめた論語の中から高校

生にぜひ触れてもらいたい章句 100 篇を本校教員が

選び、オリジナルのテキストを作成し週１回３年間

学んで行きます。またこのテキストには、論語の英

訳も掲載しています。この「論語」を通して、幅広

く様々な経験から得る知識・他者に対する思いやり・

自己の志を貫く力を習得していきます。

　二つ目は「様々な海外研修」を通じての「人間力

の向上」です。二松学舎の建学の精神は「己を修め

人を治め一世に有用なる人材を養成す」であります

が、この己は「自国」でもあり、人は「他国」でも

あるのです。日本をしっかり理解しそれと同時に他

国も理解するということです。

　2016（H28）年 3 月に 2013（H25）年度から７

年連続訪問している台湾・桃園市私立新興高級中学

（高校）と交流をより深めるため、交流協定を結び

ました。中学校を含めて相互の短期留学やホームス

テイの計画も検討中です。今年度はコロナ禍に伴い、

当該校から本校宛に励ましのメッセージカードとマ

スクが寄贈されるなど、親密な交流が続いています。

　2014（H26）年度からはオーストラリア英語研

修（ホームステイ）も実施していますが、2017

（H29）年 3 月にはクイーンズランド州のクリーブ

ランドハイスクールと交流協定を締結しました。今

後は、長期留学も含めたプログラムをオーストラリ

ア教育省と検討中です。また、2019 年度より高校

において、イギリスの名門ラグビースクールへの短

期留学も開始しました。中学校においては、多民族

国家であるシンガポール・マレーシアを修学旅行先

とし、3 年間のグローバルな学びの集大成として実

施しています。その他、カナダ、フィリピン（セブ島）

などでの研修が中高の学年やコースまたは希望者に

よって行なわれています。ただし、現在（2020~2021）

は新型コロナウイルス感染防止のため残念ながら見

送りになっています。

　次に、もう一つの柱、「学力の向上」です。

　高校では、生徒それぞれの個性や適性に応じて、

志望別・習熟度別に３つのコースを設置しています。

スーパー特進コースでは、さらなるハイレベルな学

びを求めて、国公立大学最難関私立大学を目指しま

す。特進コースでは、より高い進路目標のために、

難関私立大を目指します。進学コースでは自分らし

く生きるために、将来の夢につながる大学進学を

ざします。

　２つ目は学習サポートを通しての「学力の向上」

です。まずは「放課後学習センター」です。生徒は

通常授業の他に、放課後本校教員による講習・外部

講師による講習・自習形式の学習クラブ・タブレッ

トを利用した講座を受講できます。また年間を通し

て、各種の検定試験や模擬試験を実施し、実力養成

を図っています。春期講習、夏期講習、勉強合宿、

など長期休暇中の講習も学力の向上に大きな力と

なっています。そして、進路指導を通しての学力の

向上を目指しております。本校では「キャリアデザ

インプログラム」を用意し、将来社会で活躍する自

分をしっかりイメージできるよう様々な取り組みを

実施します。なぜ今学ばなければならないかという

ことを生徒一人一人が自覚し、より意欲をもって学

んでいくことにより飛躍的に学力の向上につながっ

ていきます。　

（4）中学新２コース制スタート

　さて本校では、中学において、今年度より、さら

なる「探究教育」を推進するために「グローバル探

究コース」「総合探究コース」の２コース制に生ま

れ変わりました。「探究力」は今後の時代において、

核心となる力になっていきます。

　21 世紀は「成長社会」から「成熟、多様化社会」

に変化し、新しい環境に適応し、またチャレンジし

ていくことが必要な時代となりました。画一的な「み

んな一緒」の社会から「それぞれ一人ひとりの社会」

に変わり、いわゆる「正解のない社会」で自分が納

得し、そして他人も納得させる正解を見つける力、

つまり求められる力が大きく変化したのです。そし

て、その力こそ「探究力」なのです。

　大学受験においても、「探究力」が求められてい

ます。その一つが「総合型選抜試験」です。今後、

この「総合型選抜試験」を採用する大学がますます

増えていきます。この試験の特徴は、学力試験と同

様に「志望理由書」「小論文」「口頭試問」「プレゼン」

などが重要視されるところです。これらに対応する

には、①自分の中に課題を見つける。②その課題が実

社会で解決したい課題とどのように関連しているか

を考える。③その課題を解決するために大学で何を

学ぶべきかを決定する。という各自が各自の進路を

実現するための「マイストーリー」を描くことが必

要なのです。この「マイストーリー」を描くことを

目的に「グローバル探究コース」「総合探究コース」

が誕生しました。生徒一人ひとりが自信をもって社

会に貢献できる人材になれるよう、生徒と共に取り

組んで行きます。

（５）身につけてほしい「レジリエンス力」

　生徒自身が進もうと選んだ道ならば迷うことなく

歩みを進めてほしい、そこに多少の障害があるなら、

それらを取り除く手伝いをしたい、いつもそう心が

けて生徒たちと接してきました。その結果、自分の

希望をかなえ、立派に人生を生きている卒業生たち

の成長した姿に触れることほど、教師冥利に尽きる

ことはありません。そして、今、校長として生徒に

望むことは、本校での学校生活を通じて「レジリエ

ンス力」を身につけてほしいということです。言い

換えるなら「しなやかさ」と言えばいいでしょうか。

これから社会に出れば、困難な問題、危機的状況に

直面することがあるでしょう。そのような時、この

力を身につけていれば必ず立ち直ることが出来ま

す。想定外の事に直面した時に , それを乗り越える、

しなやかさとたくましさをぜひ本校で身につけてほ

しいです。

　今後も、さわやかで活気ある進学校を目指してい

きたいと思います。

　

　昭和 10 年廣池千九郎先生の「道徳科学専攻塾」

に始まる麗澤中学・高等学校は、常磐線「千葉の

原宿」と言われる「柏」駅の隣「南柏」駅からバ

スで５分（今春、直通バス運行開始）のところに

東京ドーム 10 倍の広大なキャンパスがあります。

春は手を差し出すことなく桜の花弁が教室に飛び

込み、夏はセミの鳴き声を聞きながら、秋は落ち

葉を踏みしめながら、また、冬は一面の銀世界に

囲まれるといった環境で生活しています。生徒一

人ひとりが秘められた才能を自ら開花させていく

ことができるよう「チーム麗澤」が最大限サポー

トしていきます。

麗澤教育が伸ばす５つの L

（１）Language  英語力

　現代のグローバル社会に対応する上で絶対条件

となる英語でのコミュニケーション能力。麗澤で

は、発信力を強く意識しながら「聞く・読む・話

す（やり取り、発表）・書く」の 4 技能 5 領域を

徹底的に鍛えます。6 名のグローバル教員は英語

の授業はもちろん各学年の副担任として、SHR、

昼食、学校行事、清掃、部活動、道徳の授業も担

当します。

（２）L ibera l  Arts　教養

　豊かな教養は、相手が伝えたいことを理解し、

自分自身が表現する内容をより一層充実させる助

けになります。自然（中 1：「水源の森」フィー

ルドワーク）や自国の歴史・文化（中 2：関西研

修）、グローバル社会（中 3 全員：イギリス、高

校希望者：オーストラリア、アメリカ、タイ等）

について学ぶ、様々な体験プログラムを設けてい

ます。重ねて、道徳、総合的な学習・探究の時間、

学活・ホームルームでは、第一線で活躍される講

師を招き、直接講義をいただいています。たとえ

ば、宇宙開発事業団種子島宇宙センター長や筑波

宇宙センター長をご経験され、多くの日本人宇宙

飛行士の教官もされてきた菊山紀彦先生には「守

ろう、地球」をテーマに宇宙からみた地球の様子、

日本をはじめ各国の宇宙飛行士の訓練内容や国際

宇宙ステーションで生活や実験をしている姿など

お話いただきました。

（３）Logica l  Th ink ing　論理的思考力

　多様な文化・背景を持つ世界の人々と対等に意

見を交換するためには、論理的な思考力・表現力

が欠かせません。相手の言葉や意図を受け止め、

自分の意見を正しく届ける力を育みます。文部科

学省研究指定校（2004 年度から 2009 年度）と

して教育課程に「言語技術」を独自の科目として

設定し、英語教育と融合を図り、グローバルな発

信力を磨いています。

（４）L i teracy　情報活用能力

　多様な情報の中から適切に情報を取捨選択し、

それを活用して課題を解決していく力を磨きます。

今、世界が抱えている多くの地球規模の課題を解

決できる人を育んでいきます。

　そのために生徒は各自 Chromebook を文房具

と同様に携行するだけでなく、学校だけでなく、

家庭でも積極的に活用します。

（５）Leadersh ip　リーダーシップ

　習得した指導力を発揮できるか否かは、その人

の人間性にかかっています。高い道徳性を備えた、

周囲から信頼される人物を社会に輩出すること、

これは麗澤が創立から終始一貫取り組んできた教

育理念であり、世界で活躍できるよう基礎・基本

を習得します。

　第一志望校現役合格を可能にするサポート

授業、部活、夕食、そして 1 日の終わりは校内予

備校（希望制）、夜間講座の下校は 20 時

（１）毎日の授業の完全消化

　学力定着に向けた復習・確認テストを行ってい

ます。そして、発展学習（全国模試及び大学入試

問題）にも挑戦することで、学力を無理なく積み

上げていくことを、何より大切に継続します。　

（２）学年チームによる学習支援体制

　常に生徒 1 人ひとり、その時々の理解度を把握

し、適切な学習支援を実現するために、麗澤では

独自の学年チーム制をとっています。各種成績

データを共有しながら、週 1 回の定例会議を実施

して、教科ごとに生徒の弱点や苦手項目を洗い出し、

実情と目標に応じた柔軟な指導を行っています。

（３）学習習慣を定着させる「朝学習」

　全学年において「学習内容の定着」を目標に掲

げながら、始業前から 15 分間「朝学習」を実施

しています。1 年次からの積み重ねが 3 年後、或

いは 6 年後の飛躍につながります。

（４）自学力を向上させる「月曜プロジェクト」

　毎週月曜日の放課後に、50 分間の「月曜プロ

ジェクト」の時間を設けています。１ヶ月ごとの

学習内容を生徒自らが考え、自分で立てたスケ

ジュールに沿って自学に励みます。

（５）少人数の補習授業も随時開講

　学習のペースが十分に掴めていない生徒は早い

タイミングで声をかけ、昼休みや放課後の時間帯

に個別指導をする体制を整えています。場合に

よっては理解不足の生徒を指名し、少人数クラス

を編成して補習授業を実施することもあります。

　高校生は、自宅からの通学、「麗寮」からの通

学が選べます

　英国のパブリックスクールをモデルに生まれた

「麗寮」は、寮生活を通し高い道徳心はもちろん、

確かな人間力を育む場です。人間力は人と人との

間で育まれるもの、この多感な時期に人と深く関

わることで人に支えられていることを実感し、自

分の言動に責任を持ち、他者に良い影響を与える

人間力を培います。

（１）対人関係力が身につく

　異年齢の集団生活を通して、お互いの価値観を

認め合い、思いやりの心を持って向き合うことに

より、全体のために自分は何をすべきか考えられ

るコミュニケーション力が育ちます。

（２）自己管理力が身につく

　起床から就寝まで規則正しい生活を送ることで

時間に対する意識が高くなります。また、掃除や

洗濯といった身の回りのことは自分自身でやらな

くてはなりません。自律・自立心が自然と養われ

ていきます。

（３）自学自習が習慣化する

　毎日３時間あまりの自習時間が設定されていま

す。個室で独学に励む、学習室で寮生と切磋琢磨

するなど思い思いの場所や方法で学習します。疑

問点や悩みを上級生や寮担任に相談できるのも大

きな魅力です。

　また、新たに寮生だからできること、創立者ゆ

かりの群馬県谷川で寮生活を送る意義を再確認す

る研修や麗澤大学の留学生等と定期的にインター

ナショナルタイムを設定し、英語によるコミュ

ニュケーションを通して、グローバル人材の育成

も始めました。

　通信制スーパー通信・未来型がスタートしまし

た（狭域：住所が東京都、千葉県限定）

　一人ひとりの夢と志に寄り添う通信制を開設。

その 3 つの特長は次の通りです。

（１）「ICT× 知徳一体教育」を実践し、自由な学

びの空間を実現します

　自律的で穏やかな校風のもと、生徒１人１台

Chromebook を所持し、レポートの提出や課題

の採点等、ICT を活用した通信教育を進めていき

ます。

（２）進学にも進路にも妥協したくない生徒には、

最大限のサポートを継続します

　国公立大や難関私大を目指す生徒には、「特別

進学コース」をおすすめします。校内予備校も活

用し、希望に応じて一流講師の授業や個別指導を

受けることができます。ラインでも受講可能です。

（３）国際性に強い麗澤大学とのコラボレーショ

ン企画を実現します

　麗澤大学は世界大学ランキング（千葉県私大）

総合２位、国際性（千葉県）１位を獲得している

大学です。外国語学部・国際学部・経済学部（2024

年度工学部・経済学部開設予定）を有する麗澤大

学の支援のもと、様々なコラボレーション企画

を行っていきます。

　卒業生・同窓会・在校生との絆

　麗澤の学びは、在学中だけではなく、卒業後も

後輩と培った絆は、止まることがありません。特に、

麗澤中学・高等学校で学んだ卒業生は、国内だけ

でなく、海外でも活躍しています。キャリア教育

等の機会を通して、先輩の話を聞き、将来自分が

あるべき姿を描きながら、新たな目標に邁進して

いく生徒は少なくありません。たとえば、全豪オー

プン、全仏オープン、全英オープン、全米オープ

ンの４大大会の全てで年間優勝を果たす「グラン

ドスラム」を、男子シングルスで 5 度も達成して

いる世界を代表するナンバーワン車いすテニスプ

レイヤーである国枝慎吾さんもその一人です。

　終わりに

　麗澤での学びは大学受験だけをゴールとしな

い、将来を見据えた教育を展開していきます。

著書（共著）等

・「マンデースクール」読売新聞（毎週月曜日夕

　刊連載）1990〜1993　

・『NHKCD 基礎英語２リスニング講座−キーワー

　ドを聞きとる』NHK 出版 ,1995

・『中学英文法のすべて』学生社 ,1995 

・『ヴィスタ英和辞典』三省堂 ,1997

・『新しい英語科教育法−理論と実践のインター

　フェイス』現代教育社 ,2002

・『新学習指導要領に基づく英語科教育法の構築

　と展開』現代教育社 ,2002

・『英語科教育のフロンティア』保育出版社 ,2012

・『英語指導技術 Q&A』2014, 開拓社

・『英語の四十八手 教科書の活用 ビデオ』（研究

　社出版）全８巻 ジャパンライム ,1997

・『新・授業のためのアイディアボックス−四技

　能別・スキル別の活動例 ビデオ全６巻』, ジャ

　パンライム ,2000

・その他　文部科学省検定教科書、DVD など多数。
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櫻井　讓（麗澤中学・高等学校  校長）

麗澤の学びは「世界」が教室
―世界規模・地球規模で物事を考え、能力を発揮できるグローバル人材を育てますー

学校紹介



　昭和 10 年廣池千九郎先生の「道徳科学専攻塾」

に始まる麗澤中学・高等学校は、常磐線「千葉の

原宿」と言われる「柏」駅の隣「南柏」駅からバ

スで５分（今春、直通バス運行開始）のところに

東京ドーム 10 倍の広大なキャンパスがあります。

春は手を差し出すことなく桜の花弁が教室に飛び

込み、夏はセミの鳴き声を聞きながら、秋は落ち

葉を踏みしめながら、また、冬は一面の銀世界に

囲まれるといった環境で生活しています。生徒一

人ひとりが秘められた才能を自ら開花させていく

ことができるよう「チーム麗澤」が最大限サポー

トしていきます。

麗澤教育が伸ばす５つの L

（１）Language  英語力

　現代のグローバル社会に対応する上で絶対条件

となる英語でのコミュニケーション能力。麗澤で

は、発信力を強く意識しながら「聞く・読む・話

す（やり取り、発表）・書く」の 4 技能 5 領域を

徹底的に鍛えます。6 名のグローバル教員は英語

の授業はもちろん各学年の副担任として、SHR、

昼食、学校行事、清掃、部活動、道徳の授業も担

当します。

（２）L ibera l  Arts　教養

　豊かな教養は、相手が伝えたいことを理解し、

自分自身が表現する内容をより一層充実させる助

けになります。自然（中 1：「水源の森」フィー

ルドワーク）や自国の歴史・文化（中 2：関西研

修）、グローバル社会（中 3 全員：イギリス、高

校希望者：オーストラリア、アメリカ、タイ等）

について学ぶ、様々な体験プログラムを設けてい

ます。重ねて、道徳、総合的な学習・探究の時間、

学活・ホームルームでは、第一線で活躍される講

師を招き、直接講義をいただいています。たとえ

ば、宇宙開発事業団種子島宇宙センター長や筑波

宇宙センター長をご経験され、多くの日本人宇宙

飛行士の教官もされてきた菊山紀彦先生には「守

ろう、地球」をテーマに宇宙からみた地球の様子、

日本をはじめ各国の宇宙飛行士の訓練内容や国際

宇宙ステーションで生活や実験をしている姿など

お話いただきました。

（３）Logica l  Th ink ing　論理的思考力

　多様な文化・背景を持つ世界の人々と対等に意

見を交換するためには、論理的な思考力・表現力

が欠かせません。相手の言葉や意図を受け止め、

自分の意見を正しく届ける力を育みます。文部科

学省研究指定校（2004 年度から 2009 年度）と

して教育課程に「言語技術」を独自の科目として

設定し、英語教育と融合を図り、グローバルな発

信力を磨いています。

（４）L i teracy　情報活用能力

　多様な情報の中から適切に情報を取捨選択し、

それを活用して課題を解決していく力を磨きます。

今、世界が抱えている多くの地球規模の課題を解

決できる人を育んでいきます。

　そのために生徒は各自 Chromebook を文房具

と同様に携行するだけでなく、学校だけでなく、

家庭でも積極的に活用します。

（５）Leadersh ip　リーダーシップ

　習得した指導力を発揮できるか否かは、その人

の人間性にかかっています。高い道徳性を備えた、

周囲から信頼される人物を社会に輩出すること、

これは麗澤が創立から終始一貫取り組んできた教

育理念であり、世界で活躍できるよう基礎・基本

を習得します。

　第一志望校現役合格を可能にするサポート

授業、部活、夕食、そして 1 日の終わりは校内予

備校（希望制）、夜間講座の下校は 20 時

（１）毎日の授業の完全消化

　学力定着に向けた復習・確認テストを行ってい

ます。そして、発展学習（全国模試及び大学入試

問題）にも挑戦することで、学力を無理なく積み

上げていくことを、何より大切に継続します。　

（２）学年チームによる学習支援体制

　常に生徒 1 人ひとり、その時々の理解度を把握

し、適切な学習支援を実現するために、麗澤では

独自の学年チーム制をとっています。各種成績

データを共有しながら、週 1 回の定例会議を実施

して、教科ごとに生徒の弱点や苦手項目を洗い出し、

実情と目標に応じた柔軟な指導を行っています。

（３）学習習慣を定着させる「朝学習」

　全学年において「学習内容の定着」を目標に掲

げながら、始業前から 15 分間「朝学習」を実施

しています。1 年次からの積み重ねが 3 年後、或

いは 6 年後の飛躍につながります。

（４）自学力を向上させる「月曜プロジェクト」

　毎週月曜日の放課後に、50 分間の「月曜プロ

ジェクト」の時間を設けています。１ヶ月ごとの

学習内容を生徒自らが考え、自分で立てたスケ

ジュールに沿って自学に励みます。

（５）少人数の補習授業も随時開講

　学習のペースが十分に掴めていない生徒は早い

タイミングで声をかけ、昼休みや放課後の時間帯

に個別指導をする体制を整えています。場合に

よっては理解不足の生徒を指名し、少人数クラス

を編成して補習授業を実施することもあります。

　高校生は、自宅からの通学、「麗寮」からの通

学が選べます

　英国のパブリックスクールをモデルに生まれた

「麗寮」は、寮生活を通し高い道徳心はもちろん、

確かな人間力を育む場です。人間力は人と人との

間で育まれるもの、この多感な時期に人と深く関

わることで人に支えられていることを実感し、自

分の言動に責任を持ち、他者に良い影響を与える

人間力を培います。

（１）対人関係力が身につく

　異年齢の集団生活を通して、お互いの価値観を

認め合い、思いやりの心を持って向き合うことに

より、全体のために自分は何をすべきか考えられ

るコミュニケーション力が育ちます。

（２）自己管理力が身につく

　起床から就寝まで規則正しい生活を送ることで

時間に対する意識が高くなります。また、掃除や

洗濯といった身の回りのことは自分自身でやらな

くてはなりません。自律・自立心が自然と養われ

ていきます。

（３）自学自習が習慣化する

　毎日３時間あまりの自習時間が設定されていま

す。個室で独学に励む、学習室で寮生と切磋琢磨

するなど思い思いの場所や方法で学習します。疑

問点や悩みを上級生や寮担任に相談できるのも大

きな魅力です。

　また、新たに寮生だからできること、創立者ゆ

かりの群馬県谷川で寮生活を送る意義を再確認す

る研修や麗澤大学の留学生等と定期的にインター

ナショナルタイムを設定し、英語によるコミュ

ニュケーションを通して、グローバル人材の育成

も始めました。

　通信制スーパー通信・未来型がスタートしまし

た（狭域：住所が東京都、千葉県限定）

　一人ひとりの夢と志に寄り添う通信制を開設。

その 3 つの特長は次の通りです。

（１）「ICT× 知徳一体教育」を実践し、自由な学

びの空間を実現します

　自律的で穏やかな校風のもと、生徒１人１台

Chromebook を所持し、レポートの提出や課題

の採点等、ICT を活用した通信教育を進めていき

ます。

（２）進学にも進路にも妥協したくない生徒には、

最大限のサポートを継続します

　国公立大や難関私大を目指す生徒には、「特別

進学コース」をおすすめします。校内予備校も活

用し、希望に応じて一流講師の授業や個別指導を

受けることができます。ラインでも受講可能です。

（３）国際性に強い麗澤大学とのコラボレーショ

ン企画を実現します

　麗澤大学は世界大学ランキング（千葉県私大）

総合２位、国際性（千葉県）１位を獲得している

大学です。外国語学部・国際学部・経済学部（2024

年度工学部・経済学部開設予定）を有する麗澤大

学の支援のもと、様々なコラボレーション企画

を行っていきます。

　卒業生・同窓会・在校生との絆

　麗澤の学びは、在学中だけではなく、卒業後も

後輩と培った絆は、止まることがありません。特に、

麗澤中学・高等学校で学んだ卒業生は、国内だけ

でなく、海外でも活躍しています。キャリア教育

等の機会を通して、先輩の話を聞き、将来自分が

あるべき姿を描きながら、新たな目標に邁進して

いく生徒は少なくありません。たとえば、全豪オー

プン、全仏オープン、全英オープン、全米オープ

ンの４大大会の全てで年間優勝を果たす「グラン

ドスラム」を、男子シングルスで 5 度も達成して

いる世界を代表するナンバーワン車いすテニスプ

レイヤーである国枝慎吾さんもその一人です。

　終わりに

　麗澤での学びは大学受験だけをゴールとしな

い、将来を見据えた教育を展開していきます。

著書（共著）等

・「マンデースクール」読売新聞（毎週月曜日夕

　刊連載）1990〜1993　

・『NHKCD 基礎英語２リスニング講座−キーワー

　ドを聞きとる』NHK 出版 ,1995

・『中学英文法のすべて』学生社 ,1995 

・『ヴィスタ英和辞典』三省堂 ,1997

・『新しい英語科教育法−理論と実践のインター

　フェイス』現代教育社 ,2002

・『新学習指導要領に基づく英語科教育法の構築

　と展開』現代教育社 ,2002

・『英語科教育のフロンティア』保育出版社 ,2012

・『英語指導技術 Q&A』2014, 開拓社

・『英語の四十八手 教科書の活用 ビデオ』（研究

　社出版）全８巻 ジャパンライム ,1997

・『新・授業のためのアイディアボックス−四技

　能別・スキル別の活動例 ビデオ全６巻』, ジャ

　パンライム ,2000

・その他　文部科学省検定教科書、DVD など多数。
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　昭和 10 年廣池千九郎先生の「道徳科学専攻塾」

に始まる麗澤中学・高等学校は、常磐線「千葉の

原宿」と言われる「柏」駅の隣「南柏」駅からバ

スで５分（今春、直通バス運行開始）のところに

東京ドーム 10 倍の広大なキャンパスがあります。

春は手を差し出すことなく桜の花弁が教室に飛び

込み、夏はセミの鳴き声を聞きながら、秋は落ち

葉を踏みしめながら、また、冬は一面の銀世界に

囲まれるといった環境で生活しています。生徒一

人ひとりが秘められた才能を自ら開花させていく

ことができるよう「チーム麗澤」が最大限サポー

トしていきます。

麗澤教育が伸ばす５つの L

（１）Language  英語力

　現代のグローバル社会に対応する上で絶対条件

となる英語でのコミュニケーション能力。麗澤で

は、発信力を強く意識しながら「聞く・読む・話

す（やり取り、発表）・書く」の 4 技能 5 領域を

徹底的に鍛えます。6 名のグローバル教員は英語

の授業はもちろん各学年の副担任として、SHR、

昼食、学校行事、清掃、部活動、道徳の授業も担

当します。

（２）L ibera l  Arts　教養

　豊かな教養は、相手が伝えたいことを理解し、

自分自身が表現する内容をより一層充実させる助

けになります。自然（中 1：「水源の森」フィー

ルドワーク）や自国の歴史・文化（中 2：関西研

修）、グローバル社会（中 3 全員：イギリス、高

校希望者：オーストラリア、アメリカ、タイ等）

について学ぶ、様々な体験プログラムを設けてい

ます。重ねて、道徳、総合的な学習・探究の時間、

学活・ホームルームでは、第一線で活躍される講

師を招き、直接講義をいただいています。たとえ

ば、宇宙開発事業団種子島宇宙センター長や筑波

宇宙センター長をご経験され、多くの日本人宇宙

飛行士の教官もされてきた菊山紀彦先生には「守

ろう、地球」をテーマに宇宙からみた地球の様子、

日本をはじめ各国の宇宙飛行士の訓練内容や国際

宇宙ステーションで生活や実験をしている姿など

お話いただきました。

（３）Logica l  Th ink ing　論理的思考力

　多様な文化・背景を持つ世界の人々と対等に意

見を交換するためには、論理的な思考力・表現力

が欠かせません。相手の言葉や意図を受け止め、

自分の意見を正しく届ける力を育みます。文部科

学省研究指定校（2004 年度から 2009 年度）と

して教育課程に「言語技術」を独自の科目として

設定し、英語教育と融合を図り、グローバルな発

信力を磨いています。

（４）L i teracy　情報活用能力

　多様な情報の中から適切に情報を取捨選択し、

それを活用して課題を解決していく力を磨きます。

今、世界が抱えている多くの地球規模の課題を解

決できる人を育んでいきます。

　そのために生徒は各自 Chromebook を文房具

と同様に携行するだけでなく、学校だけでなく、

家庭でも積極的に活用します。

（５）Leadersh ip　リーダーシップ

　習得した指導力を発揮できるか否かは、その人

の人間性にかかっています。高い道徳性を備えた、

周囲から信頼される人物を社会に輩出すること、

これは麗澤が創立から終始一貫取り組んできた教

育理念であり、世界で活躍できるよう基礎・基本

を習得します。

　第一志望校現役合格を可能にするサポート

授業、部活、夕食、そして 1 日の終わりは校内予

備校（希望制）、夜間講座の下校は 20 時

（１）毎日の授業の完全消化

　学力定着に向けた復習・確認テストを行ってい

ます。そして、発展学習（全国模試及び大学入試

問題）にも挑戦することで、学力を無理なく積み

上げていくことを、何より大切に継続します。　

（２）学年チームによる学習支援体制

　常に生徒 1 人ひとり、その時々の理解度を把握

し、適切な学習支援を実現するために、麗澤では

独自の学年チーム制をとっています。各種成績

データを共有しながら、週 1 回の定例会議を実施

して、教科ごとに生徒の弱点や苦手項目を洗い出し、

実情と目標に応じた柔軟な指導を行っています。

（３）学習習慣を定着させる「朝学習」

　全学年において「学習内容の定着」を目標に掲

げながら、始業前から 15 分間「朝学習」を実施

しています。1 年次からの積み重ねが 3 年後、或

いは 6 年後の飛躍につながります。

（４）自学力を向上させる「月曜プロジェクト」

　毎週月曜日の放課後に、50 分間の「月曜プロ

ジェクト」の時間を設けています。１ヶ月ごとの

学習内容を生徒自らが考え、自分で立てたスケ

ジュールに沿って自学に励みます。

（５）少人数の補習授業も随時開講

　学習のペースが十分に掴めていない生徒は早い

タイミングで声をかけ、昼休みや放課後の時間帯

に個別指導をする体制を整えています。場合に

よっては理解不足の生徒を指名し、少人数クラス

を編成して補習授業を実施することもあります。

　高校生は、自宅からの通学、「麗寮」からの通

学が選べます

　英国のパブリックスクールをモデルに生まれた

「麗寮」は、寮生活を通し高い道徳心はもちろん、

確かな人間力を育む場です。人間力は人と人との

間で育まれるもの、この多感な時期に人と深く関

わることで人に支えられていることを実感し、自

分の言動に責任を持ち、他者に良い影響を与える

人間力を培います。

（１）対人関係力が身につく

　異年齢の集団生活を通して、お互いの価値観を

認め合い、思いやりの心を持って向き合うことに

より、全体のために自分は何をすべきか考えられ

るコミュニケーション力が育ちます。

（２）自己管理力が身につく

　起床から就寝まで規則正しい生活を送ることで

時間に対する意識が高くなります。また、掃除や

洗濯といった身の回りのことは自分自身でやらな

くてはなりません。自律・自立心が自然と養われ

ていきます。

（３）自学自習が習慣化する

　毎日３時間あまりの自習時間が設定されていま

す。個室で独学に励む、学習室で寮生と切磋琢磨

するなど思い思いの場所や方法で学習します。疑

問点や悩みを上級生や寮担任に相談できるのも大

きな魅力です。

　また、新たに寮生だからできること、創立者ゆ

かりの群馬県谷川で寮生活を送る意義を再確認す

る研修や麗澤大学の留学生等と定期的にインター

ナショナルタイムを設定し、英語によるコミュ

ニュケーションを通して、グローバル人材の育成

も始めました。

　通信制スーパー通信・未来型がスタートしまし

た（狭域：住所が東京都、千葉県限定）

　一人ひとりの夢と志に寄り添う通信制を開設。

その 3 つの特長は次の通りです。

（１）「ICT× 知徳一体教育」を実践し、自由な学

びの空間を実現します

　自律的で穏やかな校風のもと、生徒１人１台

Chromebook を所持し、レポートの提出や課題

の採点等、ICT を活用した通信教育を進めていき

ます。

（２）進学にも進路にも妥協したくない生徒には、

最大限のサポートを継続します

　国公立大や難関私大を目指す生徒には、「特別

進学コース」をおすすめします。校内予備校も活

用し、希望に応じて一流講師の授業や個別指導を

受けることができます。ラインでも受講可能です。

（３）国際性に強い麗澤大学とのコラボレーショ

ン企画を実現します

　麗澤大学は世界大学ランキング（千葉県私大）

総合２位、国際性（千葉県）１位を獲得している

大学です。外国語学部・国際学部・経済学部（2024

年度工学部・経済学部開設予定）を有する麗澤大

学の支援のもと、様々なコラボレーション企画

を行っていきます。

　卒業生・同窓会・在校生との絆

　麗澤の学びは、在学中だけではなく、卒業後も

後輩と培った絆は、止まることがありません。特に、

麗澤中学・高等学校で学んだ卒業生は、国内だけ

でなく、海外でも活躍しています。キャリア教育

等の機会を通して、先輩の話を聞き、将来自分が

あるべき姿を描きながら、新たな目標に邁進して

いく生徒は少なくありません。たとえば、全豪オー

プン、全仏オープン、全英オープン、全米オープ

ンの４大大会の全てで年間優勝を果たす「グラン

ドスラム」を、男子シングルスで 5 度も達成して

いる世界を代表するナンバーワン車いすテニスプ

レイヤーである国枝慎吾さんもその一人です。

　終わりに

　麗澤での学びは大学受験だけをゴールとしな

い、将来を見据えた教育を展開していきます。

著書（共著）等

・「マンデースクール」読売新聞（毎週月曜日夕

　刊連載）1990〜1993　

・『NHKCD 基礎英語２リスニング講座−キーワー

　ドを聞きとる』NHK 出版 ,1995

・『中学英文法のすべて』学生社 ,1995 

・『ヴィスタ英和辞典』三省堂 ,1997

・『新しい英語科教育法−理論と実践のインター

　フェイス』現代教育社 ,2002

・『新学習指導要領に基づく英語科教育法の構築

　と展開』現代教育社 ,2002

・『英語科教育のフロンティア』保育出版社 ,2012

・『英語指導技術 Q&A』2014, 開拓社

・『英語の四十八手 教科書の活用 ビデオ』（研究

　社出版）全８巻 ジャパンライム ,1997

・『新・授業のためのアイディアボックス−四技

　能別・スキル別の活動例 ビデオ全６巻』, ジャ

　パンライム ,2000

・その他　文部科学省検定教科書、DVD など多数。
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Math and Science Kaleidoscope　vol.5

世界は対称的であるか
浅沼　渉（専門学校東京ビジネス外語カレッジ・学習塾ファインズ講師）
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「塾ジャーナル」
教務・運営・集客にかかわる情報はこの一冊に

定期購読の
ご　案　内

プレゼント
コーナーも
　あります

塾ジャーナルは、学校と塾を結ぶ唯一の情報誌として、塾長や生徒募集にかかわる

先生方に購読していただいています。興味深い記事や生徒募集のアイデアが満載

の塾ジャーナルへの定期購読をぜひ、お申し込みください。

年間（6冊）購読料9,000円〔送料込〕

…お申し込みは…

（株）ルックデータ出版「塾ジャーナル編集部」
〒540-0012  大阪市中央区谷町1-3-23  大手前愛晃ビル304
TEL：06-4790-8630　FAX：06-4790-8640
E-mail:lookdata@manavinet.com
詳しい情報はhttp://www.manavinet.comをご覧ください。



万葉集・つばらつばら（21）

布浦　万代（ひびき塾長・茨城県学習塾協同組合副理事長）

五音・七音が大好きな日本人

　毎年恒例の「歌会始」が今年も 1 月 18 日、皇

居「松の間」で行われました。共通のお題で歌を

詠み、その歌を披講する会を「歌会」といいます

が、歌会の歴史は既に奈良時代に行われていたこ

とは「万葉集」によっても明らかにされています。

当時は、天皇や貴族たちだけの歌会でした。現在

のような形に整えられ、国民も宮中の歌会に参加

できるようになったのは、明治になってからのこ

とです。

　今年の「歌会始」に日本全国と海外から約 1 万

4000 首の短歌の応募がありました。選者によっ

て厳選された入選歌の作者は毎年 10 名です。天

皇陛下の御前で 1 人 1 人の歌が発声と称される

人によって独特の節回しで古式豊かに朗々と詠進

されます。

　私の万葉集講座の受講生である野村喜義氏が

2003 年１月の「歌会始」に入選しています。そ

の年のお題は「町」でした。＜対岸の温かさうな

街あかり今宵は霧に繭のごと見ゆ＞という歌で

す。彼は霞ケ浦と北浦という２つの湖に挟まれた

水郷地帯に住んでいます。湖と深い関わりをもっ

て生活している所ですが、日常的に見ている風景

をこんなにも深く優しく詠んでいます。このよう

に「歌会始」の歌は、国民にとって詠われる被写

体も身近な歌材として根付いています。

　現在、日本の短歌人口は、推定で約 33 万人（資

料：短考）。俳句人口が推定で約 700 万人（資料：

JAL 財団）。川柳人口に至っては、推定不可能な

ほど、多くの人々が詠んでいます。昨年の第 34

回「第一生命サラリーマン川柳コンクール」の１

位は、コロナ禍を反映してか「会社へは　来るな

と上司　行けと妻」でした。このように今日でも

数多くの人々が、五音や七音を基調として短歌や

俳句、川柳を詠んでいます。

　この五音や七音は、万葉集の額田王の代表作＜

あかねさす　紫野行き　標野行き　野守は見ずや

　君が袖振る＞のように、五・七・五・七・七の

形式が基となっています。このような短歌形式は

万葉集では約９割に及んでいます。この形式で許

される範囲の修辞法があります。「字余り」といっ

て、一音多い五音が六音、七音が八音になって詠

んでも良いという形式です。また「字足らず」と

いう修辞法は、一音少ない五音が四音、七音が六

音になる場合です。この五音や七音の形式は現在

でも多くの歌に詠まれています。

　例えば、歌曲で有名な「荒城の月」ですが、「春

高楼の　花の宴　巡る盃　かげさして　千代の松

が枝・・」や旧制三高の逍遥の歌（現・京都大学）

も「紅もゆる　岡の花 早緑匂ふ 岸の色 都の花に 

嘯けば・・」などもそうです。

　流行歌にも実に多くの歌にこの形式が取り入れ

られています。かの有名な美空ひばりの「髪のみ

だれに　手をやれば　赤いけだしが　風に舞

う・・」もそうです。また、たくさんの童謡を作

詞した野口雨情に至っては、１番から３番まで全

て七音です。「しゃぼん玉とんだ　やねまでとん

はっせい

え
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だ　やねまでとんで　こわれてきえた」には驚か

されます。

　また、アイルランド民謡の「庭の千草も　むし

のねも　かれてさびしく　なりにけり・・」やイ

ングランド民謡でさえも「埴生の宿も 我が宿 も

　玉の装い 羨まじ・・」と五音や七音を見事に

訳詞にしてしまう日本人です。

　時代を遡ってみると有名な平家物語にも「祇園

精舍の　鐘の声　諸行無常の　響きあり　娑羅双

樹の　花の色・・」と五音と七音を駆使し、琵琶

にのせて弾き語りに成功させています。またまた

驚くのはなんと廣澤虎造が吟ずる浪曲「清水次郎

長伝」にも「旅ゆけば　駿河の国に　茶の香・・」

と正に任侠の世界にさえ、五音や七音を取り入て

います。

　近年でも３年前に創立されたばかりのつくば市

の小学校の校歌に「自分とちがう　命の音を　両

手でそっと　すくうこと・・」とあります。

　読者の皆さん方の出身校の校歌を思い返してみ

てください。きっと五音や七音に出会うと思いま

す。このように日本人は五音や七音が大好きな国

民です。そしてその原点は万葉集にあるのです。

そうした意味でも万葉集は今尚、私たちの身近な

ところで生きています。この美しい五音や七音の

美しい調べは、日本人にとってまるで遺伝子に組

み込まれてしまったのではないかと思うほどに驚

きを禁じ得ません。

うらや
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プロフィール

＊万葉集「まほろばの会」主宰

＊萬葉学会会員

＊茨城県民大学万葉集講師

＊その他、各地で万葉集講座講師・講演活動を行う

＊アメリカ・ホノルルにて万葉集を講演

＊国連ヨーロッパ本部（ジュネーブ）にて万葉集を講演

＊J K K 副代表

  ＊一般財団法人つくば市国際交流協会理事長

＊公益財団法人茨城県国際交流協会理事
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SSK Report に長きに亘り玉稿をいただいております、茨城県学習塾協同組合元理事長の布浦

万世先生の取材記事をご紹介します。

布浦先生は、万葉集の研究をご専門とされ、日本における数多くの講演活動に加え、国連で

の講演も経験されています。

今回ご紹介するのは、アメリカのボストンに在住されている日本人を対象にしたオンライン

形式での講演です。掲載記事は朝日新聞社の取材によるものです。茨城新聞でも同様の取材

記事が掲載されていますが、今回は割愛させていただきます。

　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文責　　坂田

朝日新聞社の取材による記事 茨城新聞でも掲載される



　今回は数学Ⅱ三角関数で扱うサインのグラフを
パラパラ漫画風にしてさまざまな事を理解するこ
とを目的とした工作を紹介いたします。この工作
を実施しておくと、後々さまざまな事に気が付い
て理解が深まる教材です。ぜひ生徒自身の手で作
らせて、できた感動と理解をご一緒に。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1．工作をさせる重要性と演出
　三角関数の単元では、最初に弧度法、次に三角
関数の相互関係、次にグラフという順番です。タ
イミングとしてはグラフの学習に入る前にパラパ
ラサイン作りを 1 時間設けています。
　事前にノリとはさみ、マーカーを持参させて教
室に入ります。まずはパラパラサインの紹介から。
今日はこんなものを作りますと見せてから、パラ
パラやって見せると「おー！」の声。何度かやっ
て見せてどんな仕組みになっているのかを観察さ
せます。この演出が重要で、生徒に興味を持たせ
るように工夫してください。これを作ると後に学
習する公式が理解でき、第 1 に仕組みが分かる
ことで理解が深まります。中には面倒くさいとい
う生徒が出ます。「作ってみたい！と興味を持た
せることが重要です。

2．ここでの学習について
　すでに単位円で 30°，45°，60°に関連する角度
について学習済みです。例えばサイン 45°、コサ
イン 120°の値などが、求められるレベルです。
　パラパラサインは 1 枚のカードに必要事項を
記入して台紙に貼り付けていくとグラフが出てき
ます。15 度間隔で 2 周期分の作成になるので、
カード 49 枚が必要になります。 ( 図 1)。
　0 度から始まり 720 度まで 15 度間隔でカード
を作ります。最後は 720 度で終わるはずですが、
中は 725°になったりする生徒が出てきますの
で、見ていて楽しいです。
　

　

　サインの値は高校数学Ⅱ教科書巻末の表の「三
角関数の値」を利用させます。作成マニュアルの
プリントを作っておき、そこに図 1のほか、三角関
数の値 (90°まで) を載せておくとよいと思います。
　生徒はこの値とメモリが一致していることに気
が付き、そこに色を塗っていくことになります。
さらに絶対値が同じ値 ( と表現したらいいのか、
プラスとマイナスのことです ) が何度も出てきま
す。0.2588 などの数値を覚えてしまうようです。
　スティックのりは乾くとはがれやすいので、液
体のりのほうがおすすめです。ハサミとともに生
徒各自に持参させましょう。以前のりしろをカッ
トしてしまって作り直しになった生徒がいまし
た。早くパラパラやってみたい気持ちはわかるの
ですが、注意してあげるとよいと思います。
　完成したパラパラサインは何度も回転の様子を
観察することが大切になります。出来上がった生
徒たちはとても満足そうでした。Ｂ４版たて半分
の厚紙を配って貼り付けるとしっかりします。

3．パラパラサインからわかること
　ザッと気が付いたことを並べてみます。
・単位円とグラフの関係を同時に見ることができる。
・同じ値が何度も出てくることから、
 
 
のように
　　　　 
の公式などが理解できる。
・グラフの概形を知ることで、最大値・最小値が
　分かる。
・周期 360°の周期関数であること。など

4．パラパラコサインの作成
　今年度の高校 2 年生にはパラパラコサインも
作成させてみました。パラパラサインと作り方・
仕組みは同じですので、要領よく作ることができ
ました。一度作った経験が生かされるのです。
　今回は作成用の図がきれいに描けておりませ
ん。先生方で同じようなものを作成し、試してみ
ていただければと思います。私はこれまで何パ
ターンか作ってみました。授業時間 1 時間で終
わらせるために 1 周期 360 度のパラパラも作り
ました。しかし、それでは物足りません。やはり
2 周期 720 度は必要ではないかと思うのです。
試行錯誤し、何度か作り変えて今に至ります。
　また、パラパラタンジェントもありますが、今
年は省略しました。合成関数もパラパラ工作で作る
ことができます。これについての授業と工作につい
ては次回に紹介させていただきたいと思います。

参考文献

・楽しくわかる数学 100 時間　あゆみ出版 (1990 年 )

  【新装版　たのしくわかる数学 100 時間　日本評論社　

　(2010 年出版 )】

・のびのび数学　三省堂出版 (1991 年 )

 1次関数「お線香の実験」

sin15ｸ× sin165ｸ
sin15ｸ× Psin195ｸ

sinｵ×sin（180Pｵ）

教科書

版

大水　秀樹（東星学園中学校高等学校 数学科）
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天才医学者の考える「人間の理想的な生き方」とは

１．フランスに生まれ、ノーベル生理学・医学賞を受

賞し医学の発展に不滅の足跡を残したアレキシス・カ

レルの不朽の名著『人間この未知なるもの』（渡辺昇

一訳）を読んで、私は想像すらしなかった未知の世界

に引き込まれたような気がして非常に衝撃を受けた。

日々劇的に進化する科学技術と物質文明の中にどっぷ

りと浸かって生きている私にとって、カレルの思想は

強烈なものであった。「現代の生活環境の中では人間

はどんどん退化していくが、どうしたら現代文明の中

で人間が退化するのを防ぐことができるだろうか」と

いう大きなテーマに向けられる。カレルは、現代文明

の中で「金」と「物」を病根とする病にとりつかれた

患者を手術台に上げ、肉体的にも精神的にも健全な身

体を取り戻させるための手術を施そうとする。その処

方箋が、『人間この未知なるもの』なのだ。以下に私

なりにこの書から学んだカレルの思想の概略をまとめ

てみたい。

２．カレルはまず一生物としての「人間」とは何かを

再吟味することから出発し人間の中にある広大な「未

知の世界」に目を向けようとする。「科学技術の進歩

による物質世界の征服は絶え間なく人間の注意と意志

を引きつけ、そのために本質的な、精神的な世界はほ

とんど完全に忘れ去られてしまった。・・・現代文明

は、われわれの本質を何も知らずに打ち立てられてし

まったのである。科学的な発達の気まぐれや、人間の

欲望や幻影、理論や要求から生まれた。われわれが努

力して作ったものであるのに、われわれの大きさや形

に合っていないのだ。明らかに、科学には計画性がな

い。・・全く人間の状態を改善したいという願望によっ

て動いているのではない。」と、わたしたちがもっと

も信頼し頼っている科学技術を手厳しく批判するの

だ。そしてもう一度私たち自身の根源を見直してみる

必要があるのではないか、と訴えている。確かに人間

の外的な研究である科学、物理学、社会学、教育学、

経済学の研究はその専門性をどんどん深めていくが、

そのために視野が狭くなり、人間全体を見ることがで

きなくなっているのではないだろうか。この点につい

て訳者の渡部昇一は「群盲象を撫でる」という諺を取

り上げて、「目かくしをして象に触れた人が、『おれは

象を間接的にでなく直接にこの手で触れて知っている

のだぞ』と自慢してもはじまらない。目隠しをして象

の一部に触れただけでは、その体験自体は直接的で

あっても、象に対する誤解を大きくするにすぎないの

である。間接的にであれ、スケッチで象を知った人の

方がイメージはより正しく掴んでいるといえよう。人

間のような複雑なものを対象にしては、単に専門的な

研究を深くするだけでは、目かくしして象の足だけ、

さらに象の脚の爪だけ撫でるのと似たことになるので

はないか、という危惧の念は常識のある人の誰にも浮

かぶであろう」と述べている。このスケッチこそ、カ

レルが描いてみようとするものなのだ。

３．私たちは、いま快適生活と日々新しく登場する製

品を追い求める生活を送っている。他の人よりも多く

宇野　和秀（椿峰進学塾長・一般社団法人全国教育問題協議会理事）

―アレキシス・カレル著『人間この未知なるもの』に学ぶー

稼ぎ、他の人よりも多くの便利な物を持っていること

が人間の価値として高く評価される時代である。そん

な環境の中では、自分の内面にあるだろう潜在能力な

ど考えている暇はないのだ。この現象をカレルは次の

ように述べる。「人間は、その住居の快適さと平凡な

贅沢さを楽しんでいるうちに、生命が必要としている

ものを奪われているのに気づいていない。・・商業広

告がわれわれの生活に与えている影響は極めて大き

い。こういう宣伝はもっぱら広告主の利益のために行

われ、消費者のためではない。・・巨額の金が宣伝費

に費やされている。その結果、文明人はちっとも役に

立たないばかりか、時には害のある栄養剤や薬品を大

量に必要としている。こうして現代の世界は、売ろう

とする製品に対する民衆の需要をかきたてるすべを十

分に心得た利口な人間共の貪欲さに振り回されている

のだ」と。カレルは現在の私たちの生き方を見事に予

見しているのだ。また、私たちの知らないところで恐

ろしい現象が起きようとしている。近い将来 A I が人

間の知能を超え世界を牛耳る日が来る可能性が高いの

だ。さらに研究が進化して、A I が A I をコントロー

ルする時が来たら、ほんの一握りの優秀な人間を残し

てほかの大部分の人間は抹殺されてしまうかもしれな

い。先日テレビで得た情報であるが、A I を最も優れ

た兵器として戦争に使う研究に取り組んでいる国があ

るようだ。もしそれが事実なら、人間が最先端の技術

を駆使して作り出した製品によって人類は滅亡させら

れることになるかもしれない。こんな社会を放置して

おいていいのだろうか。カレルは、そうなる前に一人

一人の人間がもう一度しっかりと自分に向き合って、

自分の本来あるべき姿は何か、社会にそして人類の末

永い生存に自分はどのように関わることができるかを

考えるために「人間の科学」を考え出したのだ。そし

てカレルは次のように続ける。「（人間は）自分自身に

ついて無知であったため、機械学、物理学、化学に、

祖先からの生活形態を勝手に変えるような力を与えて

しまった。人間がすべての基準となるべきである。そ

れなのに人間は自分たちが創り出した世界で異邦人に

なっている。この世界を自分自身のために組織すると

いう能力に欠けていた。なぜかといえば、自分自身の

本質について実際的な知識を持っていないからである。

こうして、生物でなく無生物を研究する科学の勝ち取っ

た偉大な進歩が、人間を苦しめる最大の厄災の一つに

なっている。われわれの知性と発明から生まれた環境

が、われわれの身長にも姿形にも、寸分も合っていな

い。われわれは幸福ではない。道徳的にも、精神的に

も、退歩している。工業文明が一番よく発達した集団

や国家こそが、まさに弱くなってきているのだ」と。

４．ではこのような盲目的な物質科学の支配する環境

下に置かれたわたしたちはいったいどうすればいいの

だろうか。カレルは次のような壮大な使命をわたした

ちに投げかける。

　「われわれは現代の生活状態によって引き起こされ

た知性面、道徳面、生理面の退化状態から、人間を救

出しなければならない。その潜在する可能性すべてを

発達させねばならぬ。健康を与えねばならぬ。個性を

尊重させ、統一を取り戻させねばならぬ。肉体と精神

の遺伝的素質を、すべて活用するよう誘導せねばなら

ぬ。人間を封じ込めてしまった教育と社会の殻を破ら

ねばならぬ。そして、すべての体系を拒否せねばなら

ぬ。さらに、肉体と精神の基本的な機能にまで手をつ

けねばならぬ。これらの機能こそ、人間そのものなの

だ。しかし、人間は独立した存在ではない。環境に縛

られている。人間を改造するためには、その外界も変

えなければならない。人間社会の構造とその物質的背

景、精神的背景を作り変えねばならないのだ」と。

　これは人間の更なる進歩をめざして長年かけて私た

ちが築いてきたすべての社会機構を壊して、新しく「万

物の尺度」としての人間が、より人間らしく生きる世

界を構築しようというまさに大構想である。そしてこ

の世界こそが、人間が安心して生きられる世界である

ことをカレルは強調しているのだ。しかしこのような

世界は、誰もがただ手をこまねいて待っているだけで

は、とても実現できるものではない。個人個人が最大

限の努力をしなければいけない。人間の様々な面、つ

まり物理学的、解剖学的、生理学的、形而上学的、知

的、宗教的、経済的、社会的な面すべてを考慮に入れ、

それを統一する組織を構築しなければならない。 その

上で、個人個人の取り組みとして、

① 広い視野で物事を見通す目を養うこと。

　　私たちの周りには様々な情報が氾濫している。そ

　の中で本当に自分たちに必要なものは何か、それは

　真実なのかを見極める深い洞察力を養うことが求め

　られる。日頃から広い視野で、そしてブレない目で

　物事を見る訓練をすることが大切なのである。

② 自分を強靭な人間に鍛えること。

　　この大きなテーマを掲げて社会に向き合っていく

　には、自分を社会のあらゆる宣伝に迷わされない強

　靭な人間に鍛え上げなければならない。そのための

　方法は、自分を厳しい逆境に置くことである。自分

　に苦行を課し、他人によって鍛錬を受け、金と暇か

　ら生ずる有害な影響から身を守ること、どんな環境

　の中でも毅然と一貫した態度を貫くことが自分自身

　をより力強く社会に対応させることになる。

③ 現代文明が起こる前に私たちの祖先が成し遂げた

　 偉大な業績を知ること。

　　私たちの祖先の中には厳しい自然環境の中に身を

　置き、あらゆる逆境に耐えて、強い意志の力と豪胆

　さによってすべての障害に打ち勝ち、偉大な文明の

　土台を造り上げた多くの人たちがいることを知らな

　ければならない。彼らは私たちに実に多くの教訓を

　残してくれている。私たちは祖先の生き方をしっか

　り学ぶことで自分をさらに大きく成長させ大きな仕

　事を成し遂げることができる。（本の随所にもっと

　多くの点が挙げられているが私は特にこの 3 点を取

　り上げてみた）。

５．人間復興の条件　

カレルは以上のような内容で彼の思想を語り、まとめ

として「結局文明の目的は、科学と機械の進歩にある

のではなく、人間の進歩にあるのだ」とし、　最後の

章で人間復興の条件を語る。「われわれは立ち上がっ

て前進しなければならない。盲目的な科学技術から人

間を解放し、複雑かつきわめて豊かな人間本来の性質

を把握しなければならない。生命に関する諸科学は、

人間にその目標を示し、それに到達する方法をその手

に委ねている。それなのに人間はまだ、無生物に関す

る諸科学によって創り出された世界にどっぷりつ

かって、人間の発達の法則なぞには関心を示さない。

それは理性の過ちと、自分たちの真の姿についての無

知によって生まれた世界なのであって、われわれのた

めに創られた世界ではないのだ。そんな世界には、わ

れわれは適応することはできない」と最後の言葉を発

する。そして「われわれの運命は、われわれの手中に

ある。新しい道に向かって、今こそ前進しなければな

らないのだ」と、力強く私たちに呼びかけてこの書を

結ぶ。私たちは、カレルのこの壮大な思想をどう受け

止めればいいのだろうか。こんな夢のような考えには

付き合っていられないと突っぱねてしまえばいいの

か、理想論であって現実的ではないと、打ち捨ててし

まえばいいのか、それとも少し考えてみようと思うの

か、カレルが私たち人間に突き付けた課題は想像を絶

するものだ。想像もしなかったこの難題を今後私たち

はいったいどのように考え、行動に移していけばいい

のだろうか。
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１．フランスに生まれ、ノーベル生理学・医学賞を受

賞し医学の発展に不滅の足跡を残したアレキシス・カ

レルの不朽の名著『人間この未知なるもの』（渡辺昇

一訳）を読んで、私は想像すらしなかった未知の世界

に引き込まれたような気がして非常に衝撃を受けた。

日々劇的に進化する科学技術と物質文明の中にどっぷ

りと浸かって生きている私にとって、カレルの思想は

強烈なものであった。「現代の生活環境の中では人間

はどんどん退化していくが、どうしたら現代文明の中

で人間が退化するのを防ぐことができるだろうか」と

いう大きなテーマに向けられる。カレルは、現代文明

の中で「金」と「物」を病根とする病にとりつかれた

患者を手術台に上げ、肉体的にも精神的にも健全な身

体を取り戻させるための手術を施そうとする。その処

方箋が、『人間この未知なるもの』なのだ。以下に私

なりにこの書から学んだカレルの思想の概略をまとめ

てみたい。

２．カレルはまず一生物としての「人間」とは何かを

再吟味することから出発し人間の中にある広大な「未

知の世界」に目を向けようとする。「科学技術の進歩

による物質世界の征服は絶え間なく人間の注意と意志

を引きつけ、そのために本質的な、精神的な世界はほ

とんど完全に忘れ去られてしまった。・・・現代文明

は、われわれの本質を何も知らずに打ち立てられてし

まったのである。科学的な発達の気まぐれや、人間の

欲望や幻影、理論や要求から生まれた。われわれが努

力して作ったものであるのに、われわれの大きさや形

に合っていないのだ。明らかに、科学には計画性がな

い。・・全く人間の状態を改善したいという願望によっ

て動いているのではない。」と、わたしたちがもっと

も信頼し頼っている科学技術を手厳しく批判するの

だ。そしてもう一度私たち自身の根源を見直してみる

必要があるのではないか、と訴えている。確かに人間

の外的な研究である科学、物理学、社会学、教育学、

経済学の研究はその専門性をどんどん深めていくが、

そのために視野が狭くなり、人間全体を見ることがで

きなくなっているのではないだろうか。この点につい

て訳者の渡部昇一は「群盲象を撫でる」という諺を取

り上げて、「目かくしをして象に触れた人が、『おれは

象を間接的にでなく直接にこの手で触れて知っている

のだぞ』と自慢してもはじまらない。目隠しをして象

の一部に触れただけでは、その体験自体は直接的で

あっても、象に対する誤解を大きくするにすぎないの

である。間接的にであれ、スケッチで象を知った人の

方がイメージはより正しく掴んでいるといえよう。人

間のような複雑なものを対象にしては、単に専門的な

研究を深くするだけでは、目かくしして象の足だけ、

さらに象の脚の爪だけ撫でるのと似たことになるので

はないか、という危惧の念は常識のある人の誰にも浮

かぶであろう」と述べている。このスケッチこそ、カ

レルが描いてみようとするものなのだ。

３．私たちは、いま快適生活と日々新しく登場する製

品を追い求める生活を送っている。他の人よりも多く

稼ぎ、他の人よりも多くの便利な物を持っていること

が人間の価値として高く評価される時代である。そん

な環境の中では、自分の内面にあるだろう潜在能力な

ど考えている暇はないのだ。この現象をカレルは次の

ように述べる。「人間は、その住居の快適さと平凡な

贅沢さを楽しんでいるうちに、生命が必要としている

ものを奪われているのに気づいていない。・・商業広

告がわれわれの生活に与えている影響は極めて大き

い。こういう宣伝はもっぱら広告主の利益のために行

われ、消費者のためではない。・・巨額の金が宣伝費

に費やされている。その結果、文明人はちっとも役に

立たないばかりか、時には害のある栄養剤や薬品を大

量に必要としている。こうして現代の世界は、売ろう

とする製品に対する民衆の需要をかきたてるすべを十

分に心得た利口な人間共の貪欲さに振り回されている

のだ」と。カレルは現在の私たちの生き方を見事に予

見しているのだ。また、私たちの知らないところで恐

ろしい現象が起きようとしている。近い将来 A I が人

間の知能を超え世界を牛耳る日が来る可能性が高いの

だ。さらに研究が進化して、A I が A I をコントロー

ルする時が来たら、ほんの一握りの優秀な人間を残し

てほかの大部分の人間は抹殺されてしまうかもしれな

い。先日テレビで得た情報であるが、A I を最も優れ

た兵器として戦争に使う研究に取り組んでいる国があ

るようだ。もしそれが事実なら、人間が最先端の技術

を駆使して作り出した製品によって人類は滅亡させら

れることになるかもしれない。こんな社会を放置して

おいていいのだろうか。カレルは、そうなる前に一人

一人の人間がもう一度しっかりと自分に向き合って、

自分の本来あるべき姿は何か、社会にそして人類の末

永い生存に自分はどのように関わることができるかを

考えるために「人間の科学」を考え出したのだ。そし

てカレルは次のように続ける。「（人間は）自分自身に

ついて無知であったため、機械学、物理学、化学に、

祖先からの生活形態を勝手に変えるような力を与えて

しまった。人間がすべての基準となるべきである。そ

れなのに人間は自分たちが創り出した世界で異邦人に

なっている。この世界を自分自身のために組織すると

いう能力に欠けていた。なぜかといえば、自分自身の

本質について実際的な知識を持っていないからである。

こうして、生物でなく無生物を研究する科学の勝ち取っ

た偉大な進歩が、人間を苦しめる最大の厄災の一つに

なっている。われわれの知性と発明から生まれた環境

が、われわれの身長にも姿形にも、寸分も合っていな

い。われわれは幸福ではない。道徳的にも、精神的に

も、退歩している。工業文明が一番よく発達した集団

や国家こそが、まさに弱くなってきているのだ」と。

４．ではこのような盲目的な物質科学の支配する環境

下に置かれたわたしたちはいったいどうすればいいの

だろうか。カレルは次のような壮大な使命をわたした

ちに投げかける。

　「われわれは現代の生活状態によって引き起こされ

た知性面、道徳面、生理面の退化状態から、人間を救

出しなければならない。その潜在する可能性すべてを

発達させねばならぬ。健康を与えねばならぬ。個性を

尊重させ、統一を取り戻させねばならぬ。肉体と精神

の遺伝的素質を、すべて活用するよう誘導せねばなら

ぬ。人間を封じ込めてしまった教育と社会の殻を破ら

ねばならぬ。そして、すべての体系を拒否せねばなら

ぬ。さらに、肉体と精神の基本的な機能にまで手をつ

けねばならぬ。これらの機能こそ、人間そのものなの

だ。しかし、人間は独立した存在ではない。環境に縛

られている。人間を改造するためには、その外界も変

えなければならない。人間社会の構造とその物質的背

景、精神的背景を作り変えねばならないのだ」と。

　これは人間の更なる進歩をめざして長年かけて私た

ちが築いてきたすべての社会機構を壊して、新しく「万

物の尺度」としての人間が、より人間らしく生きる世

界を構築しようというまさに大構想である。そしてこ

の世界こそが、人間が安心して生きられる世界である

ことをカレルは強調しているのだ。しかしこのような

世界は、誰もがただ手をこまねいて待っているだけで

は、とても実現できるものではない。個人個人が最大

限の努力をしなければいけない。人間の様々な面、つ

まり物理学的、解剖学的、生理学的、形而上学的、知

的、宗教的、経済的、社会的な面すべてを考慮に入れ、

それを統一する組織を構築しなければならない。 その

上で、個人個人の取り組みとして、

① 広い視野で物事を見通す目を養うこと。

　　私たちの周りには様々な情報が氾濫している。そ

　の中で本当に自分たちに必要なものは何か、それは

　真実なのかを見極める深い洞察力を養うことが求め

　られる。日頃から広い視野で、そしてブレない目で

　物事を見る訓練をすることが大切なのである。

② 自分を強靭な人間に鍛えること。

　　この大きなテーマを掲げて社会に向き合っていく

　には、自分を社会のあらゆる宣伝に迷わされない強

　靭な人間に鍛え上げなければならない。そのための

　方法は、自分を厳しい逆境に置くことである。自分

　に苦行を課し、他人によって鍛錬を受け、金と暇か

　ら生ずる有害な影響から身を守ること、どんな環境

　の中でも毅然と一貫した態度を貫くことが自分自身

　をより力強く社会に対応させることになる。

③ 現代文明が起こる前に私たちの祖先が成し遂げた

　 偉大な業績を知ること。

　　私たちの祖先の中には厳しい自然環境の中に身を

　置き、あらゆる逆境に耐えて、強い意志の力と豪胆

　さによってすべての障害に打ち勝ち、偉大な文明の

　土台を造り上げた多くの人たちがいることを知らな

　ければならない。彼らは私たちに実に多くの教訓を

　残してくれている。私たちは祖先の生き方をしっか

　り学ぶことで自分をさらに大きく成長させ大きな仕

　事を成し遂げることができる。（本の随所にもっと

　多くの点が挙げられているが私は特にこの 3 点を取

　り上げてみた）。

５．人間復興の条件　

カレルは以上のような内容で彼の思想を語り、まとめ

として「結局文明の目的は、科学と機械の進歩にある

のではなく、人間の進歩にあるのだ」とし、　最後の

章で人間復興の条件を語る。「われわれは立ち上がっ

て前進しなければならない。盲目的な科学技術から人

間を解放し、複雑かつきわめて豊かな人間本来の性質

を把握しなければならない。生命に関する諸科学は、

人間にその目標を示し、それに到達する方法をその手

に委ねている。それなのに人間はまだ、無生物に関す

る諸科学によって創り出された世界にどっぷりつ

かって、人間の発達の法則なぞには関心を示さない。

それは理性の過ちと、自分たちの真の姿についての無

知によって生まれた世界なのであって、われわれのた

めに創られた世界ではないのだ。そんな世界には、わ

れわれは適応することはできない」と最後の言葉を発

する。そして「われわれの運命は、われわれの手中に

ある。新しい道に向かって、今こそ前進しなければな

らないのだ」と、力強く私たちに呼びかけてこの書を

結ぶ。私たちは、カレルのこの壮大な思想をどう受け

止めればいいのだろうか。こんな夢のような考えには

付き合っていられないと突っぱねてしまえばいいの

か、理想論であって現実的ではないと、打ち捨ててし

まえばいいのか、それとも少し考えてみようと思うの

か、カレルが私たち人間に突き付けた課題は想像を絶

するものだ。想像もしなかったこの難題を今後私たち

はいったいどのように考え、行動に移していけばいい

のだろうか。

　



28

１．フランスに生まれ、ノーベル生理学・医学賞を受

賞し医学の発展に不滅の足跡を残したアレキシス・カ

レルの不朽の名著『人間この未知なるもの』（渡辺昇

一訳）を読んで、私は想像すらしなかった未知の世界

に引き込まれたような気がして非常に衝撃を受けた。

日々劇的に進化する科学技術と物質文明の中にどっぷ

りと浸かって生きている私にとって、カレルの思想は

強烈なものであった。「現代の生活環境の中では人間

はどんどん退化していくが、どうしたら現代文明の中

で人間が退化するのを防ぐことができるだろうか」と

いう大きなテーマに向けられる。カレルは、現代文明

の中で「金」と「物」を病根とする病にとりつかれた

患者を手術台に上げ、肉体的にも精神的にも健全な身

体を取り戻させるための手術を施そうとする。その処

方箋が、『人間この未知なるもの』なのだ。以下に私

なりにこの書から学んだカレルの思想の概略をまとめ

てみたい。

２．カレルはまず一生物としての「人間」とは何かを

再吟味することから出発し人間の中にある広大な「未

知の世界」に目を向けようとする。「科学技術の進歩

による物質世界の征服は絶え間なく人間の注意と意志

を引きつけ、そのために本質的な、精神的な世界はほ

とんど完全に忘れ去られてしまった。・・・現代文明

は、われわれの本質を何も知らずに打ち立てられてし

まったのである。科学的な発達の気まぐれや、人間の

欲望や幻影、理論や要求から生まれた。われわれが努

力して作ったものであるのに、われわれの大きさや形

に合っていないのだ。明らかに、科学には計画性がな

い。・・全く人間の状態を改善したいという願望によっ

て動いているのではない。」と、わたしたちがもっと

も信頼し頼っている科学技術を手厳しく批判するの

だ。そしてもう一度私たち自身の根源を見直してみる

必要があるのではないか、と訴えている。確かに人間

の外的な研究である科学、物理学、社会学、教育学、

経済学の研究はその専門性をどんどん深めていくが、

そのために視野が狭くなり、人間全体を見ることがで

きなくなっているのではないだろうか。この点につい

て訳者の渡部昇一は「群盲象を撫でる」という諺を取

り上げて、「目かくしをして象に触れた人が、『おれは

象を間接的にでなく直接にこの手で触れて知っている

のだぞ』と自慢してもはじまらない。目隠しをして象

の一部に触れただけでは、その体験自体は直接的で

あっても、象に対する誤解を大きくするにすぎないの

である。間接的にであれ、スケッチで象を知った人の

方がイメージはより正しく掴んでいるといえよう。人

間のような複雑なものを対象にしては、単に専門的な

研究を深くするだけでは、目かくしして象の足だけ、

さらに象の脚の爪だけ撫でるのと似たことになるので

はないか、という危惧の念は常識のある人の誰にも浮

かぶであろう」と述べている。このスケッチこそ、カ

レルが描いてみようとするものなのだ。

３．私たちは、いま快適生活と日々新しく登場する製

品を追い求める生活を送っている。他の人よりも多く

稼ぎ、他の人よりも多くの便利な物を持っていること

が人間の価値として高く評価される時代である。そん

な環境の中では、自分の内面にあるだろう潜在能力な

ど考えている暇はないのだ。この現象をカレルは次の

ように述べる。「人間は、その住居の快適さと平凡な

贅沢さを楽しんでいるうちに、生命が必要としている

ものを奪われているのに気づいていない。・・商業広

告がわれわれの生活に与えている影響は極めて大き

い。こういう宣伝はもっぱら広告主の利益のために行

われ、消費者のためではない。・・巨額の金が宣伝費

に費やされている。その結果、文明人はちっとも役に

立たないばかりか、時には害のある栄養剤や薬品を大

量に必要としている。こうして現代の世界は、売ろう

とする製品に対する民衆の需要をかきたてるすべを十

分に心得た利口な人間共の貪欲さに振り回されている

のだ」と。カレルは現在の私たちの生き方を見事に予

見しているのだ。また、私たちの知らないところで恐

ろしい現象が起きようとしている。近い将来 A I が人

間の知能を超え世界を牛耳る日が来る可能性が高いの

だ。さらに研究が進化して、A I が A I をコントロー

ルする時が来たら、ほんの一握りの優秀な人間を残し

てほかの大部分の人間は抹殺されてしまうかもしれな

い。先日テレビで得た情報であるが、A I を最も優れ

た兵器として戦争に使う研究に取り組んでいる国があ

るようだ。もしそれが事実なら、人間が最先端の技術

を駆使して作り出した製品によって人類は滅亡させら

れることになるかもしれない。こんな社会を放置して

おいていいのだろうか。カレルは、そうなる前に一人

一人の人間がもう一度しっかりと自分に向き合って、

自分の本来あるべき姿は何か、社会にそして人類の末

永い生存に自分はどのように関わることができるかを

考えるために「人間の科学」を考え出したのだ。そし

てカレルは次のように続ける。「（人間は）自分自身に

ついて無知であったため、機械学、物理学、化学に、

祖先からの生活形態を勝手に変えるような力を与えて

しまった。人間がすべての基準となるべきである。そ

れなのに人間は自分たちが創り出した世界で異邦人に

なっている。この世界を自分自身のために組織すると

いう能力に欠けていた。なぜかといえば、自分自身の

本質について実際的な知識を持っていないからである。

こうして、生物でなく無生物を研究する科学の勝ち取っ

た偉大な進歩が、人間を苦しめる最大の厄災の一つに

なっている。われわれの知性と発明から生まれた環境

が、われわれの身長にも姿形にも、寸分も合っていな

い。われわれは幸福ではない。道徳的にも、精神的に

も、退歩している。工業文明が一番よく発達した集団

や国家こそが、まさに弱くなってきているのだ」と。

４．ではこのような盲目的な物質科学の支配する環境

下に置かれたわたしたちはいったいどうすればいいの

だろうか。カレルは次のような壮大な使命をわたした

ちに投げかける。

　「われわれは現代の生活状態によって引き起こされ

た知性面、道徳面、生理面の退化状態から、人間を救

出しなければならない。その潜在する可能性すべてを

発達させねばならぬ。健康を与えねばならぬ。個性を

尊重させ、統一を取り戻させねばならぬ。肉体と精神

の遺伝的素質を、すべて活用するよう誘導せねばなら

ぬ。人間を封じ込めてしまった教育と社会の殻を破ら

ねばならぬ。そして、すべての体系を拒否せねばなら

ぬ。さらに、肉体と精神の基本的な機能にまで手をつ

けねばならぬ。これらの機能こそ、人間そのものなの

だ。しかし、人間は独立した存在ではない。環境に縛

られている。人間を改造するためには、その外界も変

えなければならない。人間社会の構造とその物質的背

景、精神的背景を作り変えねばならないのだ」と。

　これは人間の更なる進歩をめざして長年かけて私た

ちが築いてきたすべての社会機構を壊して、新しく「万

物の尺度」としての人間が、より人間らしく生きる世

界を構築しようというまさに大構想である。そしてこ

の世界こそが、人間が安心して生きられる世界である

ことをカレルは強調しているのだ。しかしこのような

世界は、誰もがただ手をこまねいて待っているだけで

は、とても実現できるものではない。個人個人が最大

限の努力をしなければいけない。人間の様々な面、つ

まり物理学的、解剖学的、生理学的、形而上学的、知

的、宗教的、経済的、社会的な面すべてを考慮に入れ、

それを統一する組織を構築しなければならない。 その

上で、個人個人の取り組みとして、

① 広い視野で物事を見通す目を養うこと。

　　私たちの周りには様々な情報が氾濫している。そ

　の中で本当に自分たちに必要なものは何か、それは

　真実なのかを見極める深い洞察力を養うことが求め

　られる。日頃から広い視野で、そしてブレない目で

　物事を見る訓練をすることが大切なのである。

② 自分を強靭な人間に鍛えること。

　　この大きなテーマを掲げて社会に向き合っていく

　には、自分を社会のあらゆる宣伝に迷わされない強

　靭な人間に鍛え上げなければならない。そのための

　方法は、自分を厳しい逆境に置くことである。自分

　に苦行を課し、他人によって鍛錬を受け、金と暇か

　ら生ずる有害な影響から身を守ること、どんな環境

　の中でも毅然と一貫した態度を貫くことが自分自身

　をより力強く社会に対応させることになる。

③ 現代文明が起こる前に私たちの祖先が成し遂げた

　 偉大な業績を知ること。

　　私たちの祖先の中には厳しい自然環境の中に身を

　置き、あらゆる逆境に耐えて、強い意志の力と豪胆

　さによってすべての障害に打ち勝ち、偉大な文明の

　土台を造り上げた多くの人たちがいることを知らな

　ければならない。彼らは私たちに実に多くの教訓を

　残してくれている。私たちは祖先の生き方をしっか

　り学ぶことで自分をさらに大きく成長させ大きな仕

　事を成し遂げることができる。（本の随所にもっと

　多くの点が挙げられているが私は特にこの 3 点を取

　り上げてみた）。

５．人間復興の条件　

カレルは以上のような内容で彼の思想を語り、まとめ

として「結局文明の目的は、科学と機械の進歩にある

のではなく、人間の進歩にあるのだ」とし、　最後の

章で人間復興の条件を語る。「われわれは立ち上がっ

て前進しなければならない。盲目的な科学技術から人

間を解放し、複雑かつきわめて豊かな人間本来の性質

を把握しなければならない。生命に関する諸科学は、

人間にその目標を示し、それに到達する方法をその手

に委ねている。それなのに人間はまだ、無生物に関す

る諸科学によって創り出された世界にどっぷりつ

かって、人間の発達の法則なぞには関心を示さない。

それは理性の過ちと、自分たちの真の姿についての無

知によって生まれた世界なのであって、われわれのた

めに創られた世界ではないのだ。そんな世界には、わ

れわれは適応することはできない」と最後の言葉を発

する。そして「われわれの運命は、われわれの手中に

ある。新しい道に向かって、今こそ前進しなければな

らないのだ」と、力強く私たちに呼びかけてこの書を

結ぶ。私たちは、カレルのこの壮大な思想をどう受け

止めればいいのだろうか。こんな夢のような考えには

付き合っていられないと突っぱねてしまえばいいの

か、理想論であって現実的ではないと、打ち捨ててし

まえばいいのか、それとも少し考えてみようと思うの

か、カレルが私たち人間に突き付けた課題は想像を絶

するものだ。想像もしなかったこの難題を今後私たち

はいったいどのように考え、行動に移していけばいい

のだろうか。

　



１．フランスに生まれ、ノーベル生理学・医学賞を受

賞し医学の発展に不滅の足跡を残したアレキシス・カ

レルの不朽の名著『人間この未知なるもの』（渡辺昇

一訳）を読んで、私は想像すらしなかった未知の世界

に引き込まれたような気がして非常に衝撃を受けた。

日々劇的に進化する科学技術と物質文明の中にどっぷ

りと浸かって生きている私にとって、カレルの思想は

強烈なものであった。「現代の生活環境の中では人間

はどんどん退化していくが、どうしたら現代文明の中

で人間が退化するのを防ぐことができるだろうか」と

いう大きなテーマに向けられる。カレルは、現代文明

の中で「金」と「物」を病根とする病にとりつかれた

患者を手術台に上げ、肉体的にも精神的にも健全な身

体を取り戻させるための手術を施そうとする。その処

方箋が、『人間この未知なるもの』なのだ。以下に私

なりにこの書から学んだカレルの思想の概略をまとめ

てみたい。

２．カレルはまず一生物としての「人間」とは何かを

再吟味することから出発し人間の中にある広大な「未

知の世界」に目を向けようとする。「科学技術の進歩

による物質世界の征服は絶え間なく人間の注意と意志

を引きつけ、そのために本質的な、精神的な世界はほ

とんど完全に忘れ去られてしまった。・・・現代文明

は、われわれの本質を何も知らずに打ち立てられてし

まったのである。科学的な発達の気まぐれや、人間の

欲望や幻影、理論や要求から生まれた。われわれが努

力して作ったものであるのに、われわれの大きさや形

に合っていないのだ。明らかに、科学には計画性がな

い。・・全く人間の状態を改善したいという願望によっ

て動いているのではない。」と、わたしたちがもっと

も信頼し頼っている科学技術を手厳しく批判するの

だ。そしてもう一度私たち自身の根源を見直してみる

必要があるのではないか、と訴えている。確かに人間

の外的な研究である科学、物理学、社会学、教育学、

経済学の研究はその専門性をどんどん深めていくが、

そのために視野が狭くなり、人間全体を見ることがで

きなくなっているのではないだろうか。この点につい

て訳者の渡部昇一は「群盲象を撫でる」という諺を取

り上げて、「目かくしをして象に触れた人が、『おれは

象を間接的にでなく直接にこの手で触れて知っている

のだぞ』と自慢してもはじまらない。目隠しをして象

の一部に触れただけでは、その体験自体は直接的で

あっても、象に対する誤解を大きくするにすぎないの

である。間接的にであれ、スケッチで象を知った人の

方がイメージはより正しく掴んでいるといえよう。人

間のような複雑なものを対象にしては、単に専門的な

研究を深くするだけでは、目かくしして象の足だけ、

さらに象の脚の爪だけ撫でるのと似たことになるので

はないか、という危惧の念は常識のある人の誰にも浮

かぶであろう」と述べている。このスケッチこそ、カ

レルが描いてみようとするものなのだ。

３．私たちは、いま快適生活と日々新しく登場する製

品を追い求める生活を送っている。他の人よりも多く

京都府生まれ。塾講師8年経験した後、1990年に所沢に

「椿峰進学塾」を開塾して現在に至る。

著書①『子どもをダメにする親・伸ばす親』（主婦の友社）

　　②『子どもが10歳になるまでに親はコレさえすればいい』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（教育資料出版会）

　　　　≪①と②は学校外教育研究会の共著≫  

　　③『現代教育の危機そして再考』　 （文芸社）

所属団体

　（一社）全国教育問題協議会理事　

　「中国古典研究会」主宰

プロフィール

稼ぎ、他の人よりも多くの便利な物を持っていること

が人間の価値として高く評価される時代である。そん

な環境の中では、自分の内面にあるだろう潜在能力な

ど考えている暇はないのだ。この現象をカレルは次の

ように述べる。「人間は、その住居の快適さと平凡な

贅沢さを楽しんでいるうちに、生命が必要としている

ものを奪われているのに気づいていない。・・商業広

告がわれわれの生活に与えている影響は極めて大き

い。こういう宣伝はもっぱら広告主の利益のために行

われ、消費者のためではない。・・巨額の金が宣伝費

に費やされている。その結果、文明人はちっとも役に

立たないばかりか、時には害のある栄養剤や薬品を大

量に必要としている。こうして現代の世界は、売ろう

とする製品に対する民衆の需要をかきたてるすべを十

分に心得た利口な人間共の貪欲さに振り回されている

のだ」と。カレルは現在の私たちの生き方を見事に予

見しているのだ。また、私たちの知らないところで恐

ろしい現象が起きようとしている。近い将来 A I が人

間の知能を超え世界を牛耳る日が来る可能性が高いの

だ。さらに研究が進化して、A I が A I をコントロー

ルする時が来たら、ほんの一握りの優秀な人間を残し

てほかの大部分の人間は抹殺されてしまうかもしれな

い。先日テレビで得た情報であるが、A I を最も優れ

た兵器として戦争に使う研究に取り組んでいる国があ

るようだ。もしそれが事実なら、人間が最先端の技術

を駆使して作り出した製品によって人類は滅亡させら

れることになるかもしれない。こんな社会を放置して

おいていいのだろうか。カレルは、そうなる前に一人

一人の人間がもう一度しっかりと自分に向き合って、

自分の本来あるべき姿は何か、社会にそして人類の末

永い生存に自分はどのように関わることができるかを

考えるために「人間の科学」を考え出したのだ。そし

てカレルは次のように続ける。「（人間は）自分自身に

ついて無知であったため、機械学、物理学、化学に、

祖先からの生活形態を勝手に変えるような力を与えて

しまった。人間がすべての基準となるべきである。そ

れなのに人間は自分たちが創り出した世界で異邦人に

なっている。この世界を自分自身のために組織すると

いう能力に欠けていた。なぜかといえば、自分自身の

本質について実際的な知識を持っていないからである。

こうして、生物でなく無生物を研究する科学の勝ち取っ

た偉大な進歩が、人間を苦しめる最大の厄災の一つに

なっている。われわれの知性と発明から生まれた環境

が、われわれの身長にも姿形にも、寸分も合っていな

い。われわれは幸福ではない。道徳的にも、精神的に

も、退歩している。工業文明が一番よく発達した集団

や国家こそが、まさに弱くなってきているのだ」と。

４．ではこのような盲目的な物質科学の支配する環境

下に置かれたわたしたちはいったいどうすればいいの

だろうか。カレルは次のような壮大な使命をわたした

ちに投げかける。

　「われわれは現代の生活状態によって引き起こされ

た知性面、道徳面、生理面の退化状態から、人間を救

出しなければならない。その潜在する可能性すべてを

発達させねばならぬ。健康を与えねばならぬ。個性を

尊重させ、統一を取り戻させねばならぬ。肉体と精神

の遺伝的素質を、すべて活用するよう誘導せねばなら

ぬ。人間を封じ込めてしまった教育と社会の殻を破ら

ねばならぬ。そして、すべての体系を拒否せねばなら

ぬ。さらに、肉体と精神の基本的な機能にまで手をつ

けねばならぬ。これらの機能こそ、人間そのものなの

だ。しかし、人間は独立した存在ではない。環境に縛

られている。人間を改造するためには、その外界も変

えなければならない。人間社会の構造とその物質的背

景、精神的背景を作り変えねばならないのだ」と。

　これは人間の更なる進歩をめざして長年かけて私た

ちが築いてきたすべての社会機構を壊して、新しく「万

物の尺度」としての人間が、より人間らしく生きる世

界を構築しようというまさに大構想である。そしてこ

の世界こそが、人間が安心して生きられる世界である

ことをカレルは強調しているのだ。しかしこのような

世界は、誰もがただ手をこまねいて待っているだけで

は、とても実現できるものではない。個人個人が最大

限の努力をしなければいけない。人間の様々な面、つ

まり物理学的、解剖学的、生理学的、形而上学的、知

的、宗教的、経済的、社会的な面すべてを考慮に入れ、

それを統一する組織を構築しなければならない。 その

上で、個人個人の取り組みとして、

① 広い視野で物事を見通す目を養うこと。

　　私たちの周りには様々な情報が氾濫している。そ

　の中で本当に自分たちに必要なものは何か、それは

　真実なのかを見極める深い洞察力を養うことが求め

　られる。日頃から広い視野で、そしてブレない目で

　物事を見る訓練をすることが大切なのである。

② 自分を強靭な人間に鍛えること。

　　この大きなテーマを掲げて社会に向き合っていく

　には、自分を社会のあらゆる宣伝に迷わされない強

　靭な人間に鍛え上げなければならない。そのための

　方法は、自分を厳しい逆境に置くことである。自分

　に苦行を課し、他人によって鍛錬を受け、金と暇か

　ら生ずる有害な影響から身を守ること、どんな環境

　の中でも毅然と一貫した態度を貫くことが自分自身

　をより力強く社会に対応させることになる。

③ 現代文明が起こる前に私たちの祖先が成し遂げた

　 偉大な業績を知ること。

　　私たちの祖先の中には厳しい自然環境の中に身を

　置き、あらゆる逆境に耐えて、強い意志の力と豪胆

　さによってすべての障害に打ち勝ち、偉大な文明の

　土台を造り上げた多くの人たちがいることを知らな

　ければならない。彼らは私たちに実に多くの教訓を

　残してくれている。私たちは祖先の生き方をしっか

　り学ぶことで自分をさらに大きく成長させ大きな仕

　事を成し遂げることができる。（本の随所にもっと

　多くの点が挙げられているが私は特にこの 3 点を取

　り上げてみた）。
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５．人間復興の条件　

カレルは以上のような内容で彼の思想を語り、まとめ

として「結局文明の目的は、科学と機械の進歩にある

のではなく、人間の進歩にあるのだ」とし、　最後の

章で人間復興の条件を語る。「われわれは立ち上がっ

て前進しなければならない。盲目的な科学技術から人

間を解放し、複雑かつきわめて豊かな人間本来の性質

を把握しなければならない。生命に関する諸科学は、

人間にその目標を示し、それに到達する方法をその手

に委ねている。それなのに人間はまだ、無生物に関す

る諸科学によって創り出された世界にどっぷりつ

かって、人間の発達の法則なぞには関心を示さない。

それは理性の過ちと、自分たちの真の姿についての無

知によって生まれた世界なのであって、われわれのた

めに創られた世界ではないのだ。そんな世界には、わ

れわれは適応することはできない」と最後の言葉を発

する。そして「われわれの運命は、われわれの手中に

ある。新しい道に向かって、今こそ前進しなければな

らないのだ」と、力強く私たちに呼びかけてこの書を

結ぶ。私たちは、カレルのこの壮大な思想をどう受け

止めればいいのだろうか。こんな夢のような考えには

付き合っていられないと突っぱねてしまえばいいの

か、理想論であって現実的ではないと、打ち捨ててし

まえばいいのか、それとも少し考えてみようと思うの

か、カレルが私たち人間に突き付けた課題は想像を絶

するものだ。想像もしなかったこの難題を今後私たち

はいったいどのように考え、行動に移していけばいい

のだろうか。

　



学 校 内 の 生 き づ ら さ

由紀　草一（元茨城県公立高校教諭）

　今までに二回にわたって、「いじめ」を取り上

げてきた。それもかなり極端なものだったので、

もっとゆるやかな、それだけに、どこの学校にも

あったし、今もありそうなものを振り返っておき

たくなった。

　綿谷りさ「蹴りたい背中」は、平成15（2003）

年下半期の芥川賞受賞作。今から20年近く前のこ

とになる。作品中のできごとがどの程度まで事実

に即しているのかは不明だが、完全なフィクショ

ンとは思えない。この作品の発表時点で作者は19

歳なので、ほぼその時代の話と思ってよい。ここ

に描かれている、自意識の強い高校生が学校内で

孤立していく構造は、今も変わらずに、ある。「い

じめ」というほど具体的ないやがらせ行為には至

っていなものの、その一歩手前の状況は、特に学

校のような同質性の高い集団にはありがちという

ことだ。

　この小説の主人公は高一女子で、クラス内での

「余り者」だと自分で言う。すすんでそうなった

のだ。

「私は、余り者も嫌だけど、グループはもっと嫌

だ。できた瞬間から繕わなければいけない、不毛

なものだから。中学生の頃、話に詰まって目を泳

がせて、つまらない話題にしがみついて、そして

なんとか盛り上げようと、けたたましく笑い声を

あげている時なんかは、授業の中休みの十分間が

永遠にも思えた」

　明らかに、すべてのグループがこうではない、

というか、すべての子どもがグループをこう感じ

ているわけではない。不毛さはあっても、なんと

かやり過ごす。それを過剰に気にして、嫌悪感に

さえ襲われるのは、太宰治のファンで、自分でも

小説を書こうとするような（主人公がそうだとさ

れているわけではないが、作者はたぶんそうだろ

う）、感受性が鋭くて、人間関係に関して非常に

潔癖な者だけだろう。

　中学時代の友人で、今度もたまたま同じクラス

になった娘は、憧れだったという男女混成のグルー

プに入り、主人公を誘う。グループに入れてくれ

るように、他のメンバーに頼んであげよう、と。

そんなのにはとうてい耐えられない主人公は、逆

に、「二人でやっていこう」と申し出るのだが、

相手からは「遠慮しとく」とすげなく断られる。

　この友人にとって、グループに入るかどうかな

んて、選択の余地はない。入らなければ、「想像

するだけできつそう」な事態を招くのはわかりきっ

ているのだから。

　クラスの中で居場所のない者は、自然に皆から

軽んじられる。存在がきちんと認められないから。

それだけならまだしも、自分で自分の存在が軽い

ものに感じられてしまう。いや、そうではない。

軽くて、どうでもいいのは、自分以外の外界だ。

しかしそれは結局同じところへ人を導く。

　例えば、夏休み前に体育館で、スライドを見る

ための全校集会がある。一人で入った主人公は、

ガムテープ貼りで床に巡らされたケーブルを足に

ひっかけてしまう。グループに属している子は、

こういうときでも、にぎやかにおしゃべりしなが

ら移動するから、床なんてろくに見ていないのに、

ケーブルにひっかかるようなことはなく、一人ぼっ

ちで、しかもうつむき加減に歩いている彼女が、

下にあるものに気づかない。

「私は、見ているようで見ていないのだ。周りの

ことがテレビのように、ただ流れていくだけの映

像として見えている。（中略）学校にいる間は、

頭の中でずっと一人でしゃべっているから、外の

世界が遠いんだ」

　こういう人は、外の世界の側から見ても、やっ

ぱり遠く感じられるしかない。しかし、「目立た

ない子」というわけではない。そういう子は、グ

ループに入って、大人しく微笑んでいる。『蹴り

たい背中』の主人公は、微笑みを向ける相手もい

ないから、こわばった顔つきで、目つきも鋭くな

り、外からは微弱な敵意を発しているように見え

てしまう。そこで、外部からも、軽い敵意が返さ

れる。

　どうにも悲劇的なことに、遠いところにあるは

ずのこういう感情を、主人公はとてもよく察知す

る。もともとそういうことに過度に敏感だったか

らというだけではなく、一人で自分の内面だけを

見つめていると、他者のまなざしを受け流してや

り過ごす場所がない。それでその視線の意味は、

ストレートに、重くのしかかってくるのである。

　やり過ごす場所を与えるのはグループだ。ただ

それだけ、の不毛さのほうをやり過ごすことがで

きれば、という条件つきでだが。それでも、人間

関係が織りなす感情上の煩わしさから逃れるには、

まだしもこちらのほうがいい。

　別の道はないのだろうか？　主人公のクラスメ

ートで、同じく「余り者」である男子生徒は、い

っこうにそれを苦にする様子はない。彼はいわゆ

るオタクであって、あるアイドルに夢中で、他の

ことは本当に、心からどうでもいいのである。主

人公は、彼が持つ「強さ」に惹かれるが、それは

どうも恋愛とは決定的に違う何かだ。これを描く

のが、この小説の主眼である。が、それは別の話。

　もう一つ、この小説を題材にして述べたいこと

がある。教師に関することだ。

　主人公は陸上部に入っている。夏休み前のある

日（この小説は高校最初の夏休みに入る直前まで

の時期を描いている）、練習をがんばりすぎた彼

女は、転んで、軽い怪我をしてしまう。他の女子

部員たちが「大丈夫？」と寄ってくる。主人公は

部活でも浮いているから、本当に心配しているわ

けではない。ただ、練習をサボりたいだけ。

　ところへ顧問の先生が登場。「先生、長谷川さ

ん（主人公の名）が転んだのにびっくりして、み

んな何周走ったか忘れちゃいました」と、とぼけ

る部員たち。「しょうがない奴らだ。じゃあ今か

らミーティングだ」と、わざとらしく眉間に皺を

寄せて応じる先生。「それは基礎練は終わりって

ことですか？」と念を押す生徒たち。「お前らは、

どう思うんだ？」先生の目は“いたずらっぽい目”

になっている。主人公はこの目にはぞっとさせら

れている。

　で、練習は終わりになるが、すぐ後で主人公は

事実を知る。光化学スモッグ注意報が発令された

という校内放送があった。誰かが怪我をしてもし

なくても、練習をどれほどやっていてもやらなく

ても、屋外での運動は中止になったのだ。それを

隠して、部員たちの希望を聞いてやる「優しい、

話のわかる先生」を演じた顧問。その「みみっち

い計算」を思うと、主人公は泣きたくなる。

　ここに描かれていることの前提に疑念を持つ人

がいるかもしれないので、註記しておこう。なん

で部活動がこんな状態になるのか?　 出席が義務

づけられている授業と違って、部活は原則自由参

加だ（部活動全員強制加入の学校もあるが、それ

はここでは除く）。練習をさぼりたいくらいなら、

入らなければいいだけの話ではないか？　また、

自分が中学高校時代に部活に打ち込んできた経験

のある人の中には、厳しくしごいてくれる顧問に

感謝している、それこそ「よい先生」ではないか、

と自然に思っている場合も多いだろう。

　そのような部活動は今でもあるが、そうでない

のもある、ということである。最近の統計的な資

料など、あるのかどうかさえよく知らないので、

全体としてどちらが多いのか、確かなことは言え

ないが、次のような感覚が広がっているのは、教

師として肌身に感じている。

　授業でやる勉強よりは、部活でやる運動のほう

が好きな子はもちろん多い。陸上競技が好きだか

ら陸上部へ入るのであって、嫌いな子が来るわけ

はない。しかしその全員が、非常に苦しい練習を

乗り越えてまで、実力をつけたいと念願している

かどうかは、また別の話になる。いくら好きでも、

全国大会に出場できるほどの者はもとより少数で

あり、その他いろいろ考えても、運動をやったこ

とによって報いられる見込みは、勉強よりもっと

少ない。今の子どもにはその事実は知れ渡ってい

る。と、すれば、好きなことは、好きなようにや

りたくなる。

　とはいえ、運動をやる以上、体力や技術が向上

すればやっぱりうれしい。その喜びがないとした

ら、部活はやらない。このへんの機微は非常に微

妙であって、あまり強くない部の顧問になった教

師は、それを視野に入れて、やっていくしかない

のである。生徒の感情を無視して、むやみにスパ

ルタでやっても、まるっきり放っておいても、そ

の部活は早晩崩壊する公算が高い。　

　「蹴りたい背中」中の部活は、明らかに、スパ

ルタ式訓練が通用する種類のものではない。生徒

たちは、あまりきつい練習はしたくないので、甘

えるふりをして、顧問教師を丸めこもうとする。

教師は、丸めこまれたふりをして、なんとか体面

を保ちつつ、部活を存続させようとする。

　そんなに悪いことだろうか？　とりあえず、教

師と生徒の関係は良好なのだ。みみっちい計算が

双方に働いていることは確かだが、見方を変えれ

ば可愛いものだとも言えるだろう。主人公にして

も、全国大会を目指すほど陸上に入れあげている

わけではない。ここでも問題になるのは、彼女の

潔癖さである。人間関係で働くインチキは、それ

が卑小なものであればあるほど、許せなくなると

いう、やっかいなリゴリズム。

　私は、かつての文学少年として、彼女に多大な

共感を覚えるが、残念ながら、馬齢を重ねるうち

に、こういう感覚のままに生きていくのは非常に

難しいことも学んでしまった。いかにも、本当の

信頼関係は馴れ合いとは違うだろう。しかし、実

際の生活の場で、この二つを区別することは口で

言うほど簡単ではないし、区別する必要性が感じ

られることは、学校でもよそでも、めったにない

のである。

　教師だって「もてたい」のだ、ということは率

直に認めておいたほうがいいだろう。こういうと

ころでは、教師はまったくもって「ただの人」に

過ぎない。当たり前の話だけれど。

　誰だって、他人に嫌われるよりは、好かれたほ

うがいいに決まっている。「蹴りたい背中」の主

人公のような、潔癖な性向のままに、厳しい生き

方を選択した者でさえ。「人間（生徒たち）に囲

まれて先生が舞い上がる度に、生き生きする度に、

私は自分の生き方に対して自信を失くしていく」

　別の箇所では、「長谷川は練習を頑張るから、

これからは伸びるはずだ」と、嫌いなはずの顧問

教師から言われ、不覚にも涙ぐみそうになる。人

に認めてもらいたい欲求は、人間として最も根源

的なものの一つだろう。そのために多少不純な手

練手管が働いたとしても、そんなに咎めるべきこ

とではない。

　問題はこの先にある。それでもやっぱり教師は、

生徒と馴れ合ってばかりではいけない。

　馴れ合い、とは、教師もまた、部活なら部活、

クラスならクラスの空気にある程度合わせるとい

うことだ。「蹴りたい背中」の、陸上部の顧問教

師も、そうだ。それは、教師もまた生徒とともに

学校で生活する者である以上、ある程度は必然で

あり、必要なことでもある。ただ、度をこしてし

まうと、まずいことになる。

　教室の空気にあわせ過ぎてしまうことの例とし

ては、さらに古く、昭和61（1986）年当時、か

なり話題になった「葬式ごっこ」がある。ある生

徒が病気でしばらく休んだとき、この子が死んだ

ことにする遊びが始まった。追悼のための色紙が

クラス内をめぐり、かなりの人数が書き込む。「安

らかに眠ってくれ」とか、なんとか。そこに、担

任教師も書き込みをしていた、というあの事件で

ある。

　この子どもは他でもいじめられており、「この

ままじゃ生きジゴクになっちゃうよ」という悲痛

な遺書を残して自死した。そうでなければ、「葬

式ごっこ」が世間に知れ渡ることはなかったろう。

ひとたび知れ渡ったら、教師がなんという非常識

な、いや、非道なことをするのだ、という憤激が、

全国的に湧き上がり、以後、「いじめ」は、最も

重要な教育問題であると認知された。

　冷静に考えて、この教師の行動はどこから出て

きたのか。葬式ごっこは、「軽いノリ」・「ほん

の冗談」の調子で行われたのに違いない。色紙に

書き込んだ生徒の大部分はもとより、ひょっとし

たら首謀者（この「遊び」を始めた生徒）もそう

だったかも知れない。そこに、教師も巻き込まれ

ていった。つまり、おふざけ気分を共有して、生

徒との「連帯」を得るために、書き込んでしまっ

た。それがおそらく真相に近い。

　こういう事態を招く原因の一つは、明らかに、

従来からの教育観にもある。教師は、生徒との信

頼関係こそ大切であり、常に生徒の事情や気持ち

を思いやることが求められる、とする、今でもお

なじみのアレだ。まちがいだと言うつもりはない。

しかし、お互いに対立することも珍しくないクラ

ス内の個々人の「気持ち」を掴み、いちいち適確

に対応していくなんて、並の人間には至難だ。勢

い、クラスの多数派に同調しがちになる。そこに

危険がある。

　どうすればいいのか。教師は、「友だち先生」

はやめて、昔はあったとされている「威厳」を取

り戻せばいいのか。これまた、非常に難しい。特

にそれを、教師個人の力だけでやれ、ということ

になったら、はっきりと不可能だ、と申し上げた

ほうがよい。

　昔の教師がエラかったとすれば、それは、世間

に「教師はエラいってことにしとこう」という暗

黙の了解があったことを意味する。この点で菅野

仁『教育幻想　クールティーチャー宣言』（ちく

まプリマー新書　平成22年）に書いてあることは、

全く正確である。「（教師が）ときには『上から

ものを言う』ことも大切なのです。でもそれは周

りの支えがない状態で、一人の先生の力で行うこ

とは不可能です」
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　今までに二回にわたって、「いじめ」を取り上

げてきた。それもかなり極端なものだったので、

もっとゆるやかな、それだけに、どこの学校にも

あったし、今もありそうなものを振り返っておき

たくなった。

　綿谷りさ「蹴りたい背中」は、平成15（2003）

年下半期の芥川賞受賞作。今から20年近く前のこ

とになる。作品中のできごとがどの程度まで事実

に即しているのかは不明だが、完全なフィクショ

ンとは思えない。この作品の発表時点で作者は19

歳なので、ほぼその時代の話と思ってよい。ここ

に描かれている、自意識の強い高校生が学校内で

孤立していく構造は、今も変わらずに、ある。「い

じめ」というほど具体的ないやがらせ行為には至

っていなものの、その一歩手前の状況は、特に学

校のような同質性の高い集団にはありがちという

ことだ。

　この小説の主人公は高一女子で、クラス内での

「余り者」だと自分で言う。すすんでそうなった

のだ。

「私は、余り者も嫌だけど、グループはもっと嫌

だ。できた瞬間から繕わなければいけない、不毛

なものだから。中学生の頃、話に詰まって目を泳

がせて、つまらない話題にしがみついて、そして

なんとか盛り上げようと、けたたましく笑い声を

あげている時なんかは、授業の中休みの十分間が

永遠にも思えた」

　明らかに、すべてのグループがこうではない、

というか、すべての子どもがグループをこう感じ

ているわけではない。不毛さはあっても、なんと

かやり過ごす。それを過剰に気にして、嫌悪感に

さえ襲われるのは、太宰治のファンで、自分でも

小説を書こうとするような（主人公がそうだとさ

れているわけではないが、作者はたぶんそうだろ

う）、感受性が鋭くて、人間関係に関して非常に

潔癖な者だけだろう。

　中学時代の友人で、今度もたまたま同じクラス

になった娘は、憧れだったという男女混成のグルー

プに入り、主人公を誘う。グループに入れてくれ

るように、他のメンバーに頼んであげよう、と。

そんなのにはとうてい耐えられない主人公は、逆

に、「二人でやっていこう」と申し出るのだが、

相手からは「遠慮しとく」とすげなく断られる。

　この友人にとって、グループに入るかどうかな

んて、選択の余地はない。入らなければ、「想像

するだけできつそう」な事態を招くのはわかりきっ

ているのだから。

　クラスの中で居場所のない者は、自然に皆から

軽んじられる。存在がきちんと認められないから。

それだけならまだしも、自分で自分の存在が軽い

ものに感じられてしまう。いや、そうではない。

軽くて、どうでもいいのは、自分以外の外界だ。

しかしそれは結局同じところへ人を導く。

　例えば、夏休み前に体育館で、スライドを見る

ための全校集会がある。一人で入った主人公は、

ガムテープ貼りで床に巡らされたケーブルを足に

ひっかけてしまう。グループに属している子は、

こういうときでも、にぎやかにおしゃべりしなが

ら移動するから、床なんてろくに見ていないのに、

ケーブルにひっかかるようなことはなく、一人ぼっ

ちで、しかもうつむき加減に歩いている彼女が、

下にあるものに気づかない。

「私は、見ているようで見ていないのだ。周りの

ことがテレビのように、ただ流れていくだけの映

像として見えている。（中略）学校にいる間は、

頭の中でずっと一人でしゃべっているから、外の

世界が遠いんだ」

　こういう人は、外の世界の側から見ても、やっ

ぱり遠く感じられるしかない。しかし、「目立た

ない子」というわけではない。そういう子は、グ

ループに入って、大人しく微笑んでいる。『蹴り

たい背中』の主人公は、微笑みを向ける相手もい

ないから、こわばった顔つきで、目つきも鋭くな

り、外からは微弱な敵意を発しているように見え

てしまう。そこで、外部からも、軽い敵意が返さ

れる。

　どうにも悲劇的なことに、遠いところにあるは

ずのこういう感情を、主人公はとてもよく察知す

る。もともとそういうことに過度に敏感だったか

らというだけではなく、一人で自分の内面だけを

見つめていると、他者のまなざしを受け流してや

り過ごす場所がない。それでその視線の意味は、

ストレートに、重くのしかかってくるのである。

　やり過ごす場所を与えるのはグループだ。ただ

それだけ、の不毛さのほうをやり過ごすことがで

きれば、という条件つきでだが。それでも、人間

関係が織りなす感情上の煩わしさから逃れるには、

まだしもこちらのほうがいい。

　別の道はないのだろうか？　主人公のクラスメ

ートで、同じく「余り者」である男子生徒は、い

っこうにそれを苦にする様子はない。彼はいわゆ

るオタクであって、あるアイドルに夢中で、他の

ことは本当に、心からどうでもいいのである。主

人公は、彼が持つ「強さ」に惹かれるが、それは

どうも恋愛とは決定的に違う何かだ。これを描く

のが、この小説の主眼である。が、それは別の話。

　もう一つ、この小説を題材にして述べたいこと

がある。教師に関することだ。

　主人公は陸上部に入っている。夏休み前のある

日（この小説は高校最初の夏休みに入る直前まで

の時期を描いている）、練習をがんばりすぎた彼

女は、転んで、軽い怪我をしてしまう。他の女子

部員たちが「大丈夫？」と寄ってくる。主人公は

部活でも浮いているから、本当に心配しているわ

けではない。ただ、練習をサボりたいだけ。

　ところへ顧問の先生が登場。「先生、長谷川さ

ん（主人公の名）が転んだのにびっくりして、み

んな何周走ったか忘れちゃいました」と、とぼけ

る部員たち。「しょうがない奴らだ。じゃあ今か

らミーティングだ」と、わざとらしく眉間に皺を

寄せて応じる先生。「それは基礎練は終わりって

ことですか？」と念を押す生徒たち。「お前らは、

どう思うんだ？」先生の目は“いたずらっぽい目”

になっている。主人公はこの目にはぞっとさせら

れている。

　で、練習は終わりになるが、すぐ後で主人公は

事実を知る。光化学スモッグ注意報が発令された

という校内放送があった。誰かが怪我をしてもし

なくても、練習をどれほどやっていてもやらなく

ても、屋外での運動は中止になったのだ。それを

隠して、部員たちの希望を聞いてやる「優しい、

話のわかる先生」を演じた顧問。その「みみっち

い計算」を思うと、主人公は泣きたくなる。

　ここに描かれていることの前提に疑念を持つ人

がいるかもしれないので、註記しておこう。なん

で部活動がこんな状態になるのか?　 出席が義務

づけられている授業と違って、部活は原則自由参

加だ（部活動全員強制加入の学校もあるが、それ

はここでは除く）。練習をさぼりたいくらいなら、

入らなければいいだけの話ではないか？　また、

自分が中学高校時代に部活に打ち込んできた経験

のある人の中には、厳しくしごいてくれる顧問に

感謝している、それこそ「よい先生」ではないか、

と自然に思っている場合も多いだろう。

　そのような部活動は今でもあるが、そうでない

のもある、ということである。最近の統計的な資

料など、あるのかどうかさえよく知らないので、

全体としてどちらが多いのか、確かなことは言え

ないが、次のような感覚が広がっているのは、教

師として肌身に感じている。

　授業でやる勉強よりは、部活でやる運動のほう

が好きな子はもちろん多い。陸上競技が好きだか

ら陸上部へ入るのであって、嫌いな子が来るわけ

はない。しかしその全員が、非常に苦しい練習を

乗り越えてまで、実力をつけたいと念願している

かどうかは、また別の話になる。いくら好きでも、

全国大会に出場できるほどの者はもとより少数で

あり、その他いろいろ考えても、運動をやったこ

とによって報いられる見込みは、勉強よりもっと

少ない。今の子どもにはその事実は知れ渡ってい

る。と、すれば、好きなことは、好きなようにや

りたくなる。

　とはいえ、運動をやる以上、体力や技術が向上

すればやっぱりうれしい。その喜びがないとした

ら、部活はやらない。このへんの機微は非常に微

妙であって、あまり強くない部の顧問になった教

師は、それを視野に入れて、やっていくしかない

のである。生徒の感情を無視して、むやみにスパ

ルタでやっても、まるっきり放っておいても、そ

の部活は早晩崩壊する公算が高い。　

　「蹴りたい背中」中の部活は、明らかに、スパ

ルタ式訓練が通用する種類のものではない。生徒

たちは、あまりきつい練習はしたくないので、甘

えるふりをして、顧問教師を丸めこもうとする。

教師は、丸めこまれたふりをして、なんとか体面

を保ちつつ、部活を存続させようとする。

　そんなに悪いことだろうか？　とりあえず、教

師と生徒の関係は良好なのだ。みみっちい計算が

双方に働いていることは確かだが、見方を変えれ

ば可愛いものだとも言えるだろう。主人公にして

も、全国大会を目指すほど陸上に入れあげている

わけではない。ここでも問題になるのは、彼女の

潔癖さである。人間関係で働くインチキは、それ

が卑小なものであればあるほど、許せなくなると

いう、やっかいなリゴリズム。

　私は、かつての文学少年として、彼女に多大な

共感を覚えるが、残念ながら、馬齢を重ねるうち

に、こういう感覚のままに生きていくのは非常に

難しいことも学んでしまった。いかにも、本当の

信頼関係は馴れ合いとは違うだろう。しかし、実

際の生活の場で、この二つを区別することは口で

言うほど簡単ではないし、区別する必要性が感じ

られることは、学校でもよそでも、めったにない

のである。

　教師だって「もてたい」のだ、ということは率

直に認めておいたほうがいいだろう。こういうと

ころでは、教師はまったくもって「ただの人」に

過ぎない。当たり前の話だけれど。

　誰だって、他人に嫌われるよりは、好かれたほ

うがいいに決まっている。「蹴りたい背中」の主

人公のような、潔癖な性向のままに、厳しい生き

方を選択した者でさえ。「人間（生徒たち）に囲

まれて先生が舞い上がる度に、生き生きする度に、

私は自分の生き方に対して自信を失くしていく」

　別の箇所では、「長谷川は練習を頑張るから、

これからは伸びるはずだ」と、嫌いなはずの顧問

教師から言われ、不覚にも涙ぐみそうになる。人

に認めてもらいたい欲求は、人間として最も根源

的なものの一つだろう。そのために多少不純な手

練手管が働いたとしても、そんなに咎めるべきこ

とではない。

　問題はこの先にある。それでもやっぱり教師は、

生徒と馴れ合ってばかりではいけない。

　馴れ合い、とは、教師もまた、部活なら部活、

クラスならクラスの空気にある程度合わせるとい

うことだ。「蹴りたい背中」の、陸上部の顧問教

師も、そうだ。それは、教師もまた生徒とともに

学校で生活する者である以上、ある程度は必然で

あり、必要なことでもある。ただ、度をこしてし

まうと、まずいことになる。

　教室の空気にあわせ過ぎてしまうことの例とし

ては、さらに古く、昭和61（1986）年当時、か

なり話題になった「葬式ごっこ」がある。ある生

徒が病気でしばらく休んだとき、この子が死んだ

ことにする遊びが始まった。追悼のための色紙が

クラス内をめぐり、かなりの人数が書き込む。「安

らかに眠ってくれ」とか、なんとか。そこに、担

任教師も書き込みをしていた、というあの事件で

ある。

　この子どもは他でもいじめられており、「この

ままじゃ生きジゴクになっちゃうよ」という悲痛

な遺書を残して自死した。そうでなければ、「葬

式ごっこ」が世間に知れ渡ることはなかったろう。

ひとたび知れ渡ったら、教師がなんという非常識

な、いや、非道なことをするのだ、という憤激が、

全国的に湧き上がり、以後、「いじめ」は、最も

重要な教育問題であると認知された。

　冷静に考えて、この教師の行動はどこから出て

きたのか。葬式ごっこは、「軽いノリ」・「ほん

の冗談」の調子で行われたのに違いない。色紙に

書き込んだ生徒の大部分はもとより、ひょっとし

たら首謀者（この「遊び」を始めた生徒）もそう

だったかも知れない。そこに、教師も巻き込まれ

ていった。つまり、おふざけ気分を共有して、生

徒との「連帯」を得るために、書き込んでしまっ

た。それがおそらく真相に近い。

　こういう事態を招く原因の一つは、明らかに、

従来からの教育観にもある。教師は、生徒との信

頼関係こそ大切であり、常に生徒の事情や気持ち

を思いやることが求められる、とする、今でもお

なじみのアレだ。まちがいだと言うつもりはない。

しかし、お互いに対立することも珍しくないクラ

ス内の個々人の「気持ち」を掴み、いちいち適確

に対応していくなんて、並の人間には至難だ。勢

い、クラスの多数派に同調しがちになる。そこに

危険がある。

　どうすればいいのか。教師は、「友だち先生」

はやめて、昔はあったとされている「威厳」を取

り戻せばいいのか。これまた、非常に難しい。特

にそれを、教師個人の力だけでやれ、ということ

になったら、はっきりと不可能だ、と申し上げた

ほうがよい。

　昔の教師がエラかったとすれば、それは、世間

に「教師はエラいってことにしとこう」という暗

黙の了解があったことを意味する。この点で菅野

仁『教育幻想　クールティーチャー宣言』（ちく

まプリマー新書　平成22年）に書いてあることは、

全く正確である。「（教師が）ときには『上から

ものを言う』ことも大切なのです。でもそれは周

りの支えがない状態で、一人の先生の力で行うこ

とは不可能です」
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　今までに二回にわたって、「いじめ」を取り上

げてきた。それもかなり極端なものだったので、

もっとゆるやかな、それだけに、どこの学校にも

あったし、今もありそうなものを振り返っておき

たくなった。

　綿谷りさ「蹴りたい背中」は、平成15（2003）

年下半期の芥川賞受賞作。今から20年近く前のこ

とになる。作品中のできごとがどの程度まで事実

に即しているのかは不明だが、完全なフィクショ

ンとは思えない。この作品の発表時点で作者は19

歳なので、ほぼその時代の話と思ってよい。ここ

に描かれている、自意識の強い高校生が学校内で

孤立していく構造は、今も変わらずに、ある。「い

じめ」というほど具体的ないやがらせ行為には至

っていなものの、その一歩手前の状況は、特に学

校のような同質性の高い集団にはありがちという

ことだ。

　この小説の主人公は高一女子で、クラス内での

「余り者」だと自分で言う。すすんでそうなった

のだ。

「私は、余り者も嫌だけど、グループはもっと嫌

だ。できた瞬間から繕わなければいけない、不毛

なものだから。中学生の頃、話に詰まって目を泳

がせて、つまらない話題にしがみついて、そして

なんとか盛り上げようと、けたたましく笑い声を

あげている時なんかは、授業の中休みの十分間が

永遠にも思えた」

　明らかに、すべてのグループがこうではない、

というか、すべての子どもがグループをこう感じ

ているわけではない。不毛さはあっても、なんと

かやり過ごす。それを過剰に気にして、嫌悪感に

さえ襲われるのは、太宰治のファンで、自分でも

小説を書こうとするような（主人公がそうだとさ

れているわけではないが、作者はたぶんそうだろ

う）、感受性が鋭くて、人間関係に関して非常に

潔癖な者だけだろう。

　中学時代の友人で、今度もたまたま同じクラス

になった娘は、憧れだったという男女混成のグルー

プに入り、主人公を誘う。グループに入れてくれ

るように、他のメンバーに頼んであげよう、と。

そんなのにはとうてい耐えられない主人公は、逆

に、「二人でやっていこう」と申し出るのだが、

相手からは「遠慮しとく」とすげなく断られる。

　この友人にとって、グループに入るかどうかな

んて、選択の余地はない。入らなければ、「想像

するだけできつそう」な事態を招くのはわかりきっ

ているのだから。

　クラスの中で居場所のない者は、自然に皆から

軽んじられる。存在がきちんと認められないから。

それだけならまだしも、自分で自分の存在が軽い

ものに感じられてしまう。いや、そうではない。

軽くて、どうでもいいのは、自分以外の外界だ。

しかしそれは結局同じところへ人を導く。

　例えば、夏休み前に体育館で、スライドを見る

ための全校集会がある。一人で入った主人公は、

ガムテープ貼りで床に巡らされたケーブルを足に

ひっかけてしまう。グループに属している子は、

こういうときでも、にぎやかにおしゃべりしなが

ら移動するから、床なんてろくに見ていないのに、

ケーブルにひっかかるようなことはなく、一人ぼっ

ちで、しかもうつむき加減に歩いている彼女が、

下にあるものに気づかない。

「私は、見ているようで見ていないのだ。周りの

ことがテレビのように、ただ流れていくだけの映

像として見えている。（中略）学校にいる間は、

頭の中でずっと一人でしゃべっているから、外の

世界が遠いんだ」

　こういう人は、外の世界の側から見ても、やっ

ぱり遠く感じられるしかない。しかし、「目立た

ない子」というわけではない。そういう子は、グ

ループに入って、大人しく微笑んでいる。『蹴り

たい背中』の主人公は、微笑みを向ける相手もい

ないから、こわばった顔つきで、目つきも鋭くな

り、外からは微弱な敵意を発しているように見え

てしまう。そこで、外部からも、軽い敵意が返さ

れる。

　どうにも悲劇的なことに、遠いところにあるは

ずのこういう感情を、主人公はとてもよく察知す

る。もともとそういうことに過度に敏感だったか

らというだけではなく、一人で自分の内面だけを

見つめていると、他者のまなざしを受け流してや

り過ごす場所がない。それでその視線の意味は、

ストレートに、重くのしかかってくるのである。

　やり過ごす場所を与えるのはグループだ。ただ

それだけ、の不毛さのほうをやり過ごすことがで

きれば、という条件つきでだが。それでも、人間

関係が織りなす感情上の煩わしさから逃れるには、

まだしもこちらのほうがいい。

　別の道はないのだろうか？　主人公のクラスメ

ートで、同じく「余り者」である男子生徒は、い

っこうにそれを苦にする様子はない。彼はいわゆ

るオタクであって、あるアイドルに夢中で、他の

ことは本当に、心からどうでもいいのである。主

人公は、彼が持つ「強さ」に惹かれるが、それは

どうも恋愛とは決定的に違う何かだ。これを描く

のが、この小説の主眼である。が、それは別の話。

　もう一つ、この小説を題材にして述べたいこと

がある。教師に関することだ。

　主人公は陸上部に入っている。夏休み前のある

日（この小説は高校最初の夏休みに入る直前まで

の時期を描いている）、練習をがんばりすぎた彼

女は、転んで、軽い怪我をしてしまう。他の女子

部員たちが「大丈夫？」と寄ってくる。主人公は

部活でも浮いているから、本当に心配しているわ

けではない。ただ、練習をサボりたいだけ。

　ところへ顧問の先生が登場。「先生、長谷川さ

ん（主人公の名）が転んだのにびっくりして、み

んな何周走ったか忘れちゃいました」と、とぼけ

る部員たち。「しょうがない奴らだ。じゃあ今か

らミーティングだ」と、わざとらしく眉間に皺を

寄せて応じる先生。「それは基礎練は終わりって

ことですか？」と念を押す生徒たち。「お前らは、

どう思うんだ？」先生の目は“いたずらっぽい目”

になっている。主人公はこの目にはぞっとさせら

れている。

　で、練習は終わりになるが、すぐ後で主人公は

事実を知る。光化学スモッグ注意報が発令された

という校内放送があった。誰かが怪我をしてもし

なくても、練習をどれほどやっていてもやらなく

ても、屋外での運動は中止になったのだ。それを

隠して、部員たちの希望を聞いてやる「優しい、

話のわかる先生」を演じた顧問。その「みみっち

い計算」を思うと、主人公は泣きたくなる。

　ここに描かれていることの前提に疑念を持つ人

がいるかもしれないので、註記しておこう。なん

で部活動がこんな状態になるのか?　 出席が義務

づけられている授業と違って、部活は原則自由参

加だ（部活動全員強制加入の学校もあるが、それ

はここでは除く）。練習をさぼりたいくらいなら、

入らなければいいだけの話ではないか？　また、

自分が中学高校時代に部活に打ち込んできた経験

のある人の中には、厳しくしごいてくれる顧問に

感謝している、それこそ「よい先生」ではないか、

と自然に思っている場合も多いだろう。

　そのような部活動は今でもあるが、そうでない

のもある、ということである。最近の統計的な資

料など、あるのかどうかさえよく知らないので、

全体としてどちらが多いのか、確かなことは言え

ないが、次のような感覚が広がっているのは、教

師として肌身に感じている。

　授業でやる勉強よりは、部活でやる運動のほう

が好きな子はもちろん多い。陸上競技が好きだか

ら陸上部へ入るのであって、嫌いな子が来るわけ

はない。しかしその全員が、非常に苦しい練習を

乗り越えてまで、実力をつけたいと念願している

かどうかは、また別の話になる。いくら好きでも、

全国大会に出場できるほどの者はもとより少数で

あり、その他いろいろ考えても、運動をやったこ

とによって報いられる見込みは、勉強よりもっと

少ない。今の子どもにはその事実は知れ渡ってい

る。と、すれば、好きなことは、好きなようにや

りたくなる。

　とはいえ、運動をやる以上、体力や技術が向上

すればやっぱりうれしい。その喜びがないとした

ら、部活はやらない。このへんの機微は非常に微

妙であって、あまり強くない部の顧問になった教

師は、それを視野に入れて、やっていくしかない

のである。生徒の感情を無視して、むやみにスパ

ルタでやっても、まるっきり放っておいても、そ

の部活は早晩崩壊する公算が高い。　

　「蹴りたい背中」中の部活は、明らかに、スパ

ルタ式訓練が通用する種類のものではない。生徒

たちは、あまりきつい練習はしたくないので、甘

えるふりをして、顧問教師を丸めこもうとする。

教師は、丸めこまれたふりをして、なんとか体面

を保ちつつ、部活を存続させようとする。

　そんなに悪いことだろうか？　とりあえず、教

師と生徒の関係は良好なのだ。みみっちい計算が

双方に働いていることは確かだが、見方を変えれ

ば可愛いものだとも言えるだろう。主人公にして

も、全国大会を目指すほど陸上に入れあげている

わけではない。ここでも問題になるのは、彼女の

潔癖さである。人間関係で働くインチキは、それ

が卑小なものであればあるほど、許せなくなると

いう、やっかいなリゴリズム。

　私は、かつての文学少年として、彼女に多大な

共感を覚えるが、残念ながら、馬齢を重ねるうち

に、こういう感覚のままに生きていくのは非常に

難しいことも学んでしまった。いかにも、本当の

信頼関係は馴れ合いとは違うだろう。しかし、実

際の生活の場で、この二つを区別することは口で

言うほど簡単ではないし、区別する必要性が感じ

られることは、学校でもよそでも、めったにない

のである。

　教師だって「もてたい」のだ、ということは率

直に認めておいたほうがいいだろう。こういうと

ころでは、教師はまったくもって「ただの人」に

過ぎない。当たり前の話だけれど。

　誰だって、他人に嫌われるよりは、好かれたほ

うがいいに決まっている。「蹴りたい背中」の主

人公のような、潔癖な性向のままに、厳しい生き

方を選択した者でさえ。「人間（生徒たち）に囲

まれて先生が舞い上がる度に、生き生きする度に、

私は自分の生き方に対して自信を失くしていく」

　別の箇所では、「長谷川は練習を頑張るから、

これからは伸びるはずだ」と、嫌いなはずの顧問

教師から言われ、不覚にも涙ぐみそうになる。人

に認めてもらいたい欲求は、人間として最も根源

的なものの一つだろう。そのために多少不純な手

練手管が働いたとしても、そんなに咎めるべきこ

とではない。

　問題はこの先にある。それでもやっぱり教師は、

生徒と馴れ合ってばかりではいけない。

　馴れ合い、とは、教師もまた、部活なら部活、

クラスならクラスの空気にある程度合わせるとい

うことだ。「蹴りたい背中」の、陸上部の顧問教

師も、そうだ。それは、教師もまた生徒とともに

学校で生活する者である以上、ある程度は必然で

あり、必要なことでもある。ただ、度をこしてし

まうと、まずいことになる。

　教室の空気にあわせ過ぎてしまうことの例とし

ては、さらに古く、昭和61（1986）年当時、か

なり話題になった「葬式ごっこ」がある。ある生

徒が病気でしばらく休んだとき、この子が死んだ

ことにする遊びが始まった。追悼のための色紙が

クラス内をめぐり、かなりの人数が書き込む。「安

らかに眠ってくれ」とか、なんとか。そこに、担

任教師も書き込みをしていた、というあの事件で

ある。

　この子どもは他でもいじめられており、「この

ままじゃ生きジゴクになっちゃうよ」という悲痛

な遺書を残して自死した。そうでなければ、「葬

式ごっこ」が世間に知れ渡ることはなかったろう。

ひとたび知れ渡ったら、教師がなんという非常識

な、いや、非道なことをするのだ、という憤激が、

全国的に湧き上がり、以後、「いじめ」は、最も

重要な教育問題であると認知された。

　冷静に考えて、この教師の行動はどこから出て

きたのか。葬式ごっこは、「軽いノリ」・「ほん

の冗談」の調子で行われたのに違いない。色紙に

書き込んだ生徒の大部分はもとより、ひょっとし

たら首謀者（この「遊び」を始めた生徒）もそう

だったかも知れない。そこに、教師も巻き込まれ

ていった。つまり、おふざけ気分を共有して、生

徒との「連帯」を得るために、書き込んでしまっ

た。それがおそらく真相に近い。

　こういう事態を招く原因の一つは、明らかに、

従来からの教育観にもある。教師は、生徒との信

頼関係こそ大切であり、常に生徒の事情や気持ち

を思いやることが求められる、とする、今でもお

なじみのアレだ。まちがいだと言うつもりはない。

しかし、お互いに対立することも珍しくないクラ

ス内の個々人の「気持ち」を掴み、いちいち適確

に対応していくなんて、並の人間には至難だ。勢

い、クラスの多数派に同調しがちになる。そこに

危険がある。

　どうすればいいのか。教師は、「友だち先生」

はやめて、昔はあったとされている「威厳」を取

り戻せばいいのか。これまた、非常に難しい。特

にそれを、教師個人の力だけでやれ、ということ

になったら、はっきりと不可能だ、と申し上げた

ほうがよい。

　昔の教師がエラかったとすれば、それは、世間

に「教師はエラいってことにしとこう」という暗

黙の了解があったことを意味する。この点で菅野

仁『教育幻想　クールティーチャー宣言』（ちく

まプリマー新書　平成22年）に書いてあることは、

全く正確である。「（教師が）ときには『上から

ものを言う』ことも大切なのです。でもそれは周

りの支えがない状態で、一人の先生の力で行うこ

とは不可能です」
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　今までに二回にわたって、「いじめ」を取り上

げてきた。それもかなり極端なものだったので、

もっとゆるやかな、それだけに、どこの学校にも

あったし、今もありそうなものを振り返っておき

たくなった。

　綿谷りさ「蹴りたい背中」は、平成15（2003）

年下半期の芥川賞受賞作。今から20年近く前のこ

とになる。作品中のできごとがどの程度まで事実

に即しているのかは不明だが、完全なフィクショ

ンとは思えない。この作品の発表時点で作者は19

歳なので、ほぼその時代の話と思ってよい。ここ

に描かれている、自意識の強い高校生が学校内で

孤立していく構造は、今も変わらずに、ある。「い

じめ」というほど具体的ないやがらせ行為には至

っていなものの、その一歩手前の状況は、特に学

校のような同質性の高い集団にはありがちという

ことだ。

　この小説の主人公は高一女子で、クラス内での

「余り者」だと自分で言う。すすんでそうなった

のだ。

「私は、余り者も嫌だけど、グループはもっと嫌

だ。できた瞬間から繕わなければいけない、不毛

なものだから。中学生の頃、話に詰まって目を泳

がせて、つまらない話題にしがみついて、そして

なんとか盛り上げようと、けたたましく笑い声を

あげている時なんかは、授業の中休みの十分間が

永遠にも思えた」

　明らかに、すべてのグループがこうではない、

というか、すべての子どもがグループをこう感じ

ているわけではない。不毛さはあっても、なんと

かやり過ごす。それを過剰に気にして、嫌悪感に

さえ襲われるのは、太宰治のファンで、自分でも

小説を書こうとするような（主人公がそうだとさ

れているわけではないが、作者はたぶんそうだろ

う）、感受性が鋭くて、人間関係に関して非常に

潔癖な者だけだろう。

　中学時代の友人で、今度もたまたま同じクラス

になった娘は、憧れだったという男女混成のグルー

プに入り、主人公を誘う。グループに入れてくれ

るように、他のメンバーに頼んであげよう、と。

そんなのにはとうてい耐えられない主人公は、逆

に、「二人でやっていこう」と申し出るのだが、

相手からは「遠慮しとく」とすげなく断られる。

　この友人にとって、グループに入るかどうかな

んて、選択の余地はない。入らなければ、「想像

するだけできつそう」な事態を招くのはわかりきっ

ているのだから。

　クラスの中で居場所のない者は、自然に皆から

軽んじられる。存在がきちんと認められないから。

それだけならまだしも、自分で自分の存在が軽い

ものに感じられてしまう。いや、そうではない。

軽くて、どうでもいいのは、自分以外の外界だ。

しかしそれは結局同じところへ人を導く。

　例えば、夏休み前に体育館で、スライドを見る

ための全校集会がある。一人で入った主人公は、

ガムテープ貼りで床に巡らされたケーブルを足に

ひっかけてしまう。グループに属している子は、

こういうときでも、にぎやかにおしゃべりしなが

ら移動するから、床なんてろくに見ていないのに、

ケーブルにひっかかるようなことはなく、一人ぼっ

ちで、しかもうつむき加減に歩いている彼女が、

下にあるものに気づかない。

「私は、見ているようで見ていないのだ。周りの

ことがテレビのように、ただ流れていくだけの映

像として見えている。（中略）学校にいる間は、

頭の中でずっと一人でしゃべっているから、外の

世界が遠いんだ」

　こういう人は、外の世界の側から見ても、やっ

ぱり遠く感じられるしかない。しかし、「目立た

ない子」というわけではない。そういう子は、グ

ループに入って、大人しく微笑んでいる。『蹴り

たい背中』の主人公は、微笑みを向ける相手もい

ないから、こわばった顔つきで、目つきも鋭くな

り、外からは微弱な敵意を発しているように見え

てしまう。そこで、外部からも、軽い敵意が返さ

れる。

　どうにも悲劇的なことに、遠いところにあるは

ずのこういう感情を、主人公はとてもよく察知す

る。もともとそういうことに過度に敏感だったか

らというだけではなく、一人で自分の内面だけを

見つめていると、他者のまなざしを受け流してや

り過ごす場所がない。それでその視線の意味は、

ストレートに、重くのしかかってくるのである。

　やり過ごす場所を与えるのはグループだ。ただ

それだけ、の不毛さのほうをやり過ごすことがで

きれば、という条件つきでだが。それでも、人間

関係が織りなす感情上の煩わしさから逃れるには、

まだしもこちらのほうがいい。

　別の道はないのだろうか？　主人公のクラスメ

ートで、同じく「余り者」である男子生徒は、い

っこうにそれを苦にする様子はない。彼はいわゆ

るオタクであって、あるアイドルに夢中で、他の

ことは本当に、心からどうでもいいのである。主

人公は、彼が持つ「強さ」に惹かれるが、それは

どうも恋愛とは決定的に違う何かだ。これを描く

のが、この小説の主眼である。が、それは別の話。

　もう一つ、この小説を題材にして述べたいこと

がある。教師に関することだ。

　主人公は陸上部に入っている。夏休み前のある

日（この小説は高校最初の夏休みに入る直前まで

の時期を描いている）、練習をがんばりすぎた彼

女は、転んで、軽い怪我をしてしまう。他の女子

部員たちが「大丈夫？」と寄ってくる。主人公は

部活でも浮いているから、本当に心配しているわ

けではない。ただ、練習をサボりたいだけ。

　ところへ顧問の先生が登場。「先生、長谷川さ

ん（主人公の名）が転んだのにびっくりして、み

んな何周走ったか忘れちゃいました」と、とぼけ

る部員たち。「しょうがない奴らだ。じゃあ今か

らミーティングだ」と、わざとらしく眉間に皺を

寄せて応じる先生。「それは基礎練は終わりって

ことですか？」と念を押す生徒たち。「お前らは、

どう思うんだ？」先生の目は“いたずらっぽい目”

になっている。主人公はこの目にはぞっとさせら

れている。

　で、練習は終わりになるが、すぐ後で主人公は

事実を知る。光化学スモッグ注意報が発令された

という校内放送があった。誰かが怪我をしてもし

なくても、練習をどれほどやっていてもやらなく

ても、屋外での運動は中止になったのだ。それを

隠して、部員たちの希望を聞いてやる「優しい、

話のわかる先生」を演じた顧問。その「みみっち

い計算」を思うと、主人公は泣きたくなる。

　ここに描かれていることの前提に疑念を持つ人

がいるかもしれないので、註記しておこう。なん

で部活動がこんな状態になるのか?　 出席が義務

づけられている授業と違って、部活は原則自由参

加だ（部活動全員強制加入の学校もあるが、それ

はここでは除く）。練習をさぼりたいくらいなら、

入らなければいいだけの話ではないか？　また、

自分が中学高校時代に部活に打ち込んできた経験

のある人の中には、厳しくしごいてくれる顧問に

感謝している、それこそ「よい先生」ではないか、

と自然に思っている場合も多いだろう。

　そのような部活動は今でもあるが、そうでない

のもある、ということである。最近の統計的な資

料など、あるのかどうかさえよく知らないので、

全体としてどちらが多いのか、確かなことは言え

ないが、次のような感覚が広がっているのは、教

師として肌身に感じている。

　授業でやる勉強よりは、部活でやる運動のほう

が好きな子はもちろん多い。陸上競技が好きだか

ら陸上部へ入るのであって、嫌いな子が来るわけ

はない。しかしその全員が、非常に苦しい練習を

乗り越えてまで、実力をつけたいと念願している

かどうかは、また別の話になる。いくら好きでも、

全国大会に出場できるほどの者はもとより少数で

あり、その他いろいろ考えても、運動をやったこ

とによって報いられる見込みは、勉強よりもっと

少ない。今の子どもにはその事実は知れ渡ってい

る。と、すれば、好きなことは、好きなようにや

りたくなる。

　とはいえ、運動をやる以上、体力や技術が向上

すればやっぱりうれしい。その喜びがないとした

ら、部活はやらない。このへんの機微は非常に微

妙であって、あまり強くない部の顧問になった教

師は、それを視野に入れて、やっていくしかない

のである。生徒の感情を無視して、むやみにスパ

ルタでやっても、まるっきり放っておいても、そ

の部活は早晩崩壊する公算が高い。　

　「蹴りたい背中」中の部活は、明らかに、スパ

ルタ式訓練が通用する種類のものではない。生徒

たちは、あまりきつい練習はしたくないので、甘

えるふりをして、顧問教師を丸めこもうとする。

教師は、丸めこまれたふりをして、なんとか体面

を保ちつつ、部活を存続させようとする。

　そんなに悪いことだろうか？　とりあえず、教

師と生徒の関係は良好なのだ。みみっちい計算が

双方に働いていることは確かだが、見方を変えれ

ば可愛いものだとも言えるだろう。主人公にして

も、全国大会を目指すほど陸上に入れあげている

わけではない。ここでも問題になるのは、彼女の

潔癖さである。人間関係で働くインチキは、それ

が卑小なものであればあるほど、許せなくなると

いう、やっかいなリゴリズム。

　私は、かつての文学少年として、彼女に多大な

共感を覚えるが、残念ながら、馬齢を重ねるうち

に、こういう感覚のままに生きていくのは非常に

難しいことも学んでしまった。いかにも、本当の

信頼関係は馴れ合いとは違うだろう。しかし、実

際の生活の場で、この二つを区別することは口で

言うほど簡単ではないし、区別する必要性が感じ

られることは、学校でもよそでも、めったにない

のである。

　教師だって「もてたい」のだ、ということは率

直に認めておいたほうがいいだろう。こういうと

ころでは、教師はまったくもって「ただの人」に

過ぎない。当たり前の話だけれど。

　誰だって、他人に嫌われるよりは、好かれたほ

うがいいに決まっている。「蹴りたい背中」の主

人公のような、潔癖な性向のままに、厳しい生き

方を選択した者でさえ。「人間（生徒たち）に囲

まれて先生が舞い上がる度に、生き生きする度に、

私は自分の生き方に対して自信を失くしていく」

　別の箇所では、「長谷川は練習を頑張るから、

これからは伸びるはずだ」と、嫌いなはずの顧問

教師から言われ、不覚にも涙ぐみそうになる。人

に認めてもらいたい欲求は、人間として最も根源

的なものの一つだろう。そのために多少不純な手

練手管が働いたとしても、そんなに咎めるべきこ

とではない。

　問題はこの先にある。それでもやっぱり教師は、

生徒と馴れ合ってばかりではいけない。

　馴れ合い、とは、教師もまた、部活なら部活、

クラスならクラスの空気にある程度合わせるとい

うことだ。「蹴りたい背中」の、陸上部の顧問教

師も、そうだ。それは、教師もまた生徒とともに

学校で生活する者である以上、ある程度は必然で

あり、必要なことでもある。ただ、度をこしてし

まうと、まずいことになる。

　教室の空気にあわせ過ぎてしまうことの例とし

ては、さらに古く、昭和61（1986）年当時、か

なり話題になった「葬式ごっこ」がある。ある生

徒が病気でしばらく休んだとき、この子が死んだ

ことにする遊びが始まった。追悼のための色紙が

クラス内をめぐり、かなりの人数が書き込む。「安

らかに眠ってくれ」とか、なんとか。そこに、担

任教師も書き込みをしていた、というあの事件で

ある。

　この子どもは他でもいじめられており、「この

ままじゃ生きジゴクになっちゃうよ」という悲痛

な遺書を残して自死した。そうでなければ、「葬

式ごっこ」が世間に知れ渡ることはなかったろう。

ひとたび知れ渡ったら、教師がなんという非常識

な、いや、非道なことをするのだ、という憤激が、

全国的に湧き上がり、以後、「いじめ」は、最も

重要な教育問題であると認知された。

　冷静に考えて、この教師の行動はどこから出て

きたのか。葬式ごっこは、「軽いノリ」・「ほん

の冗談」の調子で行われたのに違いない。色紙に

書き込んだ生徒の大部分はもとより、ひょっとし

たら首謀者（この「遊び」を始めた生徒）もそう

だったかも知れない。そこに、教師も巻き込まれ

ていった。つまり、おふざけ気分を共有して、生

徒との「連帯」を得るために、書き込んでしまっ

た。それがおそらく真相に近い。

　こういう事態を招く原因の一つは、明らかに、

従来からの教育観にもある。教師は、生徒との信

頼関係こそ大切であり、常に生徒の事情や気持ち

を思いやることが求められる、とする、今でもお

なじみのアレだ。まちがいだと言うつもりはない。

しかし、お互いに対立することも珍しくないクラ

ス内の個々人の「気持ち」を掴み、いちいち適確

に対応していくなんて、並の人間には至難だ。勢

い、クラスの多数派に同調しがちになる。そこに

危険がある。

　どうすればいいのか。教師は、「友だち先生」

はやめて、昔はあったとされている「威厳」を取

り戻せばいいのか。これまた、非常に難しい。特

にそれを、教師個人の力だけでやれ、ということ

になったら、はっきりと不可能だ、と申し上げた

ほうがよい。

　昔の教師がエラかったとすれば、それは、世間

に「教師はエラいってことにしとこう」という暗

黙の了解があったことを意味する。この点で菅野

仁『教育幻想　クールティーチャー宣言』（ちく

まプリマー新書　平成22年）に書いてあることは、

全く正確である。「（教師が）ときには『上から

ものを言う』ことも大切なのです。でもそれは周

りの支えがない状態で、一人の先生の力で行うこ

とは不可能です」
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　今までに二回にわたって、「いじめ」を取り上

げてきた。それもかなり極端なものだったので、

もっとゆるやかな、それだけに、どこの学校にも

あったし、今もありそうなものを振り返っておき

たくなった。

　綿谷りさ「蹴りたい背中」は、平成15（2003）
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ンとは思えない。この作品の発表時点で作者は19

歳なので、ほぼその時代の話と思ってよい。ここ

に描かれている、自意識の強い高校生が学校内で

孤立していく構造は、今も変わらずに、ある。「い

じめ」というほど具体的ないやがらせ行為には至

っていなものの、その一歩手前の状況は、特に学

校のような同質性の高い集団にはありがちという

ことだ。

　この小説の主人公は高一女子で、クラス内での

「余り者」だと自分で言う。すすんでそうなった

のだ。

「私は、余り者も嫌だけど、グループはもっと嫌

だ。できた瞬間から繕わなければいけない、不毛

なものだから。中学生の頃、話に詰まって目を泳

がせて、つまらない話題にしがみついて、そして

なんとか盛り上げようと、けたたましく笑い声を

あげている時なんかは、授業の中休みの十分間が

永遠にも思えた」

　明らかに、すべてのグループがこうではない、

というか、すべての子どもがグループをこう感じ

ているわけではない。不毛さはあっても、なんと

かやり過ごす。それを過剰に気にして、嫌悪感に

さえ襲われるのは、太宰治のファンで、自分でも

小説を書こうとするような（主人公がそうだとさ

れているわけではないが、作者はたぶんそうだろ

う）、感受性が鋭くて、人間関係に関して非常に

潔癖な者だけだろう。

　中学時代の友人で、今度もたまたま同じクラス

になった娘は、憧れだったという男女混成のグルー

プに入り、主人公を誘う。グループに入れてくれ

るように、他のメンバーに頼んであげよう、と。

そんなのにはとうてい耐えられない主人公は、逆

に、「二人でやっていこう」と申し出るのだが、

相手からは「遠慮しとく」とすげなく断られる。

　この友人にとって、グループに入るかどうかな

んて、選択の余地はない。入らなければ、「想像

するだけできつそう」な事態を招くのはわかりきっ

ているのだから。

　クラスの中で居場所のない者は、自然に皆から

軽んじられる。存在がきちんと認められないから。

それだけならまだしも、自分で自分の存在が軽い

ものに感じられてしまう。いや、そうではない。

軽くて、どうでもいいのは、自分以外の外界だ。

しかしそれは結局同じところへ人を導く。

　例えば、夏休み前に体育館で、スライドを見る

ための全校集会がある。一人で入った主人公は、

ガムテープ貼りで床に巡らされたケーブルを足に

ひっかけてしまう。グループに属している子は、

こういうときでも、にぎやかにおしゃべりしなが

ら移動するから、床なんてろくに見ていないのに、

ケーブルにひっかかるようなことはなく、一人ぼっ

ちで、しかもうつむき加減に歩いている彼女が、

下にあるものに気づかない。

「私は、見ているようで見ていないのだ。周りの

ことがテレビのように、ただ流れていくだけの映

像として見えている。（中略）学校にいる間は、

頭の中でずっと一人でしゃべっているから、外の

世界が遠いんだ」

　こういう人は、外の世界の側から見ても、やっ

ぱり遠く感じられるしかない。しかし、「目立た

ない子」というわけではない。そういう子は、グ

ループに入って、大人しく微笑んでいる。『蹴り

たい背中』の主人公は、微笑みを向ける相手もい

ないから、こわばった顔つきで、目つきも鋭くな

り、外からは微弱な敵意を発しているように見え

てしまう。そこで、外部からも、軽い敵意が返さ

れる。

　どうにも悲劇的なことに、遠いところにあるは

ずのこういう感情を、主人公はとてもよく察知す

る。もともとそういうことに過度に敏感だったか

らというだけではなく、一人で自分の内面だけを

見つめていると、他者のまなざしを受け流してや

り過ごす場所がない。それでその視線の意味は、

ストレートに、重くのしかかってくるのである。

　やり過ごす場所を与えるのはグループだ。ただ

それだけ、の不毛さのほうをやり過ごすことがで

きれば、という条件つきでだが。それでも、人間

関係が織りなす感情上の煩わしさから逃れるには、

まだしもこちらのほうがいい。

　別の道はないのだろうか？　主人公のクラスメ

ートで、同じく「余り者」である男子生徒は、い

っこうにそれを苦にする様子はない。彼はいわゆ

るオタクであって、あるアイドルに夢中で、他の

ことは本当に、心からどうでもいいのである。主

人公は、彼が持つ「強さ」に惹かれるが、それは

どうも恋愛とは決定的に違う何かだ。これを描く

のが、この小説の主眼である。が、それは別の話。

　もう一つ、この小説を題材にして述べたいこと

がある。教師に関することだ。

　主人公は陸上部に入っている。夏休み前のある

日（この小説は高校最初の夏休みに入る直前まで

の時期を描いている）、練習をがんばりすぎた彼

女は、転んで、軽い怪我をしてしまう。他の女子

部員たちが「大丈夫？」と寄ってくる。主人公は

部活でも浮いているから、本当に心配しているわ

けではない。ただ、練習をサボりたいだけ。

　ところへ顧問の先生が登場。「先生、長谷川さ

ん（主人公の名）が転んだのにびっくりして、み

んな何周走ったか忘れちゃいました」と、とぼけ

る部員たち。「しょうがない奴らだ。じゃあ今か

らミーティングだ」と、わざとらしく眉間に皺を

寄せて応じる先生。「それは基礎練は終わりって

ことですか？」と念を押す生徒たち。「お前らは、

どう思うんだ？」先生の目は“いたずらっぽい目”

になっている。主人公はこの目にはぞっとさせら

れている。

　で、練習は終わりになるが、すぐ後で主人公は

事実を知る。光化学スモッグ注意報が発令された

という校内放送があった。誰かが怪我をしてもし

なくても、練習をどれほどやっていてもやらなく

ても、屋外での運動は中止になったのだ。それを

隠して、部員たちの希望を聞いてやる「優しい、

話のわかる先生」を演じた顧問。その「みみっち

い計算」を思うと、主人公は泣きたくなる。

　ここに描かれていることの前提に疑念を持つ人

がいるかもしれないので、註記しておこう。なん

で部活動がこんな状態になるのか?　 出席が義務

づけられている授業と違って、部活は原則自由参

加だ（部活動全員強制加入の学校もあるが、それ

はここでは除く）。練習をさぼりたいくらいなら、

入らなければいいだけの話ではないか？　また、

自分が中学高校時代に部活に打ち込んできた経験

のある人の中には、厳しくしごいてくれる顧問に

感謝している、それこそ「よい先生」ではないか、

と自然に思っている場合も多いだろう。

　そのような部活動は今でもあるが、そうでない

のもある、ということである。最近の統計的な資

料など、あるのかどうかさえよく知らないので、

全体としてどちらが多いのか、確かなことは言え

ないが、次のような感覚が広がっているのは、教

師として肌身に感じている。

　授業でやる勉強よりは、部活でやる運動のほう

が好きな子はもちろん多い。陸上競技が好きだか

ら陸上部へ入るのであって、嫌いな子が来るわけ

はない。しかしその全員が、非常に苦しい練習を

乗り越えてまで、実力をつけたいと念願している

かどうかは、また別の話になる。いくら好きでも、

全国大会に出場できるほどの者はもとより少数で

あり、その他いろいろ考えても、運動をやったこ

とによって報いられる見込みは、勉強よりもっと

少ない。今の子どもにはその事実は知れ渡ってい

る。と、すれば、好きなことは、好きなようにや

りたくなる。

　とはいえ、運動をやる以上、体力や技術が向上

すればやっぱりうれしい。その喜びがないとした

ら、部活はやらない。このへんの機微は非常に微

妙であって、あまり強くない部の顧問になった教

師は、それを視野に入れて、やっていくしかない

のである。生徒の感情を無視して、むやみにスパ

ルタでやっても、まるっきり放っておいても、そ

の部活は早晩崩壊する公算が高い。　

　「蹴りたい背中」中の部活は、明らかに、スパ

ルタ式訓練が通用する種類のものではない。生徒

たちは、あまりきつい練習はしたくないので、甘

えるふりをして、顧問教師を丸めこもうとする。

教師は、丸めこまれたふりをして、なんとか体面

を保ちつつ、部活を存続させようとする。

　そんなに悪いことだろうか？　とりあえず、教

師と生徒の関係は良好なのだ。みみっちい計算が

双方に働いていることは確かだが、見方を変えれ

ば可愛いものだとも言えるだろう。主人公にして

も、全国大会を目指すほど陸上に入れあげている

わけではない。ここでも問題になるのは、彼女の

潔癖さである。人間関係で働くインチキは、それ

が卑小なものであればあるほど、許せなくなると

いう、やっかいなリゴリズム。

　私は、かつての文学少年として、彼女に多大な

共感を覚えるが、残念ながら、馬齢を重ねるうち

に、こういう感覚のままに生きていくのは非常に

難しいことも学んでしまった。いかにも、本当の

信頼関係は馴れ合いとは違うだろう。しかし、実

際の生活の場で、この二つを区別することは口で

言うほど簡単ではないし、区別する必要性が感じ

られることは、学校でもよそでも、めったにない

のである。

　教師だって「もてたい」のだ、ということは率

直に認めておいたほうがいいだろう。こういうと

ころでは、教師はまったくもって「ただの人」に

過ぎない。当たり前の話だけれど。

　誰だって、他人に嫌われるよりは、好かれたほ

うがいいに決まっている。「蹴りたい背中」の主

人公のような、潔癖な性向のままに、厳しい生き

方を選択した者でさえ。「人間（生徒たち）に囲

まれて先生が舞い上がる度に、生き生きする度に、

私は自分の生き方に対して自信を失くしていく」

　別の箇所では、「長谷川は練習を頑張るから、

これからは伸びるはずだ」と、嫌いなはずの顧問

教師から言われ、不覚にも涙ぐみそうになる。人

に認めてもらいたい欲求は、人間として最も根源

的なものの一つだろう。そのために多少不純な手

練手管が働いたとしても、そんなに咎めるべきこ

とではない。

　問題はこの先にある。それでもやっぱり教師は、

生徒と馴れ合ってばかりではいけない。

　馴れ合い、とは、教師もまた、部活なら部活、

クラスならクラスの空気にある程度合わせるとい

うことだ。「蹴りたい背中」の、陸上部の顧問教

師も、そうだ。それは、教師もまた生徒とともに

学校で生活する者である以上、ある程度は必然で

あり、必要なことでもある。ただ、度をこしてし

まうと、まずいことになる。

　教室の空気にあわせ過ぎてしまうことの例とし

ては、さらに古く、昭和61（1986）年当時、か

なり話題になった「葬式ごっこ」がある。ある生

徒が病気でしばらく休んだとき、この子が死んだ

ことにする遊びが始まった。追悼のための色紙が

クラス内をめぐり、かなりの人数が書き込む。「安

らかに眠ってくれ」とか、なんとか。そこに、担

任教師も書き込みをしていた、というあの事件で

ある。

　この子どもは他でもいじめられており、「この

ままじゃ生きジゴクになっちゃうよ」という悲痛

な遺書を残して自死した。そうでなければ、「葬

式ごっこ」が世間に知れ渡ることはなかったろう。

ひとたび知れ渡ったら、教師がなんという非常識

な、いや、非道なことをするのだ、という憤激が、

全国的に湧き上がり、以後、「いじめ」は、最も

重要な教育問題であると認知された。

　冷静に考えて、この教師の行動はどこから出て

きたのか。葬式ごっこは、「軽いノリ」・「ほん

の冗談」の調子で行われたのに違いない。色紙に

書き込んだ生徒の大部分はもとより、ひょっとし

たら首謀者（この「遊び」を始めた生徒）もそう

だったかも知れない。そこに、教師も巻き込まれ

ていった。つまり、おふざけ気分を共有して、生

徒との「連帯」を得るために、書き込んでしまっ

た。それがおそらく真相に近い。

　こういう事態を招く原因の一つは、明らかに、

従来からの教育観にもある。教師は、生徒との信

頼関係こそ大切であり、常に生徒の事情や気持ち

を思いやることが求められる、とする、今でもお

なじみのアレだ。まちがいだと言うつもりはない。

しかし、お互いに対立することも珍しくないクラ

ス内の個々人の「気持ち」を掴み、いちいち適確

に対応していくなんて、並の人間には至難だ。勢

い、クラスの多数派に同調しがちになる。そこに

危険がある。

　どうすればいいのか。教師は、「友だち先生」

はやめて、昔はあったとされている「威厳」を取

り戻せばいいのか。これまた、非常に難しい。特

にそれを、教師個人の力だけでやれ、ということ

になったら、はっきりと不可能だ、と申し上げた

ほうがよい。

　昔の教師がエラかったとすれば、それは、世間

に「教師はエラいってことにしとこう」という暗

黙の了解があったことを意味する。この点で菅野

プロフィール

本名鈴木敏男。茨城県の公立高校教諭（令和2年3月まで）。

かたわら、文章を書く。単行本に『学校はいかに語られた

か』『思想以前』『団塊の世代とは何だったのか』『軟弱

者の戦争論』など。

仁『教育幻想　クールティーチャー宣言』（ちく

まプリマー新書　平成22年）に書いてあることは、

全く正確である。「（教師が）ときには『上から

ものを言う』ことも大切なのです。でもそれは周

りの支えがない状態で、一人の先生の力で行うこ

とは不可能です」
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春降る雪は音もなく（１）

　次郎は激しく蹴った。わけもなく蹴った。突然襲

撃された親犬はウウーッと唸り、歯をむき出し、対

抗の姿勢を取った。威嚇の唸り声を上げながら腹の

下の子犬を庇って身構えた。

“クソッ”吐き捨てるように言って、そのままスタ

スタと自室に戻って行った。

「本当に次郎は乱暴すん時あるな。」

「いったい何が気にくわないだべね。」

「何だかんだ言っても、次郎もあと少しで大阪に

行っちまうんだべ。ちゃんと勤まるべかな。」

「勤まればいいけんどな。普段はいい子なんだけど

な。時々急にあんな風になるべ。なんでだべな。修

はともかくな。」

「そんでもよ、二人とも夜間の高校さ行くんだべ。

昼、働いてよ。」

「そんだな。次郎も修も辛抱しなきゃな。あんなこ

としたら、どこさ行っても勤まらんべさ。だけんど

な、わしはな、次郎がメンコイんだ。」

「そうだな、ちっこい時からいるからな。ん、メン

コイな。」

二人は笑った。

「ん、メンコイな。」

もう一度、声を立てて笑った。

おばちゃん保育士たちの周りにいた数人の小学生が

遊び始めた。子供たちが犬を慰めようと近づくと、

親犬はウウーッと唸って歯をむき出した。

「ああ、あぶない、あぶないべさ。今近づいたら嚙

みつかれちまうべ。」

親犬は長い舌で子犬の背を愛撫し始めた。子供たち

は犬の親子をながめて楽しそうだ。

中庭に平和が戻った。

　二階に駆け上がった次郎は汗臭いベッドに寝転ん

だ。“アカシア”が次郎の部屋だ。頭上のカレンダ

ーに目をやると“大阪”と太い黒字で書かれている。

3月27日まで塗りつぶす空間は５つ。

“ようやく、施設を出られる。”

指の関節を鈍く鳴らして目を閉じた。

“あと５日だ・・・。”

　次郎は不安に押しつぶされそうになっていた。本

当は何もかにもが不安だった。

　物心がついた頃には、次郎は既に施設の人となっ

ていた。北海道の寂れた片田舎の児童養護施設で海

を見つめながら育ってきた。小学校に入学する時も、

中学校を卒業する時も生活のすべてがここにあった。

食べる物・着る物・文具類全てが支給された。すべ

ては支給されたものばかりだった。

　そして、ここには個人の意思など存在し得なかっ

た。生活のすべてはルールの中にあり、個人の時間

でさえ管理されていた。

　こうして次郎は生きていく術を施設で身につけた。

　しかし、次郎の身体のどこからかふつふつと湧き

上がる自由への希求と息吹が芽を出し始め、気が付

くと次郎は真面目に勉強に取り組んでいた。勉強を

していると、誰からもとやかく言われないし、学力

山　　えつこ（教育アドバイザー）

が自分の立場を徐々に優位にさせてくれるのを膚で

感じていた。本も読んだ。本は、次郎の心を自由に

解放してくれた。

　ここには、次郎が親友と呼べる修がいた。他の仲

間たちともすべてのことで助け合ってきた。

　施設から高校へ通うことも許されていたが、次郎

と修は、一緒に大阪で働きながら夜間の高校に通う

ことに決めていた。

　次郎は外へ出たかった。

　同期生7名、男子4人女子3人。ここへ送られてき

た理由もさまざまだったが、入所期間もさまざまだ

った。共に近くの公立小学校と中学校に通い、共に

生活をしてきた仲間だった。

　卒業式が終わると同時に、早速４人は施設を去っ

ていた。一人は貧困家庭の娘で働き手として紋別に

帰った。不良ばかりしていた少女は花屋さんで働き

たいと釧路の自分の生まれた地を選んだ。そして、

一人は実家には継父がいるから嫌だといって東京と

いう離れた地を選んだ。窃盗を繰り返していたとい

う孝雄は不安な表情のまま、派手な身なりをした母

親に引き取られていった。

　彼らは勉強が嫌いだった。

　そんな中、生真面目な明彦だけは施設から近くの

高校に通うことを希望していた。それは、祖父母を

大いに失望させた。

　明彦が５年生の時、離婚した両親は祖父母のとこ

ろに明彦を置き去りにした。明彦も見捨てられた子

だった。

「修〜！修〜！」

　次郎は寝転んだまま叫んだ。次郎の声が館内に響

き渡る。廊下で下級生の話し声がする。次郎は思い

っきり腹に力を込めてもう一度叫んだ。

「修〜！コラ〜ッ！修〜！」

ドスッという音と共に次郎の腹に一撃が入った。両

手で腹をおさえ、ウッと身体をまるめた。

「修、このやろう。」

修は、高笑いしながらひょろりとした体を次郎の横

に転がり込ませる。

「何、そんなに大声でわめいてんだよ。」

「呼んでもオマエ、来ないからだべ。」

「次郎、オマエ、何やったんだ。おばちゃんたち怒

ってたぞ。」

「あ～あ、チョットね、犬をかわいがっただけ。」

「謝って来いよ。また、茎津先生に言われたら面倒

だべ。」

親犬があまりにも愛おしそうに子犬をなめているそ

の眼差しに、次郎は反応した。しかし、そのことは

言わなかった。

　修は、中学１年生の時にこの施設に来た。背中に

は父親から受けたという虐待の傷跡が残っていた。

この3年間、修に会いに来た人は誰もいなかった。

今では次郎の親友であり兄弟でもあった。

「そんなことより、修、オレな、海に行きたいんだ。

海、見に行くべ。」

「これからか。」

「今だよ。大阪に行っちゃったらさ、なかなか見ら

れないべ。な、行くべ。」

「だな、行ってくるか。」

修はちょっと外を気にして、首をすくめた。

「だけどな、風、ひどく強いからな。骨まで冷える

ぞ。」

「ヨオ、上等上等。じゃあ、行こう行こう、行くべ。」

二人は笑いながら転がるようにして外へ出た。身を

刺す冷たい潮風と夕陽が少年たちを迎えた。

　掃除開始のチャイムが鳴っていたのも二人には愉

快だった。勝手に施設の外に出ることは禁止されて

いた。だが、二人は息を殺して突っ走った。冷たい

潮風は腹の底まで凍らせた。

「茎津先生、怒ってるかな。」

そうつぶやく修の心配をよそに、次郎は夕陽の沈む

水平線に目をやり、射るように見つめている。

　二人はコンクリートの堤防の上で頭を合わせるよ

うに左右に大の字に寝転んだ。体の芯から弾むよう

なワクワク感が湧いてくる。チロチロと希望の火を

二人は共有した。

“大阪に行く”が二人の合言葉になっていた。

「なあ、修、アメリカ行かないか。」

「なんだ、急に。」

「高校卒業する迄な、働いてるだろ。お金貯めるん

だ。そんで、アメリカに行きたくねえか。」

「アメリカか。いいな。行けるべか。」

「おばちゃんたちさ、よく言ってるべ、金は無駄使

いしないで貯めとけって。金があればやりたいこと

に使えるって。」

「・・・ん、そりゃあ、そうだな。」

修は、自分達がもらう給料と、学費・下宿代・その

ほかにかかるだろうお金のことが大体わかっていた。

ここにいるのとは違って、これからはパンツも服も

靴下・歯ブラシ・鉛筆１本も自分のお金で買わなけ

ればならないのだ。

“次郎は、お金の価値がわかっていない”と、修は

不安に思った。

　次郎は本を読むうちに、自由の国アメリカにどん

どん魅せられていっていた。

　修は次郎の眼が輝いているのを覗き見た。その輝

きに次郎の計り知れぬ希望を見た。２人の夢は蓄積

されていく。

　次郎が修の頭をど突いた。修も次郎の頭をど突い

た。

“そろそろ、帰ろう”の合図だ。

もう水平線は見えなかった。辺りの雪の白さだけが

陸と海を分けていた。堤防の上からも２階建の施設

が黒くドッシリ望めた。

「もう少しで見納めだな。」

次郎が突き放すように言った。

「早く、出たいな。」

修も答えた。“ナア”と二人は海の向こうに熱い一

瞥を送って、叫び声を上げながら一目散に施設に向

かって駆けた。

“よしッ。大阪に行くべ、ナア。”

　そっとドアを開けると、食堂はむっとする食べ物

の匂いが充満していた。みんな、身動きせずに黙と

うをしている。二人も慌てて黙とうをした。二人の

食事トレーはネコタが運んでおいてくれた。ネコタ

は気のいい中２の少年で片方の視力はほとんどない。

誰にも優しい。施設内の幼児たちにも優しい。

「オイ、何やってたんだ。」

　次郎の頭がコツンとされた。若い川野辺指導員が

睨んでいた。次郎は遅れてきたことだと分かったが、

無言で黙とうを続けた。いつでも次郎と修が何かを

すると、次郎が叱られた。次郎は慣れっこになって

いた。次郎はもう何も感じないことにしていた。こ

こでは反抗はおろか弁解も許されないことを長い間

に身体が覚えていた。

　川野辺指導員は力を込めて歩く。足音が、みんな

の前まで来ると止まった。みんなの姿勢が音を立て

て正される。

「よし。」

低い声がした。

「いただきます。」

当番の声がする。

「いただきます。」

児童約80名の男女が一斉に唱和すると、にぎやか

にプラスチックの食器と箸のぶつかり合う音がはじ

まった。

「修、茎津先生、修に事務室に来いってサ。さっき、

放送流れていたぞ。」

修の隣の少年が小さな声でささやいた。

「えっ、茎津先生、ヤベエ。」

修は箸を放り投げ、夕食を中断して慌てて事務所に

向かった。

「すみません。気がつかな・・・。」

事務所の戸を開けて、修は見たくない人を見つけた。

みすぼらしくしょんぼり座っている。その男は修を

見ると嬉しそうにしたが、修は無視した。

茎津先生は、いつもの茎津先生ではなかった。にこ

やかな笑顔があった。

「おお、遅かったな修。誰かわかるか。」

「・・・。」

「修、お前の親父だろうが。なあ、覚えてないこと

はないべ。」

「・・・。」

「あ、お父さん、ま、どうです、こちらで二人で話

すほうが。」

事務所の向かいの面接室にうながされて、二人は引

き込まれるように入った。茎津はドアを閉めて戻っ

て行った。

「おい、修。オマエ、大きくなったなあ。」

父親はすり寄ってきた。身なりはみすぼらしく口が

臭かった。

「元気そうだな。」

「・・・。」

「父ちゃん、年とったろう。ヨレヨレださ、もう。」

１人で作り笑いをしている。この作り笑いに修はし

っかりと見覚えがあった。

「なあ、・・・あのな、久しぶりに父ちゃんとウチ

に帰ってみないか。」

男の手が無遠慮に修の肩に触れた。

修に電気が走った。

修は立ち上がると、無言のまま面会室を飛び出し、

食堂まで突っ走った。ドアを乱暴に開けるとみんな

が一斉に修を見た。修は自分の席についてガツガツ

飯を食った。ただひたすら食った。誰も声を掛けな

い。

「おお、修、もう終わったんか。」

川野辺指導員の声を無視した。

次郎は修の顔が引きつっているのを見逃さなかった。

修の異変を感じ取った。

「青山修、至急、事務所に来なさい。」

アナウンスが入った。茎津の声だ。修は無視して飯

を食っていた。修は、今まで職員に抵抗することは

なかった。いわゆるいい子だったのだ。とりわけ茎

津先生には誰も抵抗できない。それだけに周りがソ

ワソワし始めた。修は、ひたすら飯を口に詰め込ん

でいる。

「修〜、茎津先生だぞ。早く行け。怒られるぞ。」

口々に言いだしたとき、再びアナウンスが入った。

「青山修、至急、事務所に来なさい。」

茎津の声が明らかにイラついていた。

修が小さく言った。

「クソッ。」

修は不愉快さをあらわにして戻って行った。
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　次郎は激しく蹴った。わけもなく蹴った。突然襲

撃された親犬はウウーッと唸り、歯をむき出し、対

抗の姿勢を取った。威嚇の唸り声を上げながら腹の

下の子犬を庇って身構えた。

“クソッ”吐き捨てるように言って、そのままスタ

スタと自室に戻って行った。

「本当に次郎は乱暴すん時あるな。」

「いったい何が気にくわないだべね。」

「何だかんだ言っても、次郎もあと少しで大阪に

行っちまうんだべ。ちゃんと勤まるべかな。」

「勤まればいいけんどな。普段はいい子なんだけど

な。時々急にあんな風になるべ。なんでだべな。修

はともかくな。」

「そんでもよ、二人とも夜間の高校さ行くんだべ。

昼、働いてよ。」

「そんだな。次郎も修も辛抱しなきゃな。あんなこ

としたら、どこさ行っても勤まらんべさ。だけんど

な、わしはな、次郎がメンコイんだ。」

「そうだな、ちっこい時からいるからな。ん、メン

コイな。」

二人は笑った。

「ん、メンコイな。」

もう一度、声を立てて笑った。

おばちゃん保育士たちの周りにいた数人の小学生が

遊び始めた。子供たちが犬を慰めようと近づくと、

親犬はウウーッと唸って歯をむき出した。

「ああ、あぶない、あぶないべさ。今近づいたら嚙

みつかれちまうべ。」

親犬は長い舌で子犬の背を愛撫し始めた。子供たち

は犬の親子をながめて楽しそうだ。

中庭に平和が戻った。

　二階に駆け上がった次郎は汗臭いベッドに寝転ん

だ。“アカシア”が次郎の部屋だ。頭上のカレンダ

ーに目をやると“大阪”と太い黒字で書かれている。

3月27日まで塗りつぶす空間は５つ。

“ようやく、施設を出られる。”

指の関節を鈍く鳴らして目を閉じた。

“あと５日だ・・・。”

　次郎は不安に押しつぶされそうになっていた。本

当は何もかにもが不安だった。

　物心がついた頃には、次郎は既に施設の人となっ

ていた。北海道の寂れた片田舎の児童養護施設で海

を見つめながら育ってきた。小学校に入学する時も、

中学校を卒業する時も生活のすべてがここにあった。

食べる物・着る物・文具類全てが支給された。すべ

ては支給されたものばかりだった。

　そして、ここには個人の意思など存在し得なかっ

た。生活のすべてはルールの中にあり、個人の時間

でさえ管理されていた。

　こうして次郎は生きていく術を施設で身につけた。

　しかし、次郎の身体のどこからかふつふつと湧き

上がる自由への希求と息吹が芽を出し始め、気が付

くと次郎は真面目に勉強に取り組んでいた。勉強を

していると、誰からもとやかく言われないし、学力

が自分の立場を徐々に優位にさせてくれるのを膚で

感じていた。本も読んだ。本は、次郎の心を自由に

解放してくれた。

　ここには、次郎が親友と呼べる修がいた。他の仲

間たちともすべてのことで助け合ってきた。

　施設から高校へ通うことも許されていたが、次郎

と修は、一緒に大阪で働きながら夜間の高校に通う

ことに決めていた。

　次郎は外へ出たかった。

　同期生7名、男子4人女子3人。ここへ送られてき

た理由もさまざまだったが、入所期間もさまざまだ

った。共に近くの公立小学校と中学校に通い、共に

生活をしてきた仲間だった。

　卒業式が終わると同時に、早速４人は施設を去っ

ていた。一人は貧困家庭の娘で働き手として紋別に

帰った。不良ばかりしていた少女は花屋さんで働き

たいと釧路の自分の生まれた地を選んだ。そして、

一人は実家には継父がいるから嫌だといって東京と

いう離れた地を選んだ。窃盗を繰り返していたとい

う孝雄は不安な表情のまま、派手な身なりをした母

親に引き取られていった。

　彼らは勉強が嫌いだった。

　そんな中、生真面目な明彦だけは施設から近くの

高校に通うことを希望していた。それは、祖父母を

大いに失望させた。

　明彦が５年生の時、離婚した両親は祖父母のとこ

ろに明彦を置き去りにした。明彦も見捨てられた子

だった。

「修〜！修〜！」

　次郎は寝転んだまま叫んだ。次郎の声が館内に響

き渡る。廊下で下級生の話し声がする。次郎は思い

っきり腹に力を込めてもう一度叫んだ。

「修〜！コラ〜ッ！修〜！」

ドスッという音と共に次郎の腹に一撃が入った。両

手で腹をおさえ、ウッと身体をまるめた。

「修、このやろう。」

修は、高笑いしながらひょろりとした体を次郎の横

に転がり込ませる。

「何、そんなに大声でわめいてんだよ。」

「呼んでもオマエ、来ないからだべ。」

「次郎、オマエ、何やったんだ。おばちゃんたち怒

ってたぞ。」

「あ～あ、チョットね、犬をかわいがっただけ。」

「謝って来いよ。また、茎津先生に言われたら面倒

だべ。」

親犬があまりにも愛おしそうに子犬をなめているそ

の眼差しに、次郎は反応した。しかし、そのことは

言わなかった。

　修は、中学１年生の時にこの施設に来た。背中に

は父親から受けたという虐待の傷跡が残っていた。

この3年間、修に会いに来た人は誰もいなかった。

今では次郎の親友であり兄弟でもあった。

「そんなことより、修、オレな、海に行きたいんだ。

海、見に行くべ。」

「これからか。」

「今だよ。大阪に行っちゃったらさ、なかなか見ら

れないべ。な、行くべ。」

「だな、行ってくるか。」

修はちょっと外を気にして、首をすくめた。

「だけどな、風、ひどく強いからな。骨まで冷える

ぞ。」

「ヨオ、上等上等。じゃあ、行こう行こう、行くべ。」

二人は笑いながら転がるようにして外へ出た。身を

刺す冷たい潮風と夕陽が少年たちを迎えた。

　掃除開始のチャイムが鳴っていたのも二人には愉

快だった。勝手に施設の外に出ることは禁止されて

いた。だが、二人は息を殺して突っ走った。冷たい

潮風は腹の底まで凍らせた。

「茎津先生、怒ってるかな。」

そうつぶやく修の心配をよそに、次郎は夕陽の沈む

水平線に目をやり、射るように見つめている。

　二人はコンクリートの堤防の上で頭を合わせるよ

うに左右に大の字に寝転んだ。体の芯から弾むよう

なワクワク感が湧いてくる。チロチロと希望の火を

二人は共有した。

“大阪に行く”が二人の合言葉になっていた。

「なあ、修、アメリカ行かないか。」

「なんだ、急に。」

「高校卒業する迄な、働いてるだろ。お金貯めるん

だ。そんで、アメリカに行きたくねえか。」

「アメリカか。いいな。行けるべか。」

「おばちゃんたちさ、よく言ってるべ、金は無駄使

いしないで貯めとけって。金があればやりたいこと

に使えるって。」

「・・・ん、そりゃあ、そうだな。」

修は、自分達がもらう給料と、学費・下宿代・その

ほかにかかるだろうお金のことが大体わかっていた。

ここにいるのとは違って、これからはパンツも服も

靴下・歯ブラシ・鉛筆１本も自分のお金で買わなけ

ればならないのだ。

“次郎は、お金の価値がわかっていない”と、修は

不安に思った。

　次郎は本を読むうちに、自由の国アメリカにどん

どん魅せられていっていた。

　修は次郎の眼が輝いているのを覗き見た。その輝

きに次郎の計り知れぬ希望を見た。２人の夢は蓄積

されていく。

　次郎が修の頭をど突いた。修も次郎の頭をど突い

た。

“そろそろ、帰ろう”の合図だ。

もう水平線は見えなかった。辺りの雪の白さだけが

陸と海を分けていた。堤防の上からも２階建の施設

が黒くドッシリ望めた。

「もう少しで見納めだな。」

次郎が突き放すように言った。

「早く、出たいな。」

修も答えた。“ナア”と二人は海の向こうに熱い一

瞥を送って、叫び声を上げながら一目散に施設に向

かって駆けた。

“よしッ。大阪に行くべ、ナア。”

　そっとドアを開けると、食堂はむっとする食べ物

の匂いが充満していた。みんな、身動きせずに黙と

うをしている。二人も慌てて黙とうをした。二人の

食事トレーはネコタが運んでおいてくれた。ネコタ

は気のいい中２の少年で片方の視力はほとんどない。

誰にも優しい。施設内の幼児たちにも優しい。

「オイ、何やってたんだ。」

　次郎の頭がコツンとされた。若い川野辺指導員が

睨んでいた。次郎は遅れてきたことだと分かったが、

無言で黙とうを続けた。いつでも次郎と修が何かを

すると、次郎が叱られた。次郎は慣れっこになって

いた。次郎はもう何も感じないことにしていた。こ

こでは反抗はおろか弁解も許されないことを長い間

に身体が覚えていた。

　川野辺指導員は力を込めて歩く。足音が、みんな

の前まで来ると止まった。みんなの姿勢が音を立て

て正される。

「よし。」

低い声がした。

「いただきます。」

当番の声がする。

「いただきます。」

児童約80名の男女が一斉に唱和すると、にぎやか

にプラスチックの食器と箸のぶつかり合う音がはじ

まった。

「修、茎津先生、修に事務室に来いってサ。さっき、

放送流れていたぞ。」

修の隣の少年が小さな声でささやいた。

「えっ、茎津先生、ヤベエ。」

修は箸を放り投げ、夕食を中断して慌てて事務所に

向かった。

「すみません。気がつかな・・・。」

事務所の戸を開けて、修は見たくない人を見つけた。

みすぼらしくしょんぼり座っている。その男は修を

見ると嬉しそうにしたが、修は無視した。

茎津先生は、いつもの茎津先生ではなかった。にこ

やかな笑顔があった。

「おお、遅かったな修。誰かわかるか。」

「・・・。」

「修、お前の親父だろうが。なあ、覚えてないこと

はないべ。」

「・・・。」

「あ、お父さん、ま、どうです、こちらで二人で話

すほうが。」

事務所の向かいの面接室にうながされて、二人は引

き込まれるように入った。茎津はドアを閉めて戻っ

て行った。

「おい、修。オマエ、大きくなったなあ。」

父親はすり寄ってきた。身なりはみすぼらしく口が

臭かった。

「元気そうだな。」

「・・・。」

「父ちゃん、年とったろう。ヨレヨレださ、もう。」

１人で作り笑いをしている。この作り笑いに修はし

っかりと見覚えがあった。

「なあ、・・・あのな、久しぶりに父ちゃんとウチ

に帰ってみないか。」

男の手が無遠慮に修の肩に触れた。

修に電気が走った。

修は立ち上がると、無言のまま面会室を飛び出し、

食堂まで突っ走った。ドアを乱暴に開けるとみんな

が一斉に修を見た。修は自分の席についてガツガツ

飯を食った。ただひたすら食った。誰も声を掛けな

い。

「おお、修、もう終わったんか。」

川野辺指導員の声を無視した。

次郎は修の顔が引きつっているのを見逃さなかった。

修の異変を感じ取った。

「青山修、至急、事務所に来なさい。」

アナウンスが入った。茎津の声だ。修は無視して飯

を食っていた。修は、今まで職員に抵抗することは

なかった。いわゆるいい子だったのだ。とりわけ茎

津先生には誰も抵抗できない。それだけに周りがソ

ワソワし始めた。修は、ひたすら飯を口に詰め込ん

でいる。

「修〜、茎津先生だぞ。早く行け。怒られるぞ。」

口々に言いだしたとき、再びアナウンスが入った。

「青山修、至急、事務所に来なさい。」

茎津の声が明らかにイラついていた。

修が小さく言った。

「クソッ。」

修は不愉快さをあらわにして戻って行った。
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抗の姿勢を取った。威嚇の唸り声を上げながら腹の

下の子犬を庇って身構えた。

“クソッ”吐き捨てるように言って、そのままスタ

スタと自室に戻って行った。

「本当に次郎は乱暴すん時あるな。」

「いったい何が気にくわないだべね。」

「何だかんだ言っても、次郎もあと少しで大阪に

行っちまうんだべ。ちゃんと勤まるべかな。」

「勤まればいいけんどな。普段はいい子なんだけど

な。時々急にあんな風になるべ。なんでだべな。修

はともかくな。」

「そんでもよ、二人とも夜間の高校さ行くんだべ。

昼、働いてよ。」

「そんだな。次郎も修も辛抱しなきゃな。あんなこ

としたら、どこさ行っても勤まらんべさ。だけんど

な、わしはな、次郎がメンコイんだ。」

「そうだな、ちっこい時からいるからな。ん、メン

コイな。」

二人は笑った。

「ん、メンコイな。」

もう一度、声を立てて笑った。

おばちゃん保育士たちの周りにいた数人の小学生が

遊び始めた。子供たちが犬を慰めようと近づくと、

親犬はウウーッと唸って歯をむき出した。

「ああ、あぶない、あぶないべさ。今近づいたら嚙

みつかれちまうべ。」

親犬は長い舌で子犬の背を愛撫し始めた。子供たち

は犬の親子をながめて楽しそうだ。

中庭に平和が戻った。

　二階に駆け上がった次郎は汗臭いベッドに寝転ん

だ。“アカシア”が次郎の部屋だ。頭上のカレンダ
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3月27日まで塗りつぶす空間は５つ。

“ようやく、施設を出られる。”

指の関節を鈍く鳴らして目を閉じた。

“あと５日だ・・・。”

　次郎は不安に押しつぶされそうになっていた。本
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食べる物・着る物・文具類全てが支給された。すべ

ては支給されたものばかりだった。

　そして、ここには個人の意思など存在し得なかっ

た。生活のすべてはルールの中にあり、個人の時間

でさえ管理されていた。

　こうして次郎は生きていく術を施設で身につけた。

　しかし、次郎の身体のどこからかふつふつと湧き

上がる自由への希求と息吹が芽を出し始め、気が付

くと次郎は真面目に勉強に取り組んでいた。勉強を

していると、誰からもとやかく言われないし、学力

が自分の立場を徐々に優位にさせてくれるのを膚で

感じていた。本も読んだ。本は、次郎の心を自由に

解放してくれた。

　ここには、次郎が親友と呼べる修がいた。他の仲

間たちともすべてのことで助け合ってきた。

　施設から高校へ通うことも許されていたが、次郎

と修は、一緒に大阪で働きながら夜間の高校に通う

ことに決めていた。

　次郎は外へ出たかった。

　同期生7名、男子4人女子3人。ここへ送られてき

た理由もさまざまだったが、入所期間もさまざまだ

った。共に近くの公立小学校と中学校に通い、共に

生活をしてきた仲間だった。

　卒業式が終わると同時に、早速４人は施設を去っ

ていた。一人は貧困家庭の娘で働き手として紋別に

帰った。不良ばかりしていた少女は花屋さんで働き

たいと釧路の自分の生まれた地を選んだ。そして、

一人は実家には継父がいるから嫌だといって東京と

いう離れた地を選んだ。窃盗を繰り返していたとい

う孝雄は不安な表情のまま、派手な身なりをした母

親に引き取られていった。

　彼らは勉強が嫌いだった。

　そんな中、生真面目な明彦だけは施設から近くの

高校に通うことを希望していた。それは、祖父母を

大いに失望させた。

　明彦が５年生の時、離婚した両親は祖父母のとこ

ろに明彦を置き去りにした。明彦も見捨てられた子

だった。

「修〜！修〜！」

　次郎は寝転んだまま叫んだ。次郎の声が館内に響

き渡る。廊下で下級生の話し声がする。次郎は思い

っきり腹に力を込めてもう一度叫んだ。

「修〜！コラ〜ッ！修〜！」

ドスッという音と共に次郎の腹に一撃が入った。両

手で腹をおさえ、ウッと身体をまるめた。

「修、このやろう。」

修は、高笑いしながらひょろりとした体を次郎の横

に転がり込ませる。

「何、そんなに大声でわめいてんだよ。」

「呼んでもオマエ、来ないからだべ。」

「次郎、オマエ、何やったんだ。おばちゃんたち怒

ってたぞ。」

「あ～あ、チョットね、犬をかわいがっただけ。」

「謝って来いよ。また、茎津先生に言われたら面倒

だべ。」

親犬があまりにも愛おしそうに子犬をなめているそ

の眼差しに、次郎は反応した。しかし、そのことは

言わなかった。

　修は、中学１年生の時にこの施設に来た。背中に

は父親から受けたという虐待の傷跡が残っていた。

この3年間、修に会いに来た人は誰もいなかった。

今では次郎の親友であり兄弟でもあった。

「そんなことより、修、オレな、海に行きたいんだ。

海、見に行くべ。」

「これからか。」

「今だよ。大阪に行っちゃったらさ、なかなか見ら

れないべ。な、行くべ。」

「だな、行ってくるか。」

修はちょっと外を気にして、首をすくめた。

「だけどな、風、ひどく強いからな。骨まで冷える

ぞ。」

「ヨオ、上等上等。じゃあ、行こう行こう、行くべ。」

二人は笑いながら転がるようにして外へ出た。身を

刺す冷たい潮風と夕陽が少年たちを迎えた。

　掃除開始のチャイムが鳴っていたのも二人には愉

快だった。勝手に施設の外に出ることは禁止されて

いた。だが、二人は息を殺して突っ走った。冷たい

潮風は腹の底まで凍らせた。

「茎津先生、怒ってるかな。」

そうつぶやく修の心配をよそに、次郎は夕陽の沈む

水平線に目をやり、射るように見つめている。

　二人はコンクリートの堤防の上で頭を合わせるよ

うに左右に大の字に寝転んだ。体の芯から弾むよう

なワクワク感が湧いてくる。チロチロと希望の火を

二人は共有した。

“大阪に行く”が二人の合言葉になっていた。

「なあ、修、アメリカ行かないか。」

「なんだ、急に。」

「高校卒業する迄な、働いてるだろ。お金貯めるん

だ。そんで、アメリカに行きたくねえか。」

「アメリカか。いいな。行けるべか。」

「おばちゃんたちさ、よく言ってるべ、金は無駄使

いしないで貯めとけって。金があればやりたいこと

に使えるって。」

「・・・ん、そりゃあ、そうだな。」

修は、自分達がもらう給料と、学費・下宿代・その

ほかにかかるだろうお金のことが大体わかっていた。

ここにいるのとは違って、これからはパンツも服も

靴下・歯ブラシ・鉛筆１本も自分のお金で買わなけ

ればならないのだ。

“次郎は、お金の価値がわかっていない”と、修は

不安に思った。

　次郎は本を読むうちに、自由の国アメリカにどん

どん魅せられていっていた。

　修は次郎の眼が輝いているのを覗き見た。その輝

きに次郎の計り知れぬ希望を見た。２人の夢は蓄積

されていく。

　次郎が修の頭をど突いた。修も次郎の頭をど突い

た。

“そろそろ、帰ろう”の合図だ。

もう水平線は見えなかった。辺りの雪の白さだけが

陸と海を分けていた。堤防の上からも２階建の施設

が黒くドッシリ望めた。

「もう少しで見納めだな。」

次郎が突き放すように言った。

「早く、出たいな。」

修も答えた。“ナア”と二人は海の向こうに熱い一

瞥を送って、叫び声を上げながら一目散に施設に向

かって駆けた。

“よしッ。大阪に行くべ、ナア。”

　そっとドアを開けると、食堂はむっとする食べ物

の匂いが充満していた。みんな、身動きせずに黙と

うをしている。二人も慌てて黙とうをした。二人の

食事トレーはネコタが運んでおいてくれた。ネコタ

は気のいい中２の少年で片方の視力はほとんどない。

誰にも優しい。施設内の幼児たちにも優しい。

「オイ、何やってたんだ。」

　次郎の頭がコツンとされた。若い川野辺指導員が

睨んでいた。次郎は遅れてきたことだと分かったが、

無言で黙とうを続けた。いつでも次郎と修が何かを

すると、次郎が叱られた。次郎は慣れっこになって

いた。次郎はもう何も感じないことにしていた。こ

こでは反抗はおろか弁解も許されないことを長い間

に身体が覚えていた。

　川野辺指導員は力を込めて歩く。足音が、みんな

の前まで来ると止まった。みんなの姿勢が音を立て

て正される。

「よし。」

低い声がした。

「いただきます。」

当番の声がする。

「いただきます。」

児童約80名の男女が一斉に唱和すると、にぎやか

にプラスチックの食器と箸のぶつかり合う音がはじ

まった。

「修、茎津先生、修に事務室に来いってサ。さっき、

放送流れていたぞ。」

修の隣の少年が小さな声でささやいた。

「えっ、茎津先生、ヤベエ。」

修は箸を放り投げ、夕食を中断して慌てて事務所に

向かった。

「すみません。気がつかな・・・。」

事務所の戸を開けて、修は見たくない人を見つけた。

みすぼらしくしょんぼり座っている。その男は修を

見ると嬉しそうにしたが、修は無視した。

茎津先生は、いつもの茎津先生ではなかった。にこ

やかな笑顔があった。

「おお、遅かったな修。誰かわかるか。」

「・・・。」

「修、お前の親父だろうが。なあ、覚えてないこと

はないべ。」

「・・・。」

「あ、お父さん、ま、どうです、こちらで二人で話

すほうが。」

事務所の向かいの面接室にうながされて、二人は引

き込まれるように入った。茎津はドアを閉めて戻っ

て行った。

「おい、修。オマエ、大きくなったなあ。」

父親はすり寄ってきた。身なりはみすぼらしく口が

臭かった。

「元気そうだな。」

「・・・。」

「父ちゃん、年とったろう。ヨレヨレださ、もう。」

１人で作り笑いをしている。この作り笑いに修はし

っかりと見覚えがあった。

「なあ、・・・あのな、久しぶりに父ちゃんとウチ

に帰ってみないか。」

男の手が無遠慮に修の肩に触れた。

修に電気が走った。

修は立ち上がると、無言のまま面会室を飛び出し、

食堂まで突っ走った。ドアを乱暴に開けるとみんな

が一斉に修を見た。修は自分の席についてガツガツ

飯を食った。ただひたすら食った。誰も声を掛けな

い。

「おお、修、もう終わったんか。」

川野辺指導員の声を無視した。

次郎は修の顔が引きつっているのを見逃さなかった。

修の異変を感じ取った。

「青山修、至急、事務所に来なさい。」

アナウンスが入った。茎津の声だ。修は無視して飯

を食っていた。修は、今まで職員に抵抗することは

なかった。いわゆるいい子だったのだ。とりわけ茎

津先生には誰も抵抗できない。それだけに周りがソ

ワソワし始めた。修は、ひたすら飯を口に詰め込ん

でいる。

「修〜、茎津先生だぞ。早く行け。怒られるぞ。」

口々に言いだしたとき、再びアナウンスが入った。

「青山修、至急、事務所に来なさい。」

茎津の声が明らかにイラついていた。

修が小さく言った。

「クソッ。」

修は不愉快さをあらわにして戻って行った。
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　次郎は激しく蹴った。わけもなく蹴った。突然襲

撃された親犬はウウーッと唸り、歯をむき出し、対

抗の姿勢を取った。威嚇の唸り声を上げながら腹の

下の子犬を庇って身構えた。

“クソッ”吐き捨てるように言って、そのままスタ

スタと自室に戻って行った。

「本当に次郎は乱暴すん時あるな。」

「いったい何が気にくわないだべね。」

「何だかんだ言っても、次郎もあと少しで大阪に

行っちまうんだべ。ちゃんと勤まるべかな。」

「勤まればいいけんどな。普段はいい子なんだけど

な。時々急にあんな風になるべ。なんでだべな。修

はともかくな。」

「そんでもよ、二人とも夜間の高校さ行くんだべ。

昼、働いてよ。」

「そんだな。次郎も修も辛抱しなきゃな。あんなこ

としたら、どこさ行っても勤まらんべさ。だけんど

な、わしはな、次郎がメンコイんだ。」

「そうだな、ちっこい時からいるからな。ん、メン

コイな。」

二人は笑った。

「ん、メンコイな。」

もう一度、声を立てて笑った。

おばちゃん保育士たちの周りにいた数人の小学生が

遊び始めた。子供たちが犬を慰めようと近づくと、

親犬はウウーッと唸って歯をむき出した。

「ああ、あぶない、あぶないべさ。今近づいたら嚙

みつかれちまうべ。」

親犬は長い舌で子犬の背を愛撫し始めた。子供たち

は犬の親子をながめて楽しそうだ。

中庭に平和が戻った。
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だ。“アカシア”が次郎の部屋だ。頭上のカレンダ
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“あと５日だ・・・。”

　次郎は不安に押しつぶされそうになっていた。本

当は何もかにもが不安だった。

　物心がついた頃には、次郎は既に施設の人となっ

ていた。北海道の寂れた片田舎の児童養護施設で海

を見つめながら育ってきた。小学校に入学する時も、

中学校を卒業する時も生活のすべてがここにあった。

食べる物・着る物・文具類全てが支給された。すべ

ては支給されたものばかりだった。

　そして、ここには個人の意思など存在し得なかっ

た。生活のすべてはルールの中にあり、個人の時間

でさえ管理されていた。

　こうして次郎は生きていく術を施設で身につけた。

　しかし、次郎の身体のどこからかふつふつと湧き

上がる自由への希求と息吹が芽を出し始め、気が付

くと次郎は真面目に勉強に取り組んでいた。勉強を

していると、誰からもとやかく言われないし、学力

が自分の立場を徐々に優位にさせてくれるのを膚で

感じていた。本も読んだ。本は、次郎の心を自由に

解放してくれた。

　ここには、次郎が親友と呼べる修がいた。他の仲

間たちともすべてのことで助け合ってきた。

　施設から高校へ通うことも許されていたが、次郎

と修は、一緒に大阪で働きながら夜間の高校に通う

ことに決めていた。

　次郎は外へ出たかった。

　同期生7名、男子4人女子3人。ここへ送られてき

た理由もさまざまだったが、入所期間もさまざまだ

った。共に近くの公立小学校と中学校に通い、共に

生活をしてきた仲間だった。

　卒業式が終わると同時に、早速４人は施設を去っ

ていた。一人は貧困家庭の娘で働き手として紋別に

帰った。不良ばかりしていた少女は花屋さんで働き

たいと釧路の自分の生まれた地を選んだ。そして、

一人は実家には継父がいるから嫌だといって東京と

いう離れた地を選んだ。窃盗を繰り返していたとい

う孝雄は不安な表情のまま、派手な身なりをした母

親に引き取られていった。

　彼らは勉強が嫌いだった。

　そんな中、生真面目な明彦だけは施設から近くの

高校に通うことを希望していた。それは、祖父母を

大いに失望させた。

　明彦が５年生の時、離婚した両親は祖父母のとこ

ろに明彦を置き去りにした。明彦も見捨てられた子

だった。

「修〜！修〜！」

　次郎は寝転んだまま叫んだ。次郎の声が館内に響

き渡る。廊下で下級生の話し声がする。次郎は思い

っきり腹に力を込めてもう一度叫んだ。

「修〜！コラ〜ッ！修〜！」

ドスッという音と共に次郎の腹に一撃が入った。両

手で腹をおさえ、ウッと身体をまるめた。

「修、このやろう。」

修は、高笑いしながらひょろりとした体を次郎の横

に転がり込ませる。

「何、そんなに大声でわめいてんだよ。」

「呼んでもオマエ、来ないからだべ。」

「次郎、オマエ、何やったんだ。おばちゃんたち怒

ってたぞ。」

「あ～あ、チョットね、犬をかわいがっただけ。」

「謝って来いよ。また、茎津先生に言われたら面倒

だべ。」

親犬があまりにも愛おしそうに子犬をなめているそ

の眼差しに、次郎は反応した。しかし、そのことは

言わなかった。

　修は、中学１年生の時にこの施設に来た。背中に

は父親から受けたという虐待の傷跡が残っていた。

この3年間、修に会いに来た人は誰もいなかった。

今では次郎の親友であり兄弟でもあった。

「そんなことより、修、オレな、海に行きたいんだ。

海、見に行くべ。」

「これからか。」

「今だよ。大阪に行っちゃったらさ、なかなか見ら

れないべ。な、行くべ。」

「だな、行ってくるか。」

修はちょっと外を気にして、首をすくめた。

「だけどな、風、ひどく強いからな。骨まで冷える

ぞ。」

「ヨオ、上等上等。じゃあ、行こう行こう、行くべ。」

二人は笑いながら転がるようにして外へ出た。身を

刺す冷たい潮風と夕陽が少年たちを迎えた。

　掃除開始のチャイムが鳴っていたのも二人には愉

快だった。勝手に施設の外に出ることは禁止されて

いた。だが、二人は息を殺して突っ走った。冷たい

潮風は腹の底まで凍らせた。

「茎津先生、怒ってるかな。」

そうつぶやく修の心配をよそに、次郎は夕陽の沈む

水平線に目をやり、射るように見つめている。

　二人はコンクリートの堤防の上で頭を合わせるよ

うに左右に大の字に寝転んだ。体の芯から弾むよう

なワクワク感が湧いてくる。チロチロと希望の火を

二人は共有した。

“大阪に行く”が二人の合言葉になっていた。

「なあ、修、アメリカ行かないか。」

「なんだ、急に。」

「高校卒業する迄な、働いてるだろ。お金貯めるん

だ。そんで、アメリカに行きたくねえか。」

「アメリカか。いいな。行けるべか。」

「おばちゃんたちさ、よく言ってるべ、金は無駄使

いしないで貯めとけって。金があればやりたいこと

に使えるって。」

「・・・ん、そりゃあ、そうだな。」

修は、自分達がもらう給料と、学費・下宿代・その

ほかにかかるだろうお金のことが大体わかっていた。

ここにいるのとは違って、これからはパンツも服も

靴下・歯ブラシ・鉛筆１本も自分のお金で買わなけ

ればならないのだ。

“次郎は、お金の価値がわかっていない”と、修は

不安に思った。

　次郎は本を読むうちに、自由の国アメリカにどん

どん魅せられていっていた。

　修は次郎の眼が輝いているのを覗き見た。その輝

きに次郎の計り知れぬ希望を見た。２人の夢は蓄積

されていく。

　次郎が修の頭をど突いた。修も次郎の頭をど突い

た。

“そろそろ、帰ろう”の合図だ。

もう水平線は見えなかった。辺りの雪の白さだけが

陸と海を分けていた。堤防の上からも２階建の施設

が黒くドッシリ望めた。

「もう少しで見納めだな。」

次郎が突き放すように言った。

「早く、出たいな。」

修も答えた。“ナア”と二人は海の向こうに熱い一

瞥を送って、叫び声を上げながら一目散に施設に向

かって駆けた。

“よしッ。大阪に行くべ、ナア。”

　そっとドアを開けると、食堂はむっとする食べ物

の匂いが充満していた。みんな、身動きせずに黙と

うをしている。二人も慌てて黙とうをした。二人の

食事トレーはネコタが運んでおいてくれた。ネコタ

は気のいい中２の少年で片方の視力はほとんどない。

誰にも優しい。施設内の幼児たちにも優しい。

「オイ、何やってたんだ。」

　次郎の頭がコツンとされた。若い川野辺指導員が

睨んでいた。次郎は遅れてきたことだと分かったが、

無言で黙とうを続けた。いつでも次郎と修が何かを

すると、次郎が叱られた。次郎は慣れっこになって

いた。次郎はもう何も感じないことにしていた。こ

こでは反抗はおろか弁解も許されないことを長い間

に身体が覚えていた。

　川野辺指導員は力を込めて歩く。足音が、みんな

の前まで来ると止まった。みんなの姿勢が音を立て

て正される。

「よし。」

低い声がした。

「いただきます。」

当番の声がする。

「いただきます。」

児童約80名の男女が一斉に唱和すると、にぎやか

にプラスチックの食器と箸のぶつかり合う音がはじ

まった。

「修、茎津先生、修に事務室に来いってサ。さっき、

放送流れていたぞ。」

修の隣の少年が小さな声でささやいた。

「えっ、茎津先生、ヤベエ。」

修は箸を放り投げ、夕食を中断して慌てて事務所に

向かった。

「すみません。気がつかな・・・。」

事務所の戸を開けて、修は見たくない人を見つけた。

みすぼらしくしょんぼり座っている。その男は修を

見ると嬉しそうにしたが、修は無視した。

茎津先生は、いつもの茎津先生ではなかった。にこ

やかな笑顔があった。

「おお、遅かったな修。誰かわかるか。」

「・・・。」

「修、お前の親父だろうが。なあ、覚えてないこと

はないべ。」

「・・・。」

「あ、お父さん、ま、どうです、こちらで二人で話

すほうが。」

事務所の向かいの面接室にうながされて、二人は引

き込まれるように入った。茎津はドアを閉めて戻っ

て行った。

「おい、修。オマエ、大きくなったなあ。」

父親はすり寄ってきた。身なりはみすぼらしく口が

臭かった。

「元気そうだな。」

「・・・。」

「父ちゃん、年とったろう。ヨレヨレださ、もう。」

１人で作り笑いをしている。この作り笑いに修はし

っかりと見覚えがあった。

「なあ、・・・あのな、久しぶりに父ちゃんとウチ

に帰ってみないか。」

男の手が無遠慮に修の肩に触れた。

修に電気が走った。

修は立ち上がると、無言のまま面会室を飛び出し、

食堂まで突っ走った。ドアを乱暴に開けるとみんな

が一斉に修を見た。修は自分の席についてガツガツ

飯を食った。ただひたすら食った。誰も声を掛けな

い。

「おお、修、もう終わったんか。」

川野辺指導員の声を無視した。

次郎は修の顔が引きつっているのを見逃さなかった。

修の異変を感じ取った。

「青山修、至急、事務所に来なさい。」

アナウンスが入った。茎津の声だ。修は無視して飯

を食っていた。修は、今まで職員に抵抗することは

なかった。いわゆるいい子だったのだ。とりわけ茎

津先生には誰も抵抗できない。それだけに周りがソ

ワソワし始めた。修は、ひたすら飯を口に詰め込ん

でいる。

「修〜、茎津先生だぞ。早く行け。怒られるぞ。」

口々に言いだしたとき、再びアナウンスが入った。

「青山修、至急、事務所に来なさい。」

茎津の声が明らかにイラついていた。

修が小さく言った。

「クソッ。」

修は不愉快さをあらわにして戻って行った。
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　次郎は激しく蹴った。わけもなく蹴った。突然襲

撃された親犬はウウーッと唸り、歯をむき出し、対

抗の姿勢を取った。威嚇の唸り声を上げながら腹の

下の子犬を庇って身構えた。

“クソッ”吐き捨てるように言って、そのままスタ

スタと自室に戻って行った。

「本当に次郎は乱暴すん時あるな。」

「いったい何が気にくわないだべね。」

「何だかんだ言っても、次郎もあと少しで大阪に

行っちまうんだべ。ちゃんと勤まるべかな。」

「勤まればいいけんどな。普段はいい子なんだけど

な。時々急にあんな風になるべ。なんでだべな。修

はともかくな。」

「そんでもよ、二人とも夜間の高校さ行くんだべ。

昼、働いてよ。」

「そんだな。次郎も修も辛抱しなきゃな。あんなこ

としたら、どこさ行っても勤まらんべさ。だけんど

な、わしはな、次郎がメンコイんだ。」

「そうだな、ちっこい時からいるからな。ん、メン

コイな。」

二人は笑った。

「ん、メンコイな。」

もう一度、声を立てて笑った。

おばちゃん保育士たちの周りにいた数人の小学生が

遊び始めた。子供たちが犬を慰めようと近づくと、

親犬はウウーッと唸って歯をむき出した。

「ああ、あぶない、あぶないべさ。今近づいたら嚙

みつかれちまうべ。」

親犬は長い舌で子犬の背を愛撫し始めた。子供たち

は犬の親子をながめて楽しそうだ。

中庭に平和が戻った。

　二階に駆け上がった次郎は汗臭いベッドに寝転ん

だ。“アカシア”が次郎の部屋だ。頭上のカレンダ

ーに目をやると“大阪”と太い黒字で書かれている。

3月27日まで塗りつぶす空間は５つ。

“ようやく、施設を出られる。”

指の関節を鈍く鳴らして目を閉じた。

“あと５日だ・・・。”

　次郎は不安に押しつぶされそうになっていた。本

当は何もかにもが不安だった。

　物心がついた頃には、次郎は既に施設の人となっ

ていた。北海道の寂れた片田舎の児童養護施設で海

を見つめながら育ってきた。小学校に入学する時も、

中学校を卒業する時も生活のすべてがここにあった。

食べる物・着る物・文具類全てが支給された。すべ

ては支給されたものばかりだった。

　そして、ここには個人の意思など存在し得なかっ

た。生活のすべてはルールの中にあり、個人の時間

でさえ管理されていた。

　こうして次郎は生きていく術を施設で身につけた。

　しかし、次郎の身体のどこからかふつふつと湧き

上がる自由への希求と息吹が芽を出し始め、気が付

くと次郎は真面目に勉強に取り組んでいた。勉強を

していると、誰からもとやかく言われないし、学力

が自分の立場を徐々に優位にさせてくれるのを膚で

感じていた。本も読んだ。本は、次郎の心を自由に

解放してくれた。

　ここには、次郎が親友と呼べる修がいた。他の仲

間たちともすべてのことで助け合ってきた。

　施設から高校へ通うことも許されていたが、次郎

と修は、一緒に大阪で働きながら夜間の高校に通う

ことに決めていた。

　次郎は外へ出たかった。

　同期生7名、男子4人女子3人。ここへ送られてき

た理由もさまざまだったが、入所期間もさまざまだ

った。共に近くの公立小学校と中学校に通い、共に

生活をしてきた仲間だった。

　卒業式が終わると同時に、早速４人は施設を去っ

ていた。一人は貧困家庭の娘で働き手として紋別に

帰った。不良ばかりしていた少女は花屋さんで働き

たいと釧路の自分の生まれた地を選んだ。そして、

一人は実家には継父がいるから嫌だといって東京と

いう離れた地を選んだ。窃盗を繰り返していたとい

う孝雄は不安な表情のまま、派手な身なりをした母

親に引き取られていった。

　彼らは勉強が嫌いだった。

　そんな中、生真面目な明彦だけは施設から近くの

高校に通うことを希望していた。それは、祖父母を

大いに失望させた。

　明彦が５年生の時、離婚した両親は祖父母のとこ

ろに明彦を置き去りにした。明彦も見捨てられた子

だった。

「修〜！修〜！」

　次郎は寝転んだまま叫んだ。次郎の声が館内に響

き渡る。廊下で下級生の話し声がする。次郎は思い

っきり腹に力を込めてもう一度叫んだ。

「修〜！コラ〜ッ！修〜！」

ドスッという音と共に次郎の腹に一撃が入った。両

手で腹をおさえ、ウッと身体をまるめた。

「修、このやろう。」

修は、高笑いしながらひょろりとした体を次郎の横

に転がり込ませる。

「何、そんなに大声でわめいてんだよ。」

「呼んでもオマエ、来ないからだべ。」

「次郎、オマエ、何やったんだ。おばちゃんたち怒

ってたぞ。」

「あ～あ、チョットね、犬をかわいがっただけ。」

「謝って来いよ。また、茎津先生に言われたら面倒

だべ。」

親犬があまりにも愛おしそうに子犬をなめているそ

の眼差しに、次郎は反応した。しかし、そのことは

言わなかった。

　修は、中学１年生の時にこの施設に来た。背中に

は父親から受けたという虐待の傷跡が残っていた。

この3年間、修に会いに来た人は誰もいなかった。

今では次郎の親友であり兄弟でもあった。

「そんなことより、修、オレな、海に行きたいんだ。

海、見に行くべ。」

「これからか。」

「今だよ。大阪に行っちゃったらさ、なかなか見ら

れないべ。な、行くべ。」

「だな、行ってくるか。」

修はちょっと外を気にして、首をすくめた。

「だけどな、風、ひどく強いからな。骨まで冷える

ぞ。」

「ヨオ、上等上等。じゃあ、行こう行こう、行くべ。」

二人は笑いながら転がるようにして外へ出た。身を

刺す冷たい潮風と夕陽が少年たちを迎えた。

　掃除開始のチャイムが鳴っていたのも二人には愉

快だった。勝手に施設の外に出ることは禁止されて

いた。だが、二人は息を殺して突っ走った。冷たい

潮風は腹の底まで凍らせた。

「茎津先生、怒ってるかな。」

そうつぶやく修の心配をよそに、次郎は夕陽の沈む

水平線に目をやり、射るように見つめている。

　二人はコンクリートの堤防の上で頭を合わせるよ

うに左右に大の字に寝転んだ。体の芯から弾むよう

なワクワク感が湧いてくる。チロチロと希望の火を

二人は共有した。

“大阪に行く”が二人の合言葉になっていた。

「なあ、修、アメリカ行かないか。」

「なんだ、急に。」

「高校卒業する迄な、働いてるだろ。お金貯めるん

だ。そんで、アメリカに行きたくねえか。」

「アメリカか。いいな。行けるべか。」

「おばちゃんたちさ、よく言ってるべ、金は無駄使

いしないで貯めとけって。金があればやりたいこと

に使えるって。」

「・・・ん、そりゃあ、そうだな。」

修は、自分達がもらう給料と、学費・下宿代・その

ほかにかかるだろうお金のことが大体わかっていた。

ここにいるのとは違って、これからはパンツも服も

靴下・歯ブラシ・鉛筆１本も自分のお金で買わなけ

ればならないのだ。

“次郎は、お金の価値がわかっていない”と、修は

不安に思った。

　次郎は本を読むうちに、自由の国アメリカにどん

どん魅せられていっていた。

　修は次郎の眼が輝いているのを覗き見た。その輝

きに次郎の計り知れぬ希望を見た。２人の夢は蓄積

されていく。

　次郎が修の頭をど突いた。修も次郎の頭をど突い

た。

“そろそろ、帰ろう”の合図だ。

もう水平線は見えなかった。辺りの雪の白さだけが

陸と海を分けていた。堤防の上からも２階建の施設

が黒くドッシリ望めた。

「もう少しで見納めだな。」

次郎が突き放すように言った。

「早く、出たいな。」

修も答えた。“ナア”と二人は海の向こうに熱い一

瞥を送って、叫び声を上げながら一目散に施設に向

かって駆けた。

“よしッ。大阪に行くべ、ナア。”

　そっとドアを開けると、食堂はむっとする食べ物

の匂いが充満していた。みんな、身動きせずに黙と

うをしている。二人も慌てて黙とうをした。二人の

食事トレーはネコタが運んでおいてくれた。ネコタ

は気のいい中２の少年で片方の視力はほとんどない。

誰にも優しい。施設内の幼児たちにも優しい。

「オイ、何やってたんだ。」

　次郎の頭がコツンとされた。若い川野辺指導員が

睨んでいた。次郎は遅れてきたことだと分かったが、

無言で黙とうを続けた。いつでも次郎と修が何かを

すると、次郎が叱られた。次郎は慣れっこになって

いた。次郎はもう何も感じないことにしていた。こ

こでは反抗はおろか弁解も許されないことを長い間

に身体が覚えていた。

　川野辺指導員は力を込めて歩く。足音が、みんな

の前まで来ると止まった。みんなの姿勢が音を立て

て正される。

「よし。」

低い声がした。

「いただきます。」

当番の声がする。

「いただきます。」

児童約80名の男女が一斉に唱和すると、にぎやか

にプラスチックの食器と箸のぶつかり合う音がはじ

まった。

「修、茎津先生、修に事務室に来いってサ。さっき、

放送流れていたぞ。」

修の隣の少年が小さな声でささやいた。

「えっ、茎津先生、ヤベエ。」

修は箸を放り投げ、夕食を中断して慌てて事務所に

向かった。

「すみません。気がつかな・・・。」

事務所の戸を開けて、修は見たくない人を見つけた。

みすぼらしくしょんぼり座っている。その男は修を

見ると嬉しそうにしたが、修は無視した。

茎津先生は、いつもの茎津先生ではなかった。にこ

やかな笑顔があった。

「おお、遅かったな修。誰かわかるか。」

「・・・。」

「修、お前の親父だろうが。なあ、覚えてないこと

はないべ。」

「・・・。」

「あ、お父さん、ま、どうです、こちらで二人で話

すほうが。」

事務所の向かいの面接室にうながされて、二人は引

き込まれるように入った。茎津はドアを閉めて戻っ

て行った。

「おい、修。オマエ、大きくなったなあ。」

父親はすり寄ってきた。身なりはみすぼらしく口が

臭かった。

「元気そうだな。」

「・・・。」

「父ちゃん、年とったろう。ヨレヨレださ、もう。」

１人で作り笑いをしている。この作り笑いに修はし

っかりと見覚えがあった。

「なあ、・・・あのな、久しぶりに父ちゃんとウチ

に帰ってみないか。」

男の手が無遠慮に修の肩に触れた。

修に電気が走った。

修は立ち上がると、無言のまま面会室を飛び出し、

食堂まで突っ走った。ドアを乱暴に開けるとみんな

が一斉に修を見た。修は自分の席についてガツガツ

飯を食った。ただひたすら食った。誰も声を掛けな

い。

「おお、修、もう終わったんか。」

川野辺指導員の声を無視した。

次郎は修の顔が引きつっているのを見逃さなかった。

修の異変を感じ取った。

「青山修、至急、事務所に来なさい。」

アナウンスが入った。茎津の声だ。修は無視して飯

を食っていた。修は、今まで職員に抵抗することは

なかった。いわゆるいい子だったのだ。とりわけ茎

津先生には誰も抵抗できない。それだけに周りがソ

ワソワし始めた。修は、ひたすら飯を口に詰め込ん

でいる。

「修〜、茎津先生だぞ。早く行け。怒られるぞ。」

口々に言いだしたとき、再びアナウンスが入った。

「青山修、至急、事務所に来なさい。」

茎津の声が明らかにイラついていた。

修が小さく言った。

「クソッ。」

修は不愉快さをあらわにして戻って行った。
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（１）二松学舎の歴史

　本校の母体である、学校法人「二松学舎」は、明

治 10 年（1877 年）10 月 10 日、東京九段の地に

漢学塾二松学舎として創立され、本年 145 周年を迎

えます。創立者は三島中洲。昨年 NHK 大河ドラマ

で注目された渋沢栄一とは「論語」を通じて長く親

交があり、またお互いのゆるぎない思想に相通ずる

ことも多く、中洲没後、渋沢は二松学舎第３代舎長

（理事長）として大きく貢献しました。夏目漱石、

犬養毅、平塚雷鳥など多くの著名人を輩出していま

す。

（２）コロナ禍の２年間

　その論語に「歳寒くして、然る後に松柏の彫むに

後るるを知る」という一節があります。厳しい寒さ

の季節がやって来て、他の木はみな枯れたりしぼん

だりしてしまっている中で、松や柏だけ散ることな

く緑の葉をつけたまま立っている。平素は分からな

いが、何か事が起こった時にその人の本当の価値と

いうものが分かるというものです。本校は、いち早

くオンラインを有効に活用した授業等の対応「コロ

ナ禍でも学びを止めない確かな教育」を大切に、全

教職員が一丸となって取り組んできました。自宅に

いる生徒たちに心のケアと元気を届けたいと教職員

をはじめ学校全関係者参加による動画の配信も実施

しました。コロナ禍の経験から、我々は多くの財産

を得、仲間の素晴らしさを再確認することとなりま

した。コロナウイルスと共に歩んだこの２年間の本

校の取り組みが、少しでも「松」や「柏」になり得

たのではと思っています。

（3）教育の２本の柱

　さて本校では、学びの基本となる教育の２本の柱

を定めています。「人間力の向上」そして「学力の

向上」です。一つ目は「論語」を通しての「人間力

の向上」です。高校においては、2500 年前の中国

の思想家、孔子の言葉をまとめた論語の中から高校

おりおりのつれづれに（4）

根本　義明（吾妻稲門ゼミ）

１月 25 日のことでした。ちょっと熱っぽいなと

感じ体温を測ってみたところ 37.5℃を超えてい

ました。念のために、近所のかかりつけの医者に

連絡をとり PCR 検査を受けたところ、出てしまっ

たのです、陽性反応が。文字通り「降ってわいた

災難」の思いでした。

しょぼくれていても仕方がないので、病院の屋外

の吹きっさらしのなかでやるべきことを頭の中で

整理し、まずは家族に事情を伝えました。妻と母

が、濃厚接触者として PCR 検査を受けなければ

ならないからです。次に、１月 22 日以降に来塾

した生徒たちや講師たちも濃厚接触者扱いになる

との由。そこで彼らに事情を伝え、PCR 検査を

受ける意向ならば、自分を検査した病院が対処し

てくれる旨を伝えました。

午後遅く家に戻ってからは、授業体制の立て直し

に着手しました。一方において、高校受験と大学

受験の直前期なので授業に穴を空けるわけにはい

かないのですが、他方において、当方はもはや自

宅待機をしなければならない身です。対面授業は

実施できないので、スカイプを使ったリモート授

業をするほかはない。生徒や保護者や講師たちに

連絡を取って、リモート授業実施に向けてあれこ

れと調整をして、どうにかこうにか形が整い、陽

性反応が出た当日から、リモート授業を実施しま

した。

リモート授業体制は２月４日まで続き、その翌日

からは対面授業に戻りました。

正直、コロナはこりごりです。症状は１月 25 日

の真夜中に大量の汗をかいた後、一日で治まりま

した。だからコロナの症状に懲りたのではありま

せん。一番つらかったのは、症状の軽さと、当方

がコロナの陽性反応者になったことによる世間的

な影響の甚大さのギャップにわが身がさらされた

ことです。社会文脈的に言えば、インフルエンザ

と同様に５類に分類されるべきコロナが、いまだ

に結核菌などと同様の２類相当に分類されている

ことがもたらす矛盾の落とし穴にわが身が転げ落

ちたことになります。

今回のことで、風評被害がもしかしたらあるので

はないかとも思われます。「コロナ塾」とかなん

とか。時間が解決してくれるまで、それにはじっ

と耐えるほかはありません。現有の生徒たちを心

を込めて教えることで、マイナス・イメージを払

拭するよりほかに術はないでしょう。

こんなふうにときおりマイナス思考に陥っている

自分に気づきます。私は一度自塾を手放した経験

があり、マイナス思考が塾の健全経営にとって天

敵であることを知悉しているつもりです。だから、

生にぜひ触れてもらいたい章句 100 篇を本校教員が

選び、オリジナルのテキストを作成し週１回３年間

学んで行きます。またこのテキストには、論語の英

訳も掲載しています。この「論語」を通して、幅広

く様々な経験から得る知識・他者に対する思いやり・

自己の志を貫く力を習得していきます。

　二つ目は「様々な海外研修」を通じての「人間力

の向上」です。二松学舎の建学の精神は「己を修め

人を治め一世に有用なる人材を養成す」であります

が、この己は「自国」でもあり、人は「他国」でも

あるのです。日本をしっかり理解しそれと同時に他

国も理解するということです。

　2016（H28）年 3 月に 2013（H25）年度から７

年連続訪問している台湾・桃園市私立新興高級中学

（高校）と交流をより深めるため、交流協定を結び

ました。中学校を含めて相互の短期留学やホームス

テイの計画も検討中です。今年度はコロナ禍に伴い、

当該校から本校宛に励ましのメッセージカードとマ

スクが寄贈されるなど、親密な交流が続いています。

　2014（H26）年度からはオーストラリア英語研

修（ホームステイ）も実施していますが、2017

（H29）年 3 月にはクイーンズランド州のクリーブ

ランドハイスクールと交流協定を締結しました。今

後は、長期留学も含めたプログラムをオーストラリ

ア教育省と検討中です。また、2019 年度より高校

において、イギリスの名門ラグビースクールへの短

期留学も開始しました。中学校においては、多民族

国家であるシンガポール・マレーシアを修学旅行先

とし、3 年間のグローバルな学びの集大成として実

施しています。その他、カナダ、フィリピン（セブ島）

などでの研修が中高の学年やコースまたは希望者に

よって行なわれています。ただし、現在（2020~2021）

は新型コロナウイルス感染防止のため残念ながら見

送りになっています。

　次に、もう一つの柱、「学力の向上」です。

　高校では、生徒それぞれの個性や適性に応じて、

志望別・習熟度別に３つのコースを設置しています。

スーパー特進コースでは、さらなるハイレベルな学

びを求めて、国公立大学最難関私立大学を目指しま

す。特進コースでは、より高い進路目標のために、

難関私立大を目指します。進学コースでは自分らし

く生きるために、将来の夢につながる大学進学を

ざします。

　２つ目は学習サポートを通しての「学力の向上」

です。まずは「放課後学習センター」です。生徒は

通常授業の他に、放課後本校教員による講習・外部

講師による講習・自習形式の学習クラブ・タブレッ

トを利用した講座を受講できます。また年間を通し

て、各種の検定試験や模擬試験を実施し、実力養成

を図っています。春期講習、夏期講習、勉強合宿、

など長期休暇中の講習も学力の向上に大きな力と

なっています。そして、進路指導を通しての学力の

向上を目指しております。本校では「キャリアデザ

インプログラム」を用意し、将来社会で活躍する自

分をしっかりイメージできるよう様々な取り組みを

実施します。なぜ今学ばなければならないかという

ことを生徒一人一人が自覚し、より意欲をもって学

んでいくことにより飛躍的に学力の向上につながっ

ていきます。　

（4）中学新２コース制スタート

　さて本校では、中学において、今年度より、さら

なる「探究教育」を推進するために「グローバル探

究コース」「総合探究コース」の２コース制に生ま

れ変わりました。「探究力」は今後の時代において、

核心となる力になっていきます。

　21 世紀は「成長社会」から「成熟、多様化社会」

に変化し、新しい環境に適応し、またチャレンジし

ていくことが必要な時代となりました。画一的な「み

んな一緒」の社会から「それぞれ一人ひとりの社会」

に変わり、いわゆる「正解のない社会」で自分が納

得し、そして他人も納得させる正解を見つける力、

つまり求められる力が大きく変化したのです。そし

て、その力こそ「探究力」なのです。

　大学受験においても、「探究力」が求められてい

ます。その一つが「総合型選抜試験」です。今後、

この「総合型選抜試験」を採用する大学がますます

増えていきます。この試験の特徴は、学力試験と同

様に「志望理由書」「小論文」「口頭試問」「プレゼン」

などが重要視されるところです。これらに対応する

には、①自分の中に課題を見つける。②その課題が実

社会で解決したい課題とどのように関連しているか

を考える。③その課題を解決するために大学で何を

学ぶべきかを決定する。という各自が各自の進路を

実現するための「マイストーリー」を描くことが必

要なのです。この「マイストーリー」を描くことを

目的に「グローバル探究コース」「総合探究コース」

が誕生しました。生徒一人ひとりが自信をもって社

会に貢献できる人材になれるよう、生徒と共に取り

組んで行きます。

（５）身につけてほしい「レジリエンス力」

　生徒自身が進もうと選んだ道ならば迷うことなく

歩みを進めてほしい、そこに多少の障害があるなら、

それらを取り除く手伝いをしたい、いつもそう心が

けて生徒たちと接してきました。その結果、自分の

希望をかなえ、立派に人生を生きている卒業生たち

の成長した姿に触れることほど、教師冥利に尽きる

ことはありません。そして、今、校長として生徒に

望むことは、本校での学校生活を通じて「レジリエ

ンス力」を身につけてほしいということです。言い

換えるなら「しなやかさ」と言えばいいでしょうか。

これから社会に出れば、困難な問題、危機的状況に

直面することがあるでしょう。そのような時、この

力を身につけていれば必ず立ち直ることが出来ま

す。想定外の事に直面した時に , それを乗り越える、

しなやかさとたくましさをぜひ本校で身につけてほ

しいです。

　今後も、さわやかで活気ある進学校を目指してい

きたいと思います。
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（１）二松学舎の歴史

　本校の母体である、学校法人「二松学舎」は、明

治 10 年（1877 年）10 月 10 日、東京九段の地に

漢学塾二松学舎として創立され、本年 145 周年を迎

えます。創立者は三島中洲。昨年 NHK 大河ドラマ

で注目された渋沢栄一とは「論語」を通じて長く親

交があり、またお互いのゆるぎない思想に相通ずる

ことも多く、中洲没後、渋沢は二松学舎第３代舎長

（理事長）として大きく貢献しました。夏目漱石、

犬養毅、平塚雷鳥など多くの著名人を輩出していま

す。

（２）コロナ禍の２年間

　その論語に「歳寒くして、然る後に松柏の彫むに

後るるを知る」という一節があります。厳しい寒さ

の季節がやって来て、他の木はみな枯れたりしぼん

だりしてしまっている中で、松や柏だけ散ることな

く緑の葉をつけたまま立っている。平素は分からな

いが、何か事が起こった時にその人の本当の価値と

いうものが分かるというものです。本校は、いち早

くオンラインを有効に活用した授業等の対応「コロ

ナ禍でも学びを止めない確かな教育」を大切に、全

教職員が一丸となって取り組んできました。自宅に

いる生徒たちに心のケアと元気を届けたいと教職員

をはじめ学校全関係者参加による動画の配信も実施

しました。コロナ禍の経験から、我々は多くの財産

を得、仲間の素晴らしさを再確認することとなりま

した。コロナウイルスと共に歩んだこの２年間の本

校の取り組みが、少しでも「松」や「柏」になり得

たのではと思っています。

（3）教育の２本の柱

　さて本校では、学びの基本となる教育の２本の柱

を定めています。「人間力の向上」そして「学力の

向上」です。一つ目は「論語」を通しての「人間力

の向上」です。高校においては、2500 年前の中国

の思想家、孔子の言葉をまとめた論語の中から高校

1958年、長崎県対馬生まれ。早稲田大学政経学部経済学科卒
業。某大手企業を経て25歳で塾業界に転身。2009年、ペン
ネーム美津島明で、評論集『にゃおんのきょうふ』発刊。ブ
ログ「直言の宴」主宰者。国際政治経済関連の情報交換をす
る「交観会BUNSO」の主宰者。

プロフィール

マイナス思考に陥っている自分に気づいたとき、

それに引きずり込まれないように気をつけていま

す。

平凡なようですが、規則正しい生活リズムをキー

プすることが大事であると思います。もう少し具

体的に言えば私の場合、四年ほどスポーツ・ジム

通いを続けています。そこで午前中に 1 時間程度

のストレッチ体操と簡単な筋トレをするとたいて

いのもやもやは吹き飛んでしまいます。毎日欠か

さず小一時間程度ウォーキングをしているのも精

神的にはプラスになっているようです。おそらく

人間が単純にできているのでしょう。

ウクライナ戦争に象徴されるように、世界はいま

や動乱期に突入したといっても過言ではないで

しょう。国家としても個人としても、生き延びる

のが大変になったということです。そんな時代を

生き延びるうえで必要なのは、タフな心と体なの

ではないでしょうか。とはいうものの「タフな心

と体」が意味するところは、おそらく各人各様で

しょう。それをふまえたうえで、各人各様の「タ

フな心と体」の実践的突き詰めをすることが大切

であるような気がしております。そういう実践を

していることの具体的な表れのひとつとして、自

塾の存続という現象がある。私はそんなふうに考

えています。 

生にぜひ触れてもらいたい章句 100 篇を本校教員が

選び、オリジナルのテキストを作成し週１回３年間

学んで行きます。またこのテキストには、論語の英

訳も掲載しています。この「論語」を通して、幅広

く様々な経験から得る知識・他者に対する思いやり・

自己の志を貫く力を習得していきます。

　二つ目は「様々な海外研修」を通じての「人間力

の向上」です。二松学舎の建学の精神は「己を修め

人を治め一世に有用なる人材を養成す」であります

が、この己は「自国」でもあり、人は「他国」でも

あるのです。日本をしっかり理解しそれと同時に他

国も理解するということです。

　2016（H28）年 3 月に 2013（H25）年度から７

年連続訪問している台湾・桃園市私立新興高級中学

（高校）と交流をより深めるため、交流協定を結び

ました。中学校を含めて相互の短期留学やホームス

テイの計画も検討中です。今年度はコロナ禍に伴い、

当該校から本校宛に励ましのメッセージカードとマ

スクが寄贈されるなど、親密な交流が続いています。

　2014（H26）年度からはオーストラリア英語研

修（ホームステイ）も実施していますが、2017

（H29）年 3 月にはクイーンズランド州のクリーブ

ランドハイスクールと交流協定を締結しました。今

後は、長期留学も含めたプログラムをオーストラリ

ア教育省と検討中です。また、2019 年度より高校

において、イギリスの名門ラグビースクールへの短

期留学も開始しました。中学校においては、多民族

国家であるシンガポール・マレーシアを修学旅行先

とし、3 年間のグローバルな学びの集大成として実

施しています。その他、カナダ、フィリピン（セブ島）

などでの研修が中高の学年やコースまたは希望者に

よって行なわれています。ただし、現在（2020~2021）

は新型コロナウイルス感染防止のため残念ながら見

送りになっています。

　次に、もう一つの柱、「学力の向上」です。

　高校では、生徒それぞれの個性や適性に応じて、

志望別・習熟度別に３つのコースを設置しています。

スーパー特進コースでは、さらなるハイレベルな学

びを求めて、国公立大学最難関私立大学を目指しま

す。特進コースでは、より高い進路目標のために、

難関私立大を目指します。進学コースでは自分らし

く生きるために、将来の夢につながる大学進学を

ざします。

　２つ目は学習サポートを通しての「学力の向上」

です。まずは「放課後学習センター」です。生徒は

通常授業の他に、放課後本校教員による講習・外部

講師による講習・自習形式の学習クラブ・タブレッ

トを利用した講座を受講できます。また年間を通し

て、各種の検定試験や模擬試験を実施し、実力養成

を図っています。春期講習、夏期講習、勉強合宿、

など長期休暇中の講習も学力の向上に大きな力と

なっています。そして、進路指導を通しての学力の

向上を目指しております。本校では「キャリアデザ

インプログラム」を用意し、将来社会で活躍する自

分をしっかりイメージできるよう様々な取り組みを

実施します。なぜ今学ばなければならないかという

ことを生徒一人一人が自覚し、より意欲をもって学

んでいくことにより飛躍的に学力の向上につながっ

ていきます。　

（4）中学新２コース制スタート

　さて本校では、中学において、今年度より、さら

なる「探究教育」を推進するために「グローバル探

究コース」「総合探究コース」の２コース制に生ま

れ変わりました。「探究力」は今後の時代において、

核心となる力になっていきます。

　21 世紀は「成長社会」から「成熟、多様化社会」

に変化し、新しい環境に適応し、またチャレンジし

ていくことが必要な時代となりました。画一的な「み

んな一緒」の社会から「それぞれ一人ひとりの社会」

に変わり、いわゆる「正解のない社会」で自分が納

得し、そして他人も納得させる正解を見つける力、

つまり求められる力が大きく変化したのです。そし

て、その力こそ「探究力」なのです。

　大学受験においても、「探究力」が求められてい

ます。その一つが「総合型選抜試験」です。今後、

この「総合型選抜試験」を採用する大学がますます

増えていきます。この試験の特徴は、学力試験と同

様に「志望理由書」「小論文」「口頭試問」「プレゼン」

などが重要視されるところです。これらに対応する

には、①自分の中に課題を見つける。②その課題が実

社会で解決したい課題とどのように関連しているか

を考える。③その課題を解決するために大学で何を

学ぶべきかを決定する。という各自が各自の進路を

実現するための「マイストーリー」を描くことが必

要なのです。この「マイストーリー」を描くことを

目的に「グローバル探究コース」「総合探究コース」

が誕生しました。生徒一人ひとりが自信をもって社

会に貢献できる人材になれるよう、生徒と共に取り

組んで行きます。

（５）身につけてほしい「レジリエンス力」

　生徒自身が進もうと選んだ道ならば迷うことなく

歩みを進めてほしい、そこに多少の障害があるなら、

それらを取り除く手伝いをしたい、いつもそう心が

けて生徒たちと接してきました。その結果、自分の

希望をかなえ、立派に人生を生きている卒業生たち

の成長した姿に触れることほど、教師冥利に尽きる

ことはありません。そして、今、校長として生徒に

望むことは、本校での学校生活を通じて「レジリエ

ンス力」を身につけてほしいということです。言い

換えるなら「しなやかさ」と言えばいいでしょうか。

これから社会に出れば、困難な問題、危機的状況に

直面することがあるでしょう。そのような時、この

力を身につけていれば必ず立ち直ることが出来ま

す。想定外の事に直面した時に , それを乗り越える、

しなやかさとたくましさをぜひ本校で身につけてほ

しいです。

　今後も、さわやかで活気ある進学校を目指してい

きたいと思います。
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『名学館徒然草・・・開校8年を迎えての所感』

島　秀史（名学館ライフガーデン東松山）

　今回，ＳＳＫレポートの記事を執筆するように

との指示を頂き、深く考えずに了承してしまった

が、締め切りが近づいてきたここ数日、早く仕上

げなければ…というあせりとなんで受けてしまっ

たんだ…という反省が交互に生じている不安定な

自分がいます。ただテーマは何でも可と聞いてお

り、教育業界とは全く縁のない門外漢の自分が塾

を始めて約 8 年で感じていることを述べていき

ます。

　私の名学館ライフガーデン東松山校は’14 年

６月に埼玉の中心に位置する東松山市にスーパー

や専門店が９店舗立地している商業地に名古屋に

本部を置く名学館のフランチャイズとして開校致

しました。

＊全て一棟立ての建物であり、テナントとしての

展開ではないので分かりやすい立地、目立つ看板、

そしてどの塾も頭を悩ませる駐車場の問題がな

く、環境としては大変恵まれています。

　実は私は塾を始める前は会社員を 27 年経験し

ており、1 社で営業、教育、人事に携わっていま

した。当時はこのまま定年を迎えるんだな…と信

じており、まさか自分が塾を始めるとは本当に意

外でした。会社を辞める時も、悩んでいないと言

えばウソですが、話が生じてから決めるまでに時

間は掛からず、即決断しました。要因として私の

深い潜在意識の中に綺麗な言葉で言うと「利他の

精神」が残っており、そこに火がついた…と言え

ます。開校前に同じフランチャイズ志望の方々と

研修を受けたのですが、皆さんが他の業界、他の

企業を研究した上で決定しており、また休憩時に

生徒がこれだけ集まれば、これだけ利益が出る…

といった数字の目標を聞かされた時は、何も考え

ていない私はちょっと不安になってしまいまし

た。私は名学館以外は資料請求を含めて、何もし

ていませんでした。ただ今から思えば「捕らぬ狸

の皮算用」だったと思います。それは 1 年も経

たずに皆さん計画通りに進まず廃業されました。

やはり儲けよう…と思って始めたことはうまくい

かないのかな、頂いた御縁や目に見えないけど、

受けてきた得を少しづつでも返していこう…とい

う気持ちがあれば、行動にも出て、それが木から

樹になり、枝葉も育つ大樹になっていくんだな…

と思います。

　何にせよ給与面では安定している環境から、売

り上げゼロの塾を始めたわけで、当時はお金の面

が一番不安で仕方がなかったです。ただ私は本当

に付いている『運』の良い男で、塾を支えてくれ

るオープニングスタッフに恵まれました。8 年続

けてこれた最大の要因はスタートで生徒や保護者

から先生の評価が高く、ひいては授業内容が分か

りやすいと高評価を得たことだと思っています。

＊〇まちゃん、〇ミー先生有難うね。

　さて今の塾の話を少しすると、コロナ発生以降、

子どもたちや、保護者の意識が変わってきたな…

と感じています。オンライン授業等の授業のやり

方ではなく、意識の点での変化が生じており、こ

れは公立志望→私立志望へと変わってきたなあ…

と感じています。例年私立志望の生徒もいますが、

人数にしたら若干名で、その生徒は遅くとも中学

2 年の終わりには私立を志望しています。今年は

10 月以降の北辰テスト（埼玉県の民間模擬テス

ト）で公立→私立に変える生徒が多く出ました。

この理由として、先が読めない（合否が分からな

い）公立よりも、今、決められる私立（安定）を

求めているからだと思います。加えて大学への進

学率も上がり、高校ではなく大学受験も視野に置

いている傾向だと思います。はっきりとした具体

策は今からですが、家庭（顧客）の変化に対して、

我々も変えなければならない点は直ぐに変えられ

る勇気と体力（資金面）がなければならないと感

じております。

　さて先ほど『運』が良いと述べましたが、先日

『運』について記載されている書物を読みました。

そこには運を引き寄せるためには受動では運はやっ

てきません。能動でないと運はやってきません。

　多くの方は『運』は個々の努力とは関係なく、

見えない手が決めている…と思いがちですが、運

という字は軍が走ると書き、つまり戦っているか

らこそ運は掴むことが出来る…のだ。まさしくそ

の通りであり、何もしていない人は自分を取り巻

く環境のせいにしたり、成功している人、運をつ

かんでいる人を批判する人であろう…。それは時

間の無駄です。人生の半分を終えている私は現場

で動けるのも後数年であろうと思います。『「学び

て時にこれを習う　また説ばしからずや」学習塾

のあるべき姿を表している論語の一文です。当校

舎は『利他の精神』を行動の中核に置き、エリア

で必要とされる学習塾を目指します。
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　今回，ＳＳＫレポートの記事を執筆するように

との指示を頂き、深く考えずに了承してしまった

が、締め切りが近づいてきたここ数日、早く仕上

げなければ…というあせりとなんで受けてしまっ

たんだ…という反省が交互に生じている不安定な

自分がいます。ただテーマは何でも可と聞いてお

り、教育業界とは全く縁のない門外漢の自分が塾

を始めて約 8 年で感じていることを述べていき

ます。

　私の名学館ライフガーデン東松山校は’14 年

６月に埼玉の中心に位置する東松山市にスーパー

や専門店が９店舗立地している商業地に名古屋に

本部を置く名学館のフランチャイズとして開校致

しました。

＊全て一棟立ての建物であり、テナントとしての

展開ではないので分かりやすい立地、目立つ看板、

そしてどの塾も頭を悩ませる駐車場の問題がな

く、環境としては大変恵まれています。

　実は私は塾を始める前は会社員を 27 年経験し

ており、1 社で営業、教育、人事に携わっていま

した。当時はこのまま定年を迎えるんだな…と信

じており、まさか自分が塾を始めるとは本当に意

外でした。会社を辞める時も、悩んでいないと言

えばウソですが、話が生じてから決めるまでに時

間は掛からず、即決断しました。要因として私の

深い潜在意識の中に綺麗な言葉で言うと「利他の

精神」が残っており、そこに火がついた…と言え

ます。開校前に同じフランチャイズ志望の方々と

研修を受けたのですが、皆さんが他の業界、他の

企業を研究した上で決定しており、また休憩時に

生徒がこれだけ集まれば、これだけ利益が出る…

といった数字の目標を聞かされた時は、何も考え

ていない私はちょっと不安になってしまいまし

た。私は名学館以外は資料請求を含めて、何もし

ていませんでした。ただ今から思えば「捕らぬ狸

の皮算用」だったと思います。それは 1 年も経

たずに皆さん計画通りに進まず廃業されました。

やはり儲けよう…と思って始めたことはうまくい

かないのかな、頂いた御縁や目に見えないけど、

受けてきた得を少しづつでも返していこう…とい

う気持ちがあれば、行動にも出て、それが木から

樹になり、枝葉も育つ大樹になっていくんだな…

と思います。

　何にせよ給与面では安定している環境から、売

り上げゼロの塾を始めたわけで、当時はお金の面

が一番不安で仕方がなかったです。ただ私は本当

に付いている『運』の良い男で、塾を支えてくれ

るオープニングスタッフに恵まれました。8 年続

けてこれた最大の要因はスタートで生徒や保護者

から先生の評価が高く、ひいては授業内容が分か

りやすいと高評価を得たことだと思っています。

＊〇まちゃん、〇ミー先生有難うね。

　さて今の塾の話を少しすると、コロナ発生以降、

子どもたちや、保護者の意識が変わってきたな…

と感じています。オンライン授業等の授業のやり

方ではなく、意識の点での変化が生じており、こ

れは公立志望→私立志望へと変わってきたなあ…

と感じています。例年私立志望の生徒もいますが、

人数にしたら若干名で、その生徒は遅くとも中学

2 年の終わりには私立を志望しています。今年は

10 月以降の北辰テスト（埼玉県の民間模擬テス

ト）で公立→私立に変える生徒が多く出ました。

この理由として、先が読めない（合否が分からな

い）公立よりも、今、決められる私立（安定）を

求めているからだと思います。加えて大学への進

学率も上がり、高校ではなく大学受験も視野に置

いている傾向だと思います。はっきりとした具体

策は今からですが、家庭（顧客）の変化に対して、

我々も変えなければならない点は直ぐに変えられ

る勇気と体力（資金面）がなければならないと感

じております。

　さて先ほど『運』が良いと述べましたが、先日

『運』について記載されている書物を読みました。

そこには運を引き寄せるためには受動では運はやっ

てきません。能動でないと運はやってきません。

　多くの方は『運』は個々の努力とは関係なく、

見えない手が決めている…と思いがちですが、運

という字は軍が走ると書き、つまり戦っているか

らこそ運は掴むことが出来る…のだ。まさしくそ

の通りであり、何もしていない人は自分を取り巻

く環境のせいにしたり、成功している人、運をつ

かんでいる人を批判する人であろう…。それは時

間の無駄です。人生の半分を終えている私は現場

で動けるのも後数年であろうと思います。『「学び

て時にこれを習う　また説ばしからずや」学習塾

のあるべき姿を表している論語の一文です。当校

舎は『利他の精神』を行動の中核に置き、エリア

で必要とされる学習塾を目指します。
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　言うまでもないが、文字以前に言葉があった。人

類史から見れば、文字の出現は最近のことである。

言葉があればこそ、意思疏通ができる。意思疏通

( コミュニケーション ) が人間関係を構築し、集団

( 社会 ) を成立させた。日本では、縄文時代にすで

に定住し、狩猟、漁労、採集、栽培が共働 ( きょうど

う ) で行われていた。

我々の先祖が、当時、共働するために意思疏通で

使っていた言葉が、どういうものだったかは、解ら

ない。

　定義があるかどうかは知らないが、便宜上、無文

字時代の言葉を「和語」( 日本固有の言葉 ) とここ

では呼ぶことにする。

　仏教が伝来し、「外来語」である中国語が、仏典な

どと共に、流入した。時の権力者は、自分たちに都

合の良いように、それを大いに利用した。漢字の意

味を翻訳して、訓読みとし、( 正確な発音かどうか

は解らないが ) 中国語のままの言葉を音読みし

て、支配階級の特権のように「外来語」を使った。古

事記、日本書紀、万葉集 ( 和語 ) は、表記は漢字で

ある。しかし、「和語」を表す文字はない。そのため

音 ( おん ) を借りて、万葉仮名として使った。湯桶

( ゆとう ) 読み、重箱 ( じゅうばこ ) 読みもあった

かもしれない。

その後、平安時代に完成した平仮名、カタカナを

「和語」の表記に使うようになった。いつできたの

かは、知らないが日本では、漢字まで創作した ( 国

字「峠」「畑」「榊」など )。

　江戸時代のオランダ語、さらには、明治維新以

降、また大量に「外来語」が流入した。英米語、独語、

仏語などを熟語に翻訳したり、漢字を使った造語

を作り上げた。為政者、皇族、貴族、学者、作家など

に急速に「外来語」が広まり、国策として国語教育

が行われ、「外来語」が普及した。「外来語」には、「和

語」に無い特徴がある。それは、抽象的な概念を表

す言葉であった。日本に今もって、哲学 ( これも造

語 ) が存在しないのは、関連する言葉がなく、抽象

的な概念もないからである。客観的、論理的な言葉

は、「和語」には無いといっても過言ではない。国

語教育とは、中国語である漢字の読み方、書き方を

学ぶことであった。戦後、日本固有の言葉を教えら

れた記憶がない。

　言葉というものは、時代によって変化していく。

「君が代」の「君」は、今や同輩以下を呼ぶために使

われる「くん」になり、尊称ではなくなった。だいた

い天皇のことは、「和語」では、大君 ( おおきみ ) な

のである。『御前 ( おまえ )』『貴様 ( きさま )』も、相

手を見下す言葉になってしまった。

　逆に「和語」には、情緒的、感覚的な言葉が豊富で

ある。感覚的言葉の代表とも言われる擬声語 (『わ

んわん』『ばたばた』など )、擬態語 (『ふわふわ』『に

こにこ』など ) は、世界一豊富とも言われている。

また自然を表す言葉も、たとえば「雪月花」のそれ

ぞれを表す単語のなんと多いことか。また発話者

が、相手の立場を考えて使い分ける類語の多様性。

尊敬語、丁寧語、謙譲語など敬語を使い分け、立場

に応じて意思疏通を図る術 ( すべ )。二人称の多さ

もまた、自分ではなく相手中心の発想によるコ

ミュニケーション・ツールとしての言葉といえよ

う。

　さらに言えば、理屈に合わない表現を使うこと

もする。

「和語」と「外来語」

国分　岳

乱読毒舌独語 　「七転び八起き」は、「七起き」が理屈で、八回転ん

でいないのだから「八起き」はないはずである。否

定語を肯定的に使うこともする。「雨が降らない前

に行こう」は「降る前に行こう」と同義。「転ばぬ先

の杖」は、転ばないなら、杖は不要。肯定的、否定的

の両方の意味に使う「いい加減」もある。こうした

理屈抜きの言い回しを使って意思疏通を行う。こ

のような曖昧さは、日本人の発想にも通じるのだ

ろうか。

　俳句、川柳、和歌は省略の文芸であり、言葉不要

の「以心伝心」( 黙っていても心が通じ合うこと )

とまで言う。最近では忖度 ( そんたく ) という言葉

も流行した。『阿吽 ( あうん ) の呼吸』、『ツーと言え

ばカー』なども言葉の省略を肯定的に示している。

　しかし、現代の企業や組織においての課題は、

『コミュニケーション不足』があげられる ( コロナ

禍による対面自粛以前からある課題 )。

　意思疏通がうまくいかない最大の原因は、《情報

が〈双方向〉でなければならないことを忘れる》か

らである。指示・命令・依頼が、一方的では、コミュ

ニケーションにはならない。最低のコミュニケー

ションとは、指示、命令、依頼を相手が了解したか

どうかを確認することなのである。それを単に

メールや書類などで送信、送付したら、相手に通じ

ているものと思いこんでしまう。

　対面して会話をすれば、話がまとまらなくても、

〈双方向〉になる。「和語」を使おうと「外来語」を使

おうと、言葉の意味を共有しなければ、組織はバ

ラバラになる。やがては国もバラバラになりかね

ない。

　〔「和語」( 情緒的 )＋「外来語」( 論理的 )＝日本語〕

この特性を理解し、巧みに使い、満足のいく意思疏

通に努めなければならない。日本人は一万年以上、

この狭い災害多発の日本列島に暮らし、集落間の

交流も、対面し会話することによって保持してき

た。

　感染症の影響で、新しい生活が始まる訳もない。

新しい生き方も生まれるはずもない。コロナ後の

生活に大きな変化があるかのごとく言うが、私の

予想では、人と人との出会いが、意思疏通にとっ
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て、いかに大切であるかを再認識し、リモート、テ

レワーク、オンラインも政府が推奨するほどのこ

ともないだろう。( 通信手段は発達するだろうが )

新型コロナ感染症前にも増して、一期一会 ( いち

ごいちえ )、人との邂逅 ( かいこう )、離れて暮らす

親族との出会いこそが、以前にも増していかに必

要かを理解するようになる。

　我々は、対面しなければ、生きていくことが、不

可能な“生き物”なのである。

〈了〉

書　名　『日本人の思惟方法』著　者　中村元　

出版社　( 株 ) 春秋社

発行年　1989 年

概　要　日本人の思惟についての考察。著者は「仏

教語大辞典」の著者でもあり、サンスクリットも読

解する宗教学者として高名。その著者が、日本人の

ものの考え方を仏教の受容形態から、現在の日本

人の特性の根源を明らかにしている。特に日本人

がなぜ「非合理主義的発想」になるかを明解に分析

している。ストレートに強弁はしないが、まれにみ

る信念の名著といえる。

書　名　『日本人の発想、日本語の表現』―「私」の

立場がことばを決める―

著　者　森田良行

出版社　中央公論社 ( 中公新書 )

発行年　1998 年

概　要　日本語は、発話者「私」がどんな視点に

立っているかを認識した上で、場合場合に応じて

表現を選択してゆく。それによって言語生活を円

滑に進めている。その一方、外国語に見られるよう

な形式的論理を中心とした客観的な表現姿勢をと

りにくい。これは日本人のものの見方や考え方に

共通するものがあるからではないだろうか。とい

う視点から著者は、日本語の実例を引用して、説得

力ある日本人の思考形式を展開している。

書　名　『大和言葉を忘れた日本人』

著　者　長戸宏出版社　明石書店

発行年　2002 年

概　要　著者紹介にあるのは、徳島県生まれで、名

古屋工業大学卒しかないので、余計なバイアス

(先入観)抜きで読める。理数系大学出身の著者が、

大和言葉にこだわりを持って記述された本書は、

我々が大和言葉を「忘れた」のではなく「知らない」

ことを明らかにしてくれる。さまざまな事実に驚

きながら読める著書である。

書　名　『日本語の謎を解く』―最新言語学の

Q&A―

著　者　橋本陽介

出版社　新潮社 ( 新潮選書 )

発行年　2016 年

概　要　著者の教え子である高校生の言葉に関す

る疑問に、回答する形式で書かれている。本の題名

とは異なり、取つき易い内容になっている。



　言うまでもないが、文字以前に言葉があった。人

類史から見れば、文字の出現は最近のことである。

言葉があればこそ、意思疏通ができる。意思疏通

( コミュニケーション ) が人間関係を構築し、集団

( 社会 ) を成立させた。日本では、縄文時代にすで

に定住し、狩猟、漁労、採集、栽培が共働 ( きょうど

う ) で行われていた。

我々の先祖が、当時、共働するために意思疏通で

使っていた言葉が、どういうものだったかは、解ら

ない。

　定義があるかどうかは知らないが、便宜上、無文

字時代の言葉を「和語」( 日本固有の言葉 ) とここ

では呼ぶことにする。

　仏教が伝来し、「外来語」である中国語が、仏典な

どと共に、流入した。時の権力者は、自分たちに都

合の良いように、それを大いに利用した。漢字の意

味を翻訳して、訓読みとし、( 正確な発音かどうか

は解らないが ) 中国語のままの言葉を音読みし

て、支配階級の特権のように「外来語」を使った。古

事記、日本書紀、万葉集 ( 和語 ) は、表記は漢字で

ある。しかし、「和語」を表す文字はない。そのため

音 ( おん ) を借りて、万葉仮名として使った。湯桶

( ゆとう ) 読み、重箱 ( じゅうばこ ) 読みもあった

かもしれない。

その後、平安時代に完成した平仮名、カタカナを

「和語」の表記に使うようになった。いつできたの

かは、知らないが日本では、漢字まで創作した ( 国

字「峠」「畑」「榊」など )。

　江戸時代のオランダ語、さらには、明治維新以

降、また大量に「外来語」が流入した。英米語、独語、

仏語などを熟語に翻訳したり、漢字を使った造語

を作り上げた。為政者、皇族、貴族、学者、作家など

に急速に「外来語」が広まり、国策として国語教育

が行われ、「外来語」が普及した。「外来語」には、「和

語」に無い特徴がある。それは、抽象的な概念を表

す言葉であった。日本に今もって、哲学 ( これも造

語 ) が存在しないのは、関連する言葉がなく、抽象

的な概念もないからである。客観的、論理的な言葉

は、「和語」には無いといっても過言ではない。国

語教育とは、中国語である漢字の読み方、書き方を

学ぶことであった。戦後、日本固有の言葉を教えら

れた記憶がない。

　言葉というものは、時代によって変化していく。

「君が代」の「君」は、今や同輩以下を呼ぶために使

われる「くん」になり、尊称ではなくなった。だいた

い天皇のことは、「和語」では、大君 ( おおきみ ) な

のである。『御前 ( おまえ )』『貴様 ( きさま )』も、相

手を見下す言葉になってしまった。

　逆に「和語」には、情緒的、感覚的な言葉が豊富で

ある。感覚的言葉の代表とも言われる擬声語 (『わ

んわん』『ばたばた』など )、擬態語 (『ふわふわ』『に

こにこ』など ) は、世界一豊富とも言われている。

また自然を表す言葉も、たとえば「雪月花」のそれ

ぞれを表す単語のなんと多いことか。また発話者

が、相手の立場を考えて使い分ける類語の多様性。

尊敬語、丁寧語、謙譲語など敬語を使い分け、立場

に応じて意思疏通を図る術 ( すべ )。二人称の多さ

もまた、自分ではなく相手中心の発想によるコ

ミュニケーション・ツールとしての言葉といえよ

う。

　さらに言えば、理屈に合わない表現を使うこと

もする。

　「七転び八起き」は、「七起き」が理屈で、八回転ん

でいないのだから「八起き」はないはずである。否

定語を肯定的に使うこともする。「雨が降らない前

に行こう」は「降る前に行こう」と同義。「転ばぬ先

の杖」は、転ばないなら、杖は不要。肯定的、否定的

の両方の意味に使う「いい加減」もある。こうした

理屈抜きの言い回しを使って意思疏通を行う。こ

のような曖昧さは、日本人の発想にも通じるのだ

ろうか。

　俳句、川柳、和歌は省略の文芸であり、言葉不要

の「以心伝心」( 黙っていても心が通じ合うこと )

とまで言う。最近では忖度 ( そんたく ) という言葉

も流行した。『阿吽 ( あうん ) の呼吸』、『ツーと言え

ばカー』なども言葉の省略を肯定的に示している。

　しかし、現代の企業や組織においての課題は、

『コミュニケーション不足』があげられる ( コロナ

禍による対面自粛以前からある課題 )。

　意思疏通がうまくいかない最大の原因は、《情報

が〈双方向〉でなければならないことを忘れる》か

らである。指示・命令・依頼が、一方的では、コミュ

ニケーションにはならない。最低のコミュニケー

ションとは、指示、命令、依頼を相手が了解したか

どうかを確認することなのである。それを単に

メールや書類などで送信、送付したら、相手に通じ

ているものと思いこんでしまう。

　対面して会話をすれば、話がまとまらなくても、

〈双方向〉になる。「和語」を使おうと「外来語」を使

おうと、言葉の意味を共有しなければ、組織はバ

ラバラになる。やがては国もバラバラになりかね

ない。

　〔「和語」( 情緒的 )＋「外来語」( 論理的 )＝日本語〕

この特性を理解し、巧みに使い、満足のいく意思疏

通に努めなければならない。日本人は一万年以上、

この狭い災害多発の日本列島に暮らし、集落間の

交流も、対面し会話することによって保持してき

た。

　感染症の影響で、新しい生活が始まる訳もない。

新しい生き方も生まれるはずもない。コロナ後の

生活に大きな変化があるかのごとく言うが、私の

予想では、人と人との出会いが、意思疏通にとっ
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て、いかに大切であるかを再認識し、リモート、テ

レワーク、オンラインも政府が推奨するほどのこ

ともないだろう。( 通信手段は発達するだろうが )

新型コロナ感染症前にも増して、一期一会 ( いち

ごいちえ )、人との邂逅 ( かいこう )、離れて暮らす

親族との出会いこそが、以前にも増していかに必

要かを理解するようになる。

　我々は、対面しなければ、生きていくことが、不

可能な“生き物”なのである。

〈了〉

書　名　『日本人の思惟方法』著　者　中村元　

出版社　( 株 ) 春秋社

発行年　1989 年

概　要　日本人の思惟についての考察。著者は「仏

教語大辞典」の著者でもあり、サンスクリットも読

解する宗教学者として高名。その著者が、日本人の

ものの考え方を仏教の受容形態から、現在の日本

人の特性の根源を明らかにしている。特に日本人

がなぜ「非合理主義的発想」になるかを明解に分析

している。ストレートに強弁はしないが、まれにみ

る信念の名著といえる。

書　名　『日本人の発想、日本語の表現』―「私」の

立場がことばを決める―

著　者　森田良行

出版社　中央公論社 ( 中公新書 )

発行年　1998 年

概　要　日本語は、発話者「私」がどんな視点に

立っているかを認識した上で、場合場合に応じて

表現を選択してゆく。それによって言語生活を円

滑に進めている。その一方、外国語に見られるよう

な形式的論理を中心とした客観的な表現姿勢をと

りにくい。これは日本人のものの見方や考え方に

共通するものがあるからではないだろうか。とい

う視点から著者は、日本語の実例を引用して、説得

力ある日本人の思考形式を展開している。

書　名　『大和言葉を忘れた日本人』

著　者　長戸宏出版社　明石書店

発行年　2002 年

概　要　著者紹介にあるのは、徳島県生まれで、名

古屋工業大学卒しかないので、余計なバイアス

(先入観)抜きで読める。理数系大学出身の著者が、

大和言葉にこだわりを持って記述された本書は、

我々が大和言葉を「忘れた」のではなく「知らない」

ことを明らかにしてくれる。さまざまな事実に驚

きながら読める著書である。

書　名　『日本語の謎を解く』―最新言語学の

Q&A―

著　者　橋本陽介

出版社　新潮社 ( 新潮選書 )

発行年　2016 年

概　要　著者の教え子である高校生の言葉に関す

る疑問に、回答する形式で書かれている。本の題名

とは異なり、取つき易い内容になっている。



　言うまでもないが、文字以前に言葉があった。人

類史から見れば、文字の出現は最近のことである。

言葉があればこそ、意思疏通ができる。意思疏通

( コミュニケーション ) が人間関係を構築し、集団

( 社会 ) を成立させた。日本では、縄文時代にすで

に定住し、狩猟、漁労、採集、栽培が共働 ( きょうど

う ) で行われていた。

我々の先祖が、当時、共働するために意思疏通で

使っていた言葉が、どういうものだったかは、解ら

ない。

　定義があるかどうかは知らないが、便宜上、無文

字時代の言葉を「和語」( 日本固有の言葉 ) とここ

では呼ぶことにする。

　仏教が伝来し、「外来語」である中国語が、仏典な

どと共に、流入した。時の権力者は、自分たちに都

合の良いように、それを大いに利用した。漢字の意

味を翻訳して、訓読みとし、( 正確な発音かどうか

は解らないが ) 中国語のままの言葉を音読みし

て、支配階級の特権のように「外来語」を使った。古

事記、日本書紀、万葉集 ( 和語 ) は、表記は漢字で

ある。しかし、「和語」を表す文字はない。そのため

音 ( おん ) を借りて、万葉仮名として使った。湯桶

( ゆとう ) 読み、重箱 ( じゅうばこ ) 読みもあった

かもしれない。

その後、平安時代に完成した平仮名、カタカナを

「和語」の表記に使うようになった。いつできたの

かは、知らないが日本では、漢字まで創作した ( 国

字「峠」「畑」「榊」など )。

　江戸時代のオランダ語、さらには、明治維新以

降、また大量に「外来語」が流入した。英米語、独語、

仏語などを熟語に翻訳したり、漢字を使った造語

を作り上げた。為政者、皇族、貴族、学者、作家など

に急速に「外来語」が広まり、国策として国語教育

が行われ、「外来語」が普及した。「外来語」には、「和

語」に無い特徴がある。それは、抽象的な概念を表

す言葉であった。日本に今もって、哲学 ( これも造

語 ) が存在しないのは、関連する言葉がなく、抽象

的な概念もないからである。客観的、論理的な言葉

は、「和語」には無いといっても過言ではない。国

語教育とは、中国語である漢字の読み方、書き方を

学ぶことであった。戦後、日本固有の言葉を教えら

れた記憶がない。

　言葉というものは、時代によって変化していく。

「君が代」の「君」は、今や同輩以下を呼ぶために使

われる「くん」になり、尊称ではなくなった。だいた

い天皇のことは、「和語」では、大君 ( おおきみ ) な

のである。『御前 ( おまえ )』『貴様 ( きさま )』も、相

手を見下す言葉になってしまった。

　逆に「和語」には、情緒的、感覚的な言葉が豊富で

ある。感覚的言葉の代表とも言われる擬声語 (『わ

んわん』『ばたばた』など )、擬態語 (『ふわふわ』『に

こにこ』など ) は、世界一豊富とも言われている。

また自然を表す言葉も、たとえば「雪月花」のそれ

ぞれを表す単語のなんと多いことか。また発話者

が、相手の立場を考えて使い分ける類語の多様性。

尊敬語、丁寧語、謙譲語など敬語を使い分け、立場

に応じて意思疏通を図る術 ( すべ )。二人称の多さ

もまた、自分ではなく相手中心の発想によるコ

ミュニケーション・ツールとしての言葉といえよ

う。

　さらに言えば、理屈に合わない表現を使うこと

もする。

　「七転び八起き」は、「七起き」が理屈で、八回転ん

でいないのだから「八起き」はないはずである。否

定語を肯定的に使うこともする。「雨が降らない前

に行こう」は「降る前に行こう」と同義。「転ばぬ先

の杖」は、転ばないなら、杖は不要。肯定的、否定的

の両方の意味に使う「いい加減」もある。こうした

理屈抜きの言い回しを使って意思疏通を行う。こ

のような曖昧さは、日本人の発想にも通じるのだ

ろうか。

　俳句、川柳、和歌は省略の文芸であり、言葉不要

の「以心伝心」( 黙っていても心が通じ合うこと )

とまで言う。最近では忖度 ( そんたく ) という言葉

も流行した。『阿吽 ( あうん ) の呼吸』、『ツーと言え

ばカー』なども言葉の省略を肯定的に示している。

　しかし、現代の企業や組織においての課題は、

『コミュニケーション不足』があげられる ( コロナ

禍による対面自粛以前からある課題 )。

　意思疏通がうまくいかない最大の原因は、《情報

が〈双方向〉でなければならないことを忘れる》か

らである。指示・命令・依頼が、一方的では、コミュ

ニケーションにはならない。最低のコミュニケー

ションとは、指示、命令、依頼を相手が了解したか

どうかを確認することなのである。それを単に

メールや書類などで送信、送付したら、相手に通じ

ているものと思いこんでしまう。

　対面して会話をすれば、話がまとまらなくても、

〈双方向〉になる。「和語」を使おうと「外来語」を使

おうと、言葉の意味を共有しなければ、組織はバ

ラバラになる。やがては国もバラバラになりかね

ない。

　〔「和語」( 情緒的 )＋「外来語」( 論理的 )＝日本語〕

この特性を理解し、巧みに使い、満足のいく意思疏

通に努めなければならない。日本人は一万年以上、

この狭い災害多発の日本列島に暮らし、集落間の

交流も、対面し会話することによって保持してき

た。

　感染症の影響で、新しい生活が始まる訳もない。

新しい生き方も生まれるはずもない。コロナ後の

生活に大きな変化があるかのごとく言うが、私の

予想では、人と人との出会いが、意思疏通にとっ
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て、いかに大切であるかを再認識し、リモート、テ

レワーク、オンラインも政府が推奨するほどのこ

ともないだろう。( 通信手段は発達するだろうが )

新型コロナ感染症前にも増して、一期一会 ( いち

ごいちえ )、人との邂逅 ( かいこう )、離れて暮らす

親族との出会いこそが、以前にも増していかに必

要かを理解するようになる。

　我々は、対面しなければ、生きていくことが、不

可能な“生き物”なのである。

〈了〉

書　名　『日本人の思惟方法』著　者　中村元　

出版社　( 株 ) 春秋社

発行年　1989 年

概　要　日本人の思惟についての考察。著者は「仏

教語大辞典」の著者でもあり、サンスクリットも読

解する宗教学者として高名。その著者が、日本人の

ものの考え方を仏教の受容形態から、現在の日本

人の特性の根源を明らかにしている。特に日本人

がなぜ「非合理主義的発想」になるかを明解に分析

している。ストレートに強弁はしないが、まれにみ

る信念の名著といえる。

書　名　『日本人の発想、日本語の表現』―「私」の

立場がことばを決める―

著　者　森田良行

出版社　中央公論社 ( 中公新書 )

発行年　1998 年

概　要　日本語は、発話者「私」がどんな視点に

立っているかを認識した上で、場合場合に応じて

表現を選択してゆく。それによって言語生活を円

滑に進めている。その一方、外国語に見られるよう

な形式的論理を中心とした客観的な表現姿勢をと

りにくい。これは日本人のものの見方や考え方に

共通するものがあるからではないだろうか。とい

う視点から著者は、日本語の実例を引用して、説得

力ある日本人の思考形式を展開している。

書　名　『大和言葉を忘れた日本人』

著　者　長戸宏出版社　明石書店

発行年　2002 年

概　要　著者紹介にあるのは、徳島県生まれで、名

古屋工業大学卒しかないので、余計なバイアス

(先入観)抜きで読める。理数系大学出身の著者が、

大和言葉にこだわりを持って記述された本書は、

我々が大和言葉を「忘れた」のではなく「知らない」

ことを明らかにしてくれる。さまざまな事実に驚

きながら読める著書である。

書　名　『日本語の謎を解く』―最新言語学の

Q&A―

著　者　橋本陽介

出版社　新潮社 ( 新潮選書 )

発行年　2016 年

概　要　著者の教え子である高校生の言葉に関す

る疑問に、回答する形式で書かれている。本の題名

とは異なり、取つき易い内容になっている。
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　言うまでもないが、文字以前に言葉があった。人

類史から見れば、文字の出現は最近のことである。

言葉があればこそ、意思疏通ができる。意思疏通

( コミュニケーション ) が人間関係を構築し、集団

( 社会 ) を成立させた。日本では、縄文時代にすで

に定住し、狩猟、漁労、採集、栽培が共働 ( きょうど

う ) で行われていた。

我々の先祖が、当時、共働するために意思疏通で

使っていた言葉が、どういうものだったかは、解ら

ない。

　定義があるかどうかは知らないが、便宜上、無文

字時代の言葉を「和語」( 日本固有の言葉 ) とここ

では呼ぶことにする。

　仏教が伝来し、「外来語」である中国語が、仏典な

どと共に、流入した。時の権力者は、自分たちに都

合の良いように、それを大いに利用した。漢字の意

味を翻訳して、訓読みとし、( 正確な発音かどうか

は解らないが ) 中国語のままの言葉を音読みし

て、支配階級の特権のように「外来語」を使った。古

事記、日本書紀、万葉集 ( 和語 ) は、表記は漢字で

ある。しかし、「和語」を表す文字はない。そのため

音 ( おん ) を借りて、万葉仮名として使った。湯桶

( ゆとう ) 読み、重箱 ( じゅうばこ ) 読みもあった

かもしれない。

その後、平安時代に完成した平仮名、カタカナを

「和語」の表記に使うようになった。いつできたの

かは、知らないが日本では、漢字まで創作した ( 国

字「峠」「畑」「榊」など )。

　江戸時代のオランダ語、さらには、明治維新以

降、また大量に「外来語」が流入した。英米語、独語、

仏語などを熟語に翻訳したり、漢字を使った造語

を作り上げた。為政者、皇族、貴族、学者、作家など

に急速に「外来語」が広まり、国策として国語教育

が行われ、「外来語」が普及した。「外来語」には、「和

語」に無い特徴がある。それは、抽象的な概念を表

す言葉であった。日本に今もって、哲学 ( これも造

語 ) が存在しないのは、関連する言葉がなく、抽象

的な概念もないからである。客観的、論理的な言葉

は、「和語」には無いといっても過言ではない。国

語教育とは、中国語である漢字の読み方、書き方を

学ぶことであった。戦後、日本固有の言葉を教えら

れた記憶がない。

　言葉というものは、時代によって変化していく。

「君が代」の「君」は、今や同輩以下を呼ぶために使

われる「くん」になり、尊称ではなくなった。だいた

い天皇のことは、「和語」では、大君 ( おおきみ ) な

のである。『御前 ( おまえ )』『貴様 ( きさま )』も、相

手を見下す言葉になってしまった。

　逆に「和語」には、情緒的、感覚的な言葉が豊富で

ある。感覚的言葉の代表とも言われる擬声語 (『わ

んわん』『ばたばた』など )、擬態語 (『ふわふわ』『に

こにこ』など ) は、世界一豊富とも言われている。

また自然を表す言葉も、たとえば「雪月花」のそれ

ぞれを表す単語のなんと多いことか。また発話者

が、相手の立場を考えて使い分ける類語の多様性。

尊敬語、丁寧語、謙譲語など敬語を使い分け、立場

に応じて意思疏通を図る術 ( すべ )。二人称の多さ

もまた、自分ではなく相手中心の発想によるコ

ミュニケーション・ツールとしての言葉といえよ

う。

　さらに言えば、理屈に合わない表現を使うこと

もする。

　「七転び八起き」は、「七起き」が理屈で、八回転ん

でいないのだから「八起き」はないはずである。否

定語を肯定的に使うこともする。「雨が降らない前

に行こう」は「降る前に行こう」と同義。「転ばぬ先

の杖」は、転ばないなら、杖は不要。肯定的、否定的

の両方の意味に使う「いい加減」もある。こうした

理屈抜きの言い回しを使って意思疏通を行う。こ

のような曖昧さは、日本人の発想にも通じるのだ

ろうか。

　俳句、川柳、和歌は省略の文芸であり、言葉不要

の「以心伝心」( 黙っていても心が通じ合うこと )

とまで言う。最近では忖度 ( そんたく ) という言葉

も流行した。『阿吽 ( あうん ) の呼吸』、『ツーと言え

ばカー』なども言葉の省略を肯定的に示している。

　しかし、現代の企業や組織においての課題は、

『コミュニケーション不足』があげられる ( コロナ

禍による対面自粛以前からある課題 )。

　意思疏通がうまくいかない最大の原因は、《情報

が〈双方向〉でなければならないことを忘れる》か

らである。指示・命令・依頼が、一方的では、コミュ

ニケーションにはならない。最低のコミュニケー

ションとは、指示、命令、依頼を相手が了解したか

どうかを確認することなのである。それを単に

メールや書類などで送信、送付したら、相手に通じ

ているものと思いこんでしまう。

　対面して会話をすれば、話がまとまらなくても、

〈双方向〉になる。「和語」を使おうと「外来語」を使

おうと、言葉の意味を共有しなければ、組織はバ

ラバラになる。やがては国もバラバラになりかね

ない。

　〔「和語」( 情緒的 )＋「外来語」( 論理的 )＝日本語〕

この特性を理解し、巧みに使い、満足のいく意思疏

通に努めなければならない。日本人は一万年以上、

この狭い災害多発の日本列島に暮らし、集落間の

交流も、対面し会話することによって保持してき

た。

　感染症の影響で、新しい生活が始まる訳もない。

新しい生き方も生まれるはずもない。コロナ後の

生活に大きな変化があるかのごとく言うが、私の

予想では、人と人との出会いが、意思疏通にとっ

て、いかに大切であるかを再認識し、リモート、テ

レワーク、オンラインも政府が推奨するほどのこ

ともないだろう。( 通信手段は発達するだろうが )

新型コロナ感染症前にも増して、一期一会 ( いち

ごいちえ )、人との邂逅 ( かいこう )、離れて暮らす

親族との出会いこそが、以前にも増していかに必

要かを理解するようになる。

　我々は、対面しなければ、生きていくことが、不

可能な“生き物”なのである。

〈了〉

書　名　『日本人の思惟方法』著　者　中村元　

出版社　( 株 ) 春秋社

発行年　1989 年

概　要　日本人の思惟についての考察。著者は「仏

教語大辞典」の著者でもあり、サンスクリットも読

解する宗教学者として高名。その著者が、日本人の

ものの考え方を仏教の受容形態から、現在の日本

人の特性の根源を明らかにしている。特に日本人

がなぜ「非合理主義的発想」になるかを明解に分析

している。ストレートに強弁はしないが、まれにみ

る信念の名著といえる。

書　名　『日本人の発想、日本語の表現』―「私」の

立場がことばを決める―

著　者　森田良行

出版社　中央公論社 ( 中公新書 )

発行年　1998 年

概　要　日本語は、発話者「私」がどんな視点に

立っているかを認識した上で、場合場合に応じて

表現を選択してゆく。それによって言語生活を円

滑に進めている。その一方、外国語に見られるよう

な形式的論理を中心とした客観的な表現姿勢をと

1943年東京生まれ、現在、名古屋在住。

1963年大学中退、元人財共育コンサルタント。
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りにくい。これは日本人のものの見方や考え方に

共通するものがあるからではないだろうか。とい

う視点から著者は、日本語の実例を引用して、説得

力ある日本人の思考形式を展開している。

書　名　『大和言葉を忘れた日本人』

著　者　長戸宏出版社　明石書店

発行年　2002 年

概　要　著者紹介にあるのは、徳島県生まれで、名

古屋工業大学卒しかないので、余計なバイアス

(先入観)抜きで読める。理数系大学出身の著者が、

大和言葉にこだわりを持って記述された本書は、

我々が大和言葉を「忘れた」のではなく「知らない」

ことを明らかにしてくれる。さまざまな事実に驚

きながら読める著書である。

書　名　『日本語の謎を解く』―最新言語学の

Q&A―

著　者　橋本陽介

出版社　新潮社 ( 新潮選書 )

発行年　2016 年

概　要　著者の教え子である高校生の言葉に関す

る疑問に、回答する形式で書かれている。本の題名

とは異なり、取つき易い内容になっている。



S c e n e 2   小 学 校 生 活 の 始 ま り－マ マ も 頑 張 る

驚きと緊張の「登録」システム

　現地校に通う第一歩は登録です。日本同様に住

んでいる住所で通う学校が決まります。日本以上

に学力格差がある為、我が家はピンポイントで学

校を決めてから家探しをしました。公立学校でも

見学する事が出来、家を決める前に夫が 3 校見学

しました。

　学区のホームページでは、各学校のランクが表

示され、その学校に通っている人種の割合等も出

てきます。学力レベルだけが全てではありません

が、レベルが高い学校はやはり、落ち着いた学校と

いう事になります。落ち着いたという意味は、トラ

ブル、人種差別、いじめが少ないという事です。

　スクールバス内でのドラッグのやり取りに始ま

り、警察によるロッカーや荷物の抜き打ち検査は

中学校から始まってしまうようです。

　ESLクラス（English as a Second Language）

（英語以外を母国語とする人のための英語）の有無

も確認したい点です。各学校によって設置の有無

やサポート内容が違います。

　登録には、予防接種記録、居住証明（公共料金の

請求書）、健康診断書などが必要です。予防接種は

日本で打つ内容より多くの種類が求められます。

教育委員会に登録後、通う学校に行きカウンセリ

ングを受けます。

６－３－４制で９月始まり

　私たちの地域では Kinder から 5th までが

Elementary、6th から 8th が Middle、9th か

ら 12th が High school となっていました。

Kinder は小学校 0 年生という考えですが、他の

学年と同じ校舎、同じスケジュールです。

　6 月から 9 月までは長い夏休み。そして、9 月か

らが新年度です。長女は 9 月から 3rd になる年齢

でしたが、3rd からは勉強内容が高度になる為、1

学年落とした学年で 2 か月通学し夏休み、次女は

9 月まで家で過ごし、年齢通りの Kinder スター

トとしました。この様に最初から学年を落とす子、

同じ学年を 2 回やる子等、1 つのクラスに色々な

年齢の子が混ざることはめずらしくありません。

　しかし、この学年を落とすという事は、小学校の

うちに日本へ帰国する場合は良いのですが、中 3

で帰国する予定の方は注意！！ 9th を終了してい

ないと日本の高校受験資格が得られない場合があ

るのです。多くの方は夏休み前位に日本の学校に

転入し、中学卒業資格を得るようです。

「Schoo l  Supp ly」ってそういう事！？

　登校初日の持ち物はバックパックにお弁当、水

筒、スナックのみです。初日だけかと思ったらこの

ままずっとでした。教科書、筆箱は必要ありません。

　9月の年度初め前に School Supply List が配

られます。各学年、持っていく物は少しずつ変わり

ます。文房具、箱ティッシュ、ジップロック、など多

種多様です。

　例　えば #2Yellow/Wood Pencils Sharpened 

with Erasers,Ticonderoga,24 pack と書いてあ

ると、これは Ticonderoga 社の #2 の濃さ、消し

ゴムつき鉛筆の削ってあるものということです。

黄色の柄で芯は黒です。

　Crayorla と書かれている物には、色鉛筆、クレ

ヨン、マーカー（どちらもウォッシャブルタイプとそ

うでないもの）、（太さの違うもの）が多種あります。

　全てのリスト品はこのように細かく指定があり

ます。

　７月頃になると Back to school sale という

コーナーがスーパーに特設されるのですが、この

リストにある物全てを揃えるのは大変で、あちこ

ちのスーパーを駆け回ります。買う人が多いのか、

仕入れが悪いのか、早く買わないとなくなってし

まいます。

　リストとにらめっこしながら、やっとのおもい

で全てを揃えて持って行きましたが、全てきちん

と揃えるのは日本人位だよ！と笑われました。

　名前は記入せずに提出し、集められたリスト品

はクラスで共用します。その事を知らなかったの

で「時間をかけてピンクのハサミにしようか水色

のハサミにしようか迷ったのに〜。」と娘達は文句

を言っていました。

　クラスメイト達は自分の用意できる範囲で持っ

てきているそうです。リストより多く持ってくる子

もいます。お金に余裕のある人が他の子の分も寄付

する。こういったことは色々な場面で目にします。

　スーパーに売っていなかったら、仕方ないから全

部は揃えない！という考えの人が大半の中、近所の

スーパーで事件が起こりました。残り 1 冊だった

ノートをめぐって 2 人の女性が口論になった末、

一人が拳銃を取り出したのです。そんな事で？？と

ビックリ！！銃社会であることを実感しました。

クラスボランティアを始める

　年度はじめには親のボランティア募集がクラス

単位であります。ベルマークやクラス委員などでは

なく、クラスイベント（ハロウィンなど）のパー

ティーの企画・進行、クラスの本の補修、展示物掲示、

授業の指導補助などです。役員決めのクラス懇談会

などはありません。クラスの前などに置いてあるリ

ストに名前を記入したり、募集メールが送られてき

ます。私は、少しでも学校の事を知りたくて kinder

クラスの本の補修係で申し込んだのですが、通って

いるうちに指導補助もやらせていただきました。

　子供の工作のお手伝いや、一緒に数を数えたり、

アルファベットを書く練習などです。

　とても楽しく過ごせたのですが、子供達に話か

けられるのが一番大変でした。子供達は私が英語

を母国語としていないのを理解していません。右

から左からどんどん、かわいい声で話しかけられ

ます。もちろん 100% 理解することはできません。

そのうちに、私は子供たちの顔を見て楽しそうに

話していたらニコニコしながら頷いてあげ、悲し

い顔をしていたら悲しい顔をして同感してあげる

という技を身に付けました。どうしてもダメな時

は娘に通訳を頼みました。娘達は 1 年もすると日

常会話は完璧に理解できるようになりました。

「ハグ」はしても「抱っこ」はしない

　ボランティアをして意外に思ったのは、子供と

先生、子供とボランティアの親との関わり方です。

　アメリカでは、幼稚園・保育園料金が非常に高

いため Kinder から集団生活を始める子も多いで

す。日本でいう幼稚園年中・年長さんの年齢の子

供達はまだまだ甘えん坊です。先生や私の膝の上

に乗ってきたり、抱っこをせがんだりしてきます。

しかし、先生はハグしてくれたり優しくお話はし

てくれるものの、日本の幼稚園の先生の様に抱っ

こやおんぶをすることはありません。

　大人へのリスペクトを教え、小学校 0 年生とし

ての自覚を持たせるのです。

　実際、次女は言葉も分からず、学校になれるまで

毎日大泣きでした。宇都宮の幼稚園時代には、少し

でも涙がこぼれたら先生が抱っこしてくれて話を

聞いてくれていたのに・・・。

　アメリカでは、泣くなら違う部屋に行って心を

落ち着かせて来てね！と（違う先生がいます）

その部屋でも、抱っこなどはしてくれずに、ただた

だ静かに見守ってくれます。戻る際にはクラスま

で送り届けてくれます。

コールスティックを減らそう

　最初の頃は、私の携帯に学校から電話がかかっ

てきました。（各教室に電話があります。）工作で使

うアイスの棒を先生から３本渡され、どうしても

寂しくなったら１本先生に渡すと、ママに電話し

てあげるから！という約束だったそうです。

　私は、いつ電話がなってもいいように肌身離さ

ず（トイレにも）携帯を持ち歩きました。

「ママ〜寂しい。もう頑張れないからお迎えに来て

〜涙。。」

　という声に自分の心が折れそうになりながらも

なんとか励まし続けて、だんだんと棒の数を減ら

していきました。とても寂しい時期にずっと励ま

してくれたクラスメイトとは今でも週１回テレビ

電話をする次女の大親友です。

娘たちとの生活　in  America

織井　菜穂
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驚きと緊張の「登録」システム

　現地校に通う第一歩は登録です。日本同様に住

んでいる住所で通う学校が決まります。日本以上

に学力格差がある為、我が家はピンポイントで学

校を決めてから家探しをしました。公立学校でも

見学する事が出来、家を決める前に夫が 3 校見学

しました。

　学区のホームページでは、各学校のランクが表

示され、その学校に通っている人種の割合等も出

てきます。学力レベルだけが全てではありません

が、レベルが高い学校はやはり、落ち着いた学校と

いう事になります。落ち着いたという意味は、トラ

ブル、人種差別、いじめが少ないという事です。

　スクールバス内でのドラッグのやり取りに始ま

り、警察によるロッカーや荷物の抜き打ち検査は

中学校から始まってしまうようです。

　ESLクラス（English as a Second Language）

（英語以外を母国語とする人のための英語）の有無

も確認したい点です。各学校によって設置の有無

やサポート内容が違います。

　登録には、予防接種記録、居住証明（公共料金の

請求書）、健康診断書などが必要です。予防接種は

日本で打つ内容より多くの種類が求められます。

教育委員会に登録後、通う学校に行きカウンセリ

ングを受けます。

６－３－４制で９月始まり

　私たちの地域では Kinder から 5th までが

Elementary、6th から 8th が Middle、9th か

ら 12th が High school となっていました。

Kinder は小学校 0 年生という考えですが、他の

学年と同じ校舎、同じスケジュールです。

　6 月から 9 月までは長い夏休み。そして、9 月か

らが新年度です。長女は 9 月から 3rd になる年齢

でしたが、3rd からは勉強内容が高度になる為、1

学年落とした学年で 2 か月通学し夏休み、次女は

9 月まで家で過ごし、年齢通りの Kinder スター

トとしました。この様に最初から学年を落とす子、

同じ学年を 2 回やる子等、1 つのクラスに色々な

年齢の子が混ざることはめずらしくありません。

　しかし、この学年を落とすという事は、小学校の

うちに日本へ帰国する場合は良いのですが、中 3

で帰国する予定の方は注意！！ 9th を終了してい

ないと日本の高校受験資格が得られない場合があ

るのです。多くの方は夏休み前位に日本の学校に

転入し、中学卒業資格を得るようです。

「Schoo l  Supp ly」ってそういう事！？

　登校初日の持ち物はバックパックにお弁当、水

筒、スナックのみです。初日だけかと思ったらこの

ままずっとでした。教科書、筆箱は必要ありません。

　9月の年度初め前に School Supply List が配

られます。各学年、持っていく物は少しずつ変わり

ます。文房具、箱ティッシュ、ジップロック、など多

種多様です。

　例　えば #2Yellow/Wood Pencils Sharpened 

with Erasers,Ticonderoga,24 pack と書いてあ

ると、これは Ticonderoga 社の #2 の濃さ、消し

ゴムつき鉛筆の削ってあるものということです。

黄色の柄で芯は黒です。

　Crayorla と書かれている物には、色鉛筆、クレ

ヨン、マーカー（どちらもウォッシャブルタイプとそ

うでないもの）、（太さの違うもの）が多種あります。

　全てのリスト品はこのように細かく指定があり

ます。

　７月頃になると Back to school sale という

コーナーがスーパーに特設されるのですが、この

リストにある物全てを揃えるのは大変で、あちこ

ちのスーパーを駆け回ります。買う人が多いのか、

仕入れが悪いのか、早く買わないとなくなってし

まいます。

　リストとにらめっこしながら、やっとのおもい

で全てを揃えて持って行きましたが、全てきちん

と揃えるのは日本人位だよ！と笑われました。

　名前は記入せずに提出し、集められたリスト品

はクラスで共用します。その事を知らなかったの

で「時間をかけてピンクのハサミにしようか水色

のハサミにしようか迷ったのに〜。」と娘達は文句

を言っていました。

　クラスメイト達は自分の用意できる範囲で持っ

てきているそうです。リストより多く持ってくる子

もいます。お金に余裕のある人が他の子の分も寄付

する。こういったことは色々な場面で目にします。

　スーパーに売っていなかったら、仕方ないから全

部は揃えない！という考えの人が大半の中、近所の

スーパーで事件が起こりました。残り 1 冊だった

ノートをめぐって 2 人の女性が口論になった末、

一人が拳銃を取り出したのです。そんな事で？？と

ビックリ！！銃社会であることを実感しました。

クラスボランティアを始める

　年度はじめには親のボランティア募集がクラス

単位であります。ベルマークやクラス委員などでは

なく、クラスイベント（ハロウィンなど）のパー

ティーの企画・進行、クラスの本の補修、展示物掲示、

授業の指導補助などです。役員決めのクラス懇談会

などはありません。クラスの前などに置いてあるリ

ストに名前を記入したり、募集メールが送られてき

ます。私は、少しでも学校の事を知りたくて kinder

クラスの本の補修係で申し込んだのですが、通って

いるうちに指導補助もやらせていただきました。

　子供の工作のお手伝いや、一緒に数を数えたり、

アルファベットを書く練習などです。

　とても楽しく過ごせたのですが、子供達に話か

けられるのが一番大変でした。子供達は私が英語

を母国語としていないのを理解していません。右

から左からどんどん、かわいい声で話しかけられ

ます。もちろん 100% 理解することはできません。

そのうちに、私は子供たちの顔を見て楽しそうに

話していたらニコニコしながら頷いてあげ、悲し

い顔をしていたら悲しい顔をして同感してあげる

という技を身に付けました。どうしてもダメな時

は娘に通訳を頼みました。娘達は 1 年もすると日

常会話は完璧に理解できるようになりました。

「ハグ」はしても「抱っこ」はしない

　ボランティアをして意外に思ったのは、子供と

先生、子供とボランティアの親との関わり方です。

　アメリカでは、幼稚園・保育園料金が非常に高

いため Kinder から集団生活を始める子も多いで

す。日本でいう幼稚園年中・年長さんの年齢の子

供達はまだまだ甘えん坊です。先生や私の膝の上

に乗ってきたり、抱っこをせがんだりしてきます。

しかし、先生はハグしてくれたり優しくお話はし

てくれるものの、日本の幼稚園の先生の様に抱っ

こやおんぶをすることはありません。

　大人へのリスペクトを教え、小学校 0 年生とし

ての自覚を持たせるのです。

　実際、次女は言葉も分からず、学校になれるまで

毎日大泣きでした。宇都宮の幼稚園時代には、少し

でも涙がこぼれたら先生が抱っこしてくれて話を

聞いてくれていたのに・・・。

　アメリカでは、泣くなら違う部屋に行って心を

落ち着かせて来てね！と（違う先生がいます）

その部屋でも、抱っこなどはしてくれずに、ただた

だ静かに見守ってくれます。戻る際にはクラスま

で送り届けてくれます。

コールスティックを減らそう

　最初の頃は、私の携帯に学校から電話がかかっ

てきました。（各教室に電話があります。）工作で使

うアイスの棒を先生から３本渡され、どうしても

寂しくなったら１本先生に渡すと、ママに電話し

てあげるから！という約束だったそうです。

　私は、いつ電話がなってもいいように肌身離さ

ず（トイレにも）携帯を持ち歩きました。

「ママ〜寂しい。もう頑張れないからお迎えに来て

〜涙。。」

　という声に自分の心が折れそうになりながらも

なんとか励まし続けて、だんだんと棒の数を減ら

していきました。とても寂しい時期にずっと励ま

してくれたクラスメイトとは今でも週１回テレビ

電話をする次女の大親友です。
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●SSK活動の記録

2022.1.20(木）理事会　　市民会館おおみや　10:00～12:00

　　 1.26(水)　「教材教具・情報展」　大宮ソニックシティー　401・402

　　 2.17(木)　　研修会中止(翌月に持ち越し)

　　 3.17(木)　　研修会　　　市民会館おおみや　

　　　　　　　 「開発商品の紹介」　

　　　　　　　　　①ヒューマン　アカデミー㈱　(八木桜子様)　　  　10:00～10:25　　　　

　　　　　　　　　②㈱みんがく　             　　 (佐藤雄太様) 　　　10:30～10:55　

　　　　　　　　　③モノグサ㈱　             　　 (鎌田大介様)　　    11:00～11:25　      

　　　　　　　　　④イー・ラーニング研究所     (溝渕聖二様)　　　 11:30～11:55　
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SSK顧問　社会保険労務士 高橋　裕
・業務内容 ① 雇用・人事に関する相談

② 労働保険・社会保険に関する相談

③ その他、労働関係諸法令、労働保険・社会保険関係諸法令に関する相談

・相談窓口 埼玉県私塾協同組合　本部事務局　坂田義勝

TEL：049-224-7193　FAX：049-224-3342

F-Mail  sakata2451@nitfy.com

「労務関係のご相談は、私にお任せください！」



下記本部事務局にお問い合わせ頂け
れば、早速申込書をお送り致します。
定例会・イベント等もお気軽にお越
し下さい。

【本部事務所】

〒350-0822 川越市山田東町1707-3

英進学院内：坂田　義勝

TEL 049-224-7193

FAX 049-224-3342

【広報事務局】

〒344-0059 春日部市西八木崎3-17-7

戸田　敦子

TEL 048-763-3886 FAX 048-763-3892

E-mail:ats001@mtg.biglobe.ne.jp

埼玉県私塾協同組合事業ご案内
☆通常総会　☆定例会（隔月）：各種研修会等の報告、得意

分野等の実践報告、教育や経営情報等の交換会　☆中高

入試説明会（年1回）　☆全国研修大会（私塾協同組合連合

会）参加　☆組合忘年会　☆私塾フェア　☆機関誌「SSK

REPORT」発刊：組合広報活動　☆組合公式Webサイト

運営　☆メール、FAX等による情報交換　☆「公立・私立」

の合同フェア後援活動　☆協同組合連合会及び友好団体

との情報交換活動　☆受験情報速報　☆協賛企業による

特別価格物品販売　☆顧問税理士による税務相談：豊野

会計事務所
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◆  埼玉県私塾協同組合加盟塾一覧(2022年1月1日現在・順不同)  ◆
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石川　和男
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0480-48-6595
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ー）／根本義明（吾妻稲門ゼミ）／島秀史（名学館ライフガーデン東松山）／国分岳／織井菜穂／坂田義勝（埼玉県私塾協同組合理事長）

「『プッチンプリン』が東京に原爆を落
とすらしいですよ。」
　中一の女子生徒が真顔でそう「報告」
してくれました。「やばくないですか？」
と。
　フェイクニュースという次元でもなく、
ジョークニュースのつもりでもなさそう
なやり取りが、子供たちの間でまことし
やかにささやかれているようです。
　2月24日にプーチン大統領の命令でロ
シア軍のウクライナ侵攻が始まって1か
月が過ぎました。「風が吹けば桶屋が儲
かる」ではないですが、「キエフが落ち
ればトキオが滅ぶ」という直感が働いて
いるのかもしれません。省略された因果
律は様々に設定できると思いますし、ま
るでジョークのような結論も、必ずしも
排除できません。
　メディアでは、「プーチン側は国営放
送で、『戦争』とか『侵攻』といった言
葉は使わず、ロシア系の人民を救済する
ための特殊軍事作戦を遂行するという『虚
偽報道』を国民に刷り込んでいる」との
断定がなされています。しかし同様に、
私たちは欧米側のロジックで「狂気で暴
走中のプーチンに対し、国民のしもべに
徹するゼレンスキーが命懸けのリーダー

シップを発揮している」という、シンプ
ルでわかりやすく感動的な物語をこれで
もかと刷り込まれてもいるのです。欧米
の政治権力・メディアの影響力にこちら
も情報統制されていることは、忘れては
ならないでしょう。
　長い歴史、さまざまな民族や宗教、利
権や思惑の複雑な絡まりの果てに今の信
じられないような状況が出来し、にわか
に収束しそうもない展開が継続していま
す（今号が発行される頃には停戦合意さ
れているといいのですが…）。
 「第一次情報大戦」という表現も目にし
ましたが、言い得て妙だなと思えます。
ミサイルで破壊される建物、血まみれに
なって右往左往する人々、子供たち…　
これらの「映像」の中には一部、別の時、
場所、民族のものを転用しているものが
あることも分かってきています。中には
「クライシス・アクター」と呼ばれる人
々が出血メイキングを施したうえで被害
者を演じていると、報道写真やその「俳
優」の素顔、プロフィールなるものが
SNS上で拡散されたりもしています。
　いったい何が虚偽で何が事実か、それ
自体も判別不能なほどです。もはや真偽
に関わらず、いかに多数の信任を得たか

が勝敗の分かれ目になる、といった様相
です。
　ロシア国営放送の編集担当女性が勇気
をもって「戦争反対」「プロパガンダ（政
府宣伝）を信じるな」と声をあげました
が、日本の報道関係者で、我が国の政府
の「プロパガンダ」や「印象操作」を「信
じるな」と発言する人が、だれか一人で
もいたでしょうか。
　鹿児島知覧の「Mother　特攻の母　鳥
濱トメ物語」の舞台劇中の台詞に、「戦争
とは爺さんが始めて、おっさんが命令し、
若者たちが死んでゆくものだ」というく
だりがあります。いかに情報統制された
メディアでも、この真実だけははっきり
と示してくれています。火事場泥棒よろ
しく「核シェアリングの議論を」とか「(エ
ネルギー保障のため)原発の拡充を」「(国家
緊急権獲得のために) 改憲を早急に」な
どと唱える「爺さん(婆さん)」達には、
よほど留意すべきでしょう。
　挙句に「東京に原爆」が投下されたと
しても、その「爺さん・婆さん」たちは、
安全な場所で怒ってみせるだけ、なので
すから。

（表紙デザイン　沢辺　均）

 （本荘雅一）

『SSK Report』編集部からのお知らせ

『SSK Report』編集部では、読者の皆様からのメールを受け付けます。
　おおむね以下の内容で自由にお寄せ下さい。
　＊『SSK Report』内容に関するご意見・感想・質問・要望・提案など
　＊エッセイ、PRなどの投稿
　＊『SSK Report』編集部からの取材・誌上での紹介をご希望される方や
　　各種団体、機関等。自薦他薦ともに
　　

送信先：honjo@gkdan.com　　
　　　　本荘雅一　まで
　　　　件名に「SSK広報誌編集部行」
皆様からの貴重なドキュメント、お待ち申し上げます。
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